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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　初めは、すべてが混ざり合う混こん沌とんとした世界がただあるだけだった。次に天と地がつくられ、境きよう界かい線せんが生まれた。それから神が生まれた。

　最初の三み柱はしらの神、二ふた柱はしらの神、神かみ世よ七なな代よ──……様々な神が生まれていく中で、あるとき土地の神というものが生まれる。

〝土地神〟はその地に生きとし生けるものを見守り、時には力のないものを助けた。

　だが年々と命あるものの数が増え、土地神だけではすべてを導くことができなくなる。そこで土地神は〝人〟に己おのれの力を貸す決断をした。

　土地神の代わりに神の力を使うことを許された人間たちは、土地神の指示に従い、力なきもののために奔ほん走そうする。

　いつからか、代替わりをしながらもその地で生きるものを守り続けている土地神を〈守しゆ護ご〉、守護の手足となって代わりに力を振るう人間たちを〈守しゆ護ご代だい〉と呼ぶようになった。

　現在、日本は七つの地方に分かれ、七なな柱はしらの土地神〈守しゆ護ご七なな神しん〉によって守られている。

　七つの地方のうちの一つ、関東地方を守る土地神を〈守護〉千ち鳥どりと呼ぶ。神が本当の名を軽々しく明かすわけにはいかないので、『千鳥』は役職名みたいなものだ。

　この〈守護〉千鳥だが、つい最近、代替わりをした。新たな千鳥は、元は先代の千鳥の〈守護代〉で、先代の手足として四百年働き続けたあと、守護の役目を託たくされたのだ。

　新たな〈守護〉千鳥は、神さま歴たったの二カ月。年長の神さまたちに若い若いと遊ばれてばかりである。




　関東地方にある『川かわ崎さき工こう業ぎよう地ち帯たい』。重じゆう厚こうで迫はく力りよくのある大型の工場プラントが並ぶこの場所は、最近では夜景を楽しむ観光スポットとして人気がある。

　夜になれば作業用の灯あかりが力強く瞬またたき、赤色、白色、オレンジ色、緑色で彩いろどられる。漏もれ出る重低音がじわりと地面を伝わっていく。

　昼間とまったく違う夜の工業地帯は、異世界に迷いこんだのではと思えるほど、重みのある独特の空気に包まれていた。

　その中でも、稼か働どうを終えたプラント近くにある関係者以外立ち入り禁止の区域には、不ふ思し議ぎな静けさが漂ただよっている。

　──はずだが、なぜか小さな足音と、ちりんちりんという鈴すずの音ねが響ひびいていた。

「やれやれ、エレベーターにすっかり慣れきってしまった。十階を超える階段となると、さすがに辛つらいものがあるな」

　関東地方の土地神である〈守護〉千鳥は、延えん々えんと続く階段をのぼっていた。

　音を殺してくれない鉄てつ筋きん製せいの階段は、下げ駄たのかつんかつんという足音をやけに鳴らしてくれている。

「──ぬしとわたしは　羽は織おりの紐ひもよ　かたく結んで　胸むねにおく」

　言っておいて、はははと笑う。元々は色っぽい都ど々ど逸いつなのだが、自分が言えば『ぬし』の意味が変わるため、『騒そう動どうとは切っても切れぬ縁えん』と解かい釈しやくすべきだろう。騒さわぎに首をつっこんでしまうのは諦あきらめてくれと言い訳をしながら、屋上に繫つながる重たい扉とびらを開けた。

　闇やみと光と、そしてひやりとした風がめいっぱい歓かん迎げいしてくれた。

　翡ひ翠すい色いろや山やま吹ぶき色いろ、藤ふじ色いろが舞まう手描きの加か賀が友ゆう禅ぜんの羽織が、夜風でぶわりと膨ふくらむ。夜の人工的な灯りに照らされても、この羽織は上品な華はなやかさを失いはしない。

　千鳥は不ふ規き則そくな夜風にもてあそばれる色素の薄い髪かみを押さえながら、夜景の光を閉じこめたかのようなきらきらと光る琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを夜空に向けた。

「若いの、どうだ？」

　千鳥が声をかければ、転落防ぼう止しのフェンスを乗り越えた先で、影が動く。

　十八歳の若き〈守護代〉である茅ちヶが崎さき帯たて刀わきが、呆あきれた眼でこちらを見ていた。

　成績優秀ながらも、施し設せつ育ちという境きよう遇ぐうで学費に不安があったため、一度は大学進学を諦めかけた帯刀は、今は高給のアルバイトとなる守護代をして金を稼かせぎつつ、受験勉強に励はげむという立りつ派ぱすぎる若者である。

　千鳥が先代から守護の役目を託された直後に、帯刀は守護代となった。なので千鳥と同じ、守護代歴はまだたったの二カ月だ。

「こんなところにきたら、柏かしわさんに怒られるんじゃないのか？」

　帯刀から庇かばいはしないとはっきり示された千鳥は、だってなぁと応こたえながらフェンスに近よった。うんと背伸びをして、見晴らしのよさを味わう。

「おまえさんを見たかったんだ」

　正直にここを訪れた理由を教えるが、まとめすぎて伝わらなかったようだ。は？　と聞き返されてしまう。

「だって、おまえさんには守護代としての才能があって、器用でおまけに努力家だ。すぐ一人前になってしまう。成長する姿を見るなら今しかないだろう？」

　千鳥は転落防止のフェンスに足を引っかけ、反動をつけて身体からだを持ち上げる。

　そう強い風ではなかったので、そのままフェンスの上に立った。遠くまで見渡すことができて、気分がさらによくなる。

「暇ひまで暇でしょうがないおれの楽しみの一つだからな。これぐらいは許してもらわないと」

「……そんなくだらない理由でわざわざ顔を出すのか？」

「おれにとってはくだらなくないんだな、これが」

　帯刀は千鳥と話しながらも、記憶再現でつくった弓矢を構え直し、再び視線を地上へ向けた。

　神さまである守護と契けい約やくした守護代は、土地に刻きざまれた記き憶おくを再現できるという能力を与えられる。高校生のときに弓きゆう道どう部ぶに所属していた帯刀は、弓道部で使っていた弓矢を再現したり源げん平ぺい合がつ戦せんで活かつ躍やくした那な須すの与よ一いちの弓を再現したりと、時と場合に応じて器用に使い分けていた。

「ご隠いん居きよ、危ないから降りろ」

　別のところを見ていても、帯刀はこちらの気配だけでフェンスの上から降りるつもりがないことを察したらしい。馬ば鹿かだろうという響きを混ぜながらも、優しさからの警けい告こくをくれた。

　千鳥はそれに平気だと応えて、自分の眼も帯刀の視線の先に向ける。

　使われていない倉庫が並ぶ辺りで、カラスの群むれがギャアギャアと鳴いていた。

「戦せん況きようはどうだ？　おまえさんの役割は？」

「ここで待たい機き。俺の弓は動き回る相手との相あい性しようが悪い」

　下で騒いでいるカラスはただのカラスのように見えるが、実は作さ業ぎよう灯とうを浴あびてもどこにも影ができていない。それだけで『あちらの世界』のカラスもどきだとわかる。

　千鳥たちは、普通の人間が生きている物理法則に従うところを『こちらの世界』と呼んでいる。反対に物理法則に従わない、いわゆる幽ゆう霊れいや妖よう怪かいといったものが生きるところを『あちらの世界』と呼ぶ。

　こちらの世界で人間を守ることは警けい察さつや自じ衛えい隊たいの仕事、そしてあちらの世界に関わるもの──……今、下で暴あばれ回っているカラスもどきの群れから人間たちを守ることは守護や守護代の仕事だ。

「飛び回るカラスを弓で仕し留とめられるかどうかは、やり方次し第だいだ。だから一いちノの宮みやが若いのをずっと待機させているんだ。……うん？　ただの群れではないな。群れに長おさがいる」

　その長が指示を出しているのか、闇雲にみんなで飛び回っているわけではなさそうだ。

　ならばこちらの対応も、カラスの群れの動きに合わせて変わる。

「見ろ、守護代たちでカラスが狭せまいところへ向かうようにうまく誘ゆう導どうしている。いいぞ、倉庫の中に飛びこませた」

　カラスたちは逃にげたつもりだが、実は追いつめられている。

　よしよしと千鳥は頷うなずく。

「若いの、逆に考えてみろ。おまえさんならあの倉庫のどこから飛び出したい？」

　帯刀は神経を研とぎ澄すませ、倉庫の中で起きていることを探さぐった。

　だれかが結けつ界かいを張り、動ける範はん囲いをさらに狭くした。

　一人がそれを手伝っていくつかの逃げ道を断たつ。

　残りを他のみんなが……と協力することで、カラスの選せん択たく肢しを減らしていった。

　カラスがどこに飛んでいくのかわからない状じよう況きようから、ここしかないという状況へと、あっという間に変わっていく。

「一人で狙ねらおうと思うな、連れん携けいしろ。……あとは、タイミング」

　まあそれが難しいんだけれどなと千鳥は笑う。

「どこからカラスが飛び出してくるかはわかったか？」

「左奥の……窓から」

「そう。けれど矢を放っても、ここからあの窓へ届くまでに少し時間がかかる。カラスが飛び出す少し前に放つ必要があるんだ」

　ここから窓までの距離を眼で測った千鳥は、今まで見てきた帯刀の矢の速さを考えて、何秒前に放てばいいのかを計算する。

「こればかりは経験だ。今回はおれが教えてやる。おれの合図で窓を狙って放て」

　窓を指さした千鳥に、帯刀は黙だまって従った。出番がなさそうだと思っていた弓矢を、しっかりと持ち直す。深呼吸を一つし、持ち上げた弓と弦つるを引き下ろす。

　ぎち、という軋きしむ音を聞きながら、弦を胸に、矢を頰ほおにつけ、矢や尻じりをミリ単位で調節して狙いを定めた。

　千鳥は帯刀の準備が整ったのを確認してから、倉庫へ意識を集中させる。

　焦じれたカラスの『気』が倉庫内にたまりつつある。飛び出すという形で爆ばく発はつするのはもうすぐ。そのときを見極めるために必要なものは、経験と勘かんだ。

（……危き機きが迫せまれば、どうしたって感情の高ぶりは抑えきれなくなる）

　決死の覚かく悟ごで動く瞬しゆん間かんは最も読みやすい。

　くる、と肌はだで感じとり、千鳥は帯刀に叫さけんだ。

「──放て!!」

　帯刀の手から矢が離れると、弾はじかれた弦が鋭するどい音を立てる。放たれた矢は空気を切り裂さき、的となった窓へ一直線に向かった。

　時間にして、ほんの数秒。

　帯刀が早すぎるタイミングだったのではとひやりとしたとき、窓ガラスが割れ、カラスたちが飛び出してくる。まるで自分から当たりにきたかのように見えるほど、見事に矢は一羽のカラスの羽に突き刺ささり、その動きを封じた。

「よくやった！　おまえさん、本当にいい腕うでをしてるなぁ……！」

　千鳥は興こう奮ふんを隠かくさず、喜びの声を上げる。この夜の視界の悪さの中で、この距離で、なによりも本番で実力をきちんと発はつ揮きできる帯刀の度ど胸きようの据すわり方に、ほれぼれしてしまった。こんな逸いつ材ざいを掘ほり起こしてきた自分が誇ほこらしい。

　嬉うれしさで体温が上がる。ほてった頰に吹きつけてくる風が気持ちよかった。見たか？　見たか!?　とフェンスの上ではしゃげば、危あぶないと叱しかられる。

「俺はご隠居の合図で放っただけだ。だれでもできる」

　帯刀の素そっ気けない言葉はいつものこと。最近の子はとてもクールだ。

　だがこれは千鳥が勝手に嬉しいだけなので、このまま勝手に喜んでおく。

「でもこの距離で当てにいくのは難しい。おれにはできん。おお、後始末も終わったな」

　最近、あちらの世界のカラスの群れがあちこちを飛んでいるようだと、守護代たちの報告によって判明した。今はなにも起きていないが、大きな事件に発展する可能性もないわけではないので、群れを見つけたら一羽捕とらえて調べてみようという話になったのだ。

「ご隠居、柏さんがこっちを見てるぞ」

「嫌いやそうな顔をしているんだろうな。おれが仕事場にきたから」

　千鳥は柏を軽く手て招まねきした。すると柏が驚いたような反応をしたので、さすがはおれの弟分と小さな声で褒ほめておく。これからなにをするのか、きちんと理解したらしい。

「さぁ帰ろう。しかしこの高さまでの階段はきつかったなぁ。約四百歳のおれは『行きはこわいこわい、帰りはよいよい』で楽をさせてもらう」

　様々な色を灯ともす夜景を見下ろした千鳥は、ためらわずフェンスを蹴けった。

　途と端たんに身体が傾かたむき、景色もぐるりと回る。

「またあとでな。若者は苦労して自力で降りてくれ」

　とんでもない高さの屋上から身を投げ出した千鳥は、一瞬の浮遊感のあと、どんっと空気の壁に当たった。そのまま落下していくと、凍こごえるほどの強い風に襲おそわれる。

　眼が乾いて瞬まばたきをしたとき、お待ちかねの衝しよう撃げきがくるとわかり、口を閉じた。でないと舌したを嚙かむ。

「っ、……！」

　身体が大きく揺ゆれた。同時に腹へ強烈な重力がかかり、眼を閉じて耐える。けれど思っていたよりもすぐに身体が軽くなった。ふわふわとした獣けものの毛に包まれているから、企たくらみは成功だ。拾いにきてくれた柏にどうもと礼を言う。

「……っとに、ろくなことをしないですね、ご隠居は」

　心底嫌そうな声を出したのは、関東地方の〈守護代〉の最年長である柏だ。

　幼いころ、天てん狗ぐに育てられた柏はあちらの世界との距離が近くなり、難しいといわれている霊れい獣じゆうの再現を得意分野としている。

　千鳥が手招きしただけでその意図を察し、九きゆう尾びの狐きつねを再現して一気に駆かけつけ、屋上から落ちてきた千鳥をすくい上げるようにして受けとめるという無茶をしてのけるのは、この柏だけだろう。

「おまえさんなら間に合う。できるとわかっていたからしたんだ」

「それでもです。前と違って、今は万が一に対たい処しよできる力を使えないんですよ」

　柏の手が伸びてきて、耳を強く引っぱられる。痛みで泣きが入るまで、解放してもらえなかった。

　守護代から守護になったばかりの千鳥は、膨ぼう大だいな土地の記憶をまだうまく扱あつかえない。実際、少し前に神さまの力を使ったとき、自分の意識をこちらの世界に留めることができなくて、過去の記憶に吞のみこまれてしまった。あのときは無事に帰ってくることができたのだが、次もうまくいくとは限らない。

　落ち着くまで、千鳥は守護らしいことがほとんどできなくなっている。念のために、守護代のときに使っていた簡単な記憶再現さえも控ひかえていた。今はただみんなの報告を聞いて、うんうんと頷くだけのまさに『ご隠居』だ。

「いつ屋や敷しきを抜け出したんですか？　夜に一人でふらふらするのはやめてください」

「心配するな、東雲しののめさんからもらったお守りがあるし、鈴の予備もある」

　千鳥はほらほらと着物の袂たもとからお守りと鈴を出してみせた。

　つい最近、近畿地方の〈守護〉東雲からご利り益やくがありそうなお守りと新しい鈴が送られてきた。それ以来、どちらもありがたく身につけるようにしている。

　なのに柏は納得せず、時代が変わったんですと説教を始めてしまう。

「この間、帯刀くんから、『ご隠居の顔を見慣れすぎ』って呆れた声で言われたんですよ。それに補ほ導どうされたら面倒なので、保ほ護ご者しや同どう伴はんでないと夜間の外出は許可しません」

「保護者ぁ!?　おれが最年長なのに!?」

　ちょっと見た目が子どもだからってと、九尾の狐の上で千鳥が叫んだ。

　柏は前半の意味がわかっていないと呆れつつ、しかしうっかり見慣れてしまっていた自分にも問題があったと反省する。夜中にこの顔でふらつくと危険なのは、未成年だからという以外の理由もある。やはり、若い人が入ってくるといい刺し激げきになるようだ。

「そうだ、さっきの帯刀くんの矢は、ご隠居が手伝ったんですか？　文もん句くなしにいい攻こう撃げきでしたね」

「だろう？　でもおれは放つタイミングを教えただけだ。少しは年長者として役に立っておかないとな。今は守護としては役に立てないし……」

　情けないなぁと千鳥は眼を伏せる。

「神さまとして生きてみんなと向き合っていくと決めた以上、前のようないい加減な気持ちで守護を務つとめるわけにはいかない。早く先代さまのように、立派な守護にならないと」

　それを聞いた柏は、表情をわずかに曇くもらせた。

「……役立たずで構わないんですけどね、僕は」

　柏の小さな呟つぶやきは、九尾の狐を大きく旋せん回かいさせたために風に流され、千鳥まで届かなかった。
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　気がついたら、夕ゆう暮ぐれに染まった裏山の獣けもの道みちを歩いていた。

　夢だとわかりながらも、だれかを迎むかえに行かなくてはと勝手に身体からだが動く。

（だれだっけ……そうだ、柏かしわだ）

　橙だいだい色いろの空になったら帰ってくるようにと散々言い聞かせておいたのだが、それでもまだ足りなかったようだ。

「仕方ない……。野の良ら猫ねこの躾しつけみたいなものだしな」

　ため息をつきながら、空を見上げて高い木を探す。きっとそこにいる。野生の本能なのか、柏は高いところにのぼるのが好きだ。

「柏ー、かしわー！」

　柏の名前を呼んでから、あれ？　と混乱してしまう。けれどすぐにそうだったと、すんなり納得した。これは昔の夢で、自分はまだ神さまではない。名前を呼ぶだけで縛しばるようなことにはならないから、柏を守しゆ護ご代だいの番号である『一いちノの宮みや』と呼ばなくてもいいのだ。

「どこだ、もう帰るぞ」

　ふっと視線を感じて、顔を上げる。すると小さな裸足はだしがぷらぷらと動いていた。

　ほら、と手を伸ばす。

「みーつけた。さ、降りてこい。夜になると真まっ暗くらで危あぶない」

「……くらくても、おにいさん、みえる」

「柏が見えてもおれが見えないんだ。草ぞう履りは？」

「ない」

　ないって……おまえさんなぁ……と呆あきれてしまった。これで何回目だろうか。山を歩くときは草履をはけと教え続けて、ようやく守るようになったのだが、歩いているうちに脱ぬげてそのままになってしまったらしい。明日は草履探しで山やま狩がりだと覚かく悟ごを決めた。

「お腹なかすいただろう？　夕飯、なくなるぞ～？」

　な、と優しく言い聞かせると、木この葉はがすれる音がする。降りる気になってくれたかとほっとしていたら、空から柏が降ってきた。

　そこからは無む我が夢む中ちゆうだ。守護代の力でどうのこうのするよりも、この腕うでで受けとめる方が早い。思いっきり手を伸ばして、落下地点に回りこむ。

　どん、という鈍にぶい音と共に襲おそってきた強きよう烈れつな衝しよう撃げきで、息が詰まった。けほっと咳せきこんでから、思わずつむっていた眼をおそるおそる開ける。

「っ！　……お、おまえさんなぁ……!!」

　十歳に満たない、小さな身体。だが自分も数えで十六歳の少年の身体だ。

　なんとか受けとめることに成功したが、本当にひやひやした。

「受けとめてやれるのは今年いっぱいまでだからな!?　来年は無理だぞ！　柏がこーんなに大きくなっているから、おれが潰つぶれる!!」

　わかっているのかいないのか、柏は身をよじって千鳥の腕から抜け出す。

　裸足をぺたんと地につけてそのまま歩き出したので、慌あわてて止めた。

「山の中で裸足は危ない。おぶってやるから」

　屈かがめば、細い腕が遠えん慮りよがちに肩かたへかかる。なんでこれはためらうのかと不ふ思し議ぎに思いながら、よいしょというかけ声で立ち上がった。

　ゆっくりと足を動かして、山道を慎しん重ちように歩く。柏とくっついている背中があたたかい。気がつけば影がぐっと伸びていて、おもしろい影絵があちこちに見えた。
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　千ち鳥どりの朝は早い。忙いそがしかった守護代のときとは違い、とても規き則そく正しい生活を送っているため、決まった時間にぱっちりと眼が開くようになってしまったからだ。

　身み支じ度たくを整ととのえ終わったころには、ぱん、という気持ちのいい音が耳に届き始める。その音は、若き守護代である帯たて刀わきが弓きゆう道どうの朝練習を開始したことを教えてくれた。

　ひやりとした新しん鮮せんな空気を胸むねいっぱいに吸いこみ、愛すべき『いつも』を味わう。

（うん、今日もいい朝だ）

　爽さわやかな気持ちになりながら廊ろう下かを歩くと、曲まがり角で柏とぶつかりそうになった。慌てて身軽にうしろへ飛び退のき、二人で仲よく転ぶのを回かい避ひする。

「おはよう、お疲れさん。ずいぶんとひどい顔だな」

　眠そうな柏に朝の挨あい拶さつをしたら、柏にとってこれからようやく夜なのだと教えられた。

「おはようございます。さっき帰ってきたんですよ……」

　守護代の仕事は夜が中心になる。人々が寝静まった隙すきを狙ねらい、あちらの世界の『悪いもの』の動きが活発になるからだ。千鳥も守護代のときは、よく朝帰りをしていた。

（若いのとの出会いも、朝帰りの途中だったなぁ……）

　この忙しさを、自分は知っている。労ねぎらってやりたくて優しい声をかけた。

「なにかあたたかいものでも入れてやろうか？　緑茶？　ほうじ茶？　あ～でも今から寝るならカフェインが多いのは駄だ目めか」

「今さらカフェインで眠れないなんてことないですよ。緑茶をお願いします」

　まだお手伝いさんもきていない、そんな早朝だ。居間にあるポットを使い、千鳥は自分で茶を入れる。ついでにコーヒーメーカーにコーヒー粉こと水をセットし、スイッチを入れておいた。そのうち起きてきただれかが飲むだろう。

「匂においだけはいいんですけどねぇ……」

　ぼーっとした顔で椅い子すに座っていた柏は、こぽこぽと音を立てて香ばしいかおりを漂ただよわせているコーヒーメーカーを見つめる。

「子どもだなぁ」

「刺し激げき物ぶつは苦手なんです」

　それがお子さまってことなんだと言いながら、千鳥は急きゆう須すを持ち上げて湯飲みに緑茶を注つぎ、柏の前に置いてやった。

「そういえば、今朝の夢に小さいころのおまえさんが出てきたぞ。昔はあんなにかわいかったのになぁ……おにいさんって呼んでくれたし……」

　今はこんなに大きくなって、とため息をつく。

　緑茶に口をつけていた柏は、不ふ愉ゆ快かいになったことを隠かくすことなく、うわと声を上げた。

「それ、一番嫌きらいな言葉です」

「年下は一生言われるから、諦あきらめろ。……ああ、そうだ、小さいといえば……なんでおまえさんは若いのを『小さい子』扱あつかいするんだ？」

　話の流れで、千鳥はずっと気になっていたことを訊きいてみた。

　すると、柏からおもしろくない答えが返ってくる。

「帯刀くんは十八歳ですよ、当然の扱いでしょう？」

「そうかぁ？　おれは若いのを若者とは思っているが、子ども扱いはしていないぞ。十八歳なら元服をすませた立りつ派ぱな大人だ。でもおまえさんは『若い子を泣かせた』ではなく『小さい子を泣かせた』って言う」

　千鳥は自分用の湯飲みを机に置く。

　ゆっくりと柏に近づき、その肩に手を置いて、顔をよせた。千鳥の色素の薄い髪かみの毛が、柏の頰ほおをくすぐる。

「おまけに、妙みように若いのには優しい気もするし……」

　今までの二人のやりとりを思い出し、ふふっと笑った。

「──なんでだ？」

　千鳥は自分の顔が楽しそうにゆがんでいることを自覚していた。声もかなりいやらしくなっている。煽あおっている、と言ってもいい。

　なぁ、と追いうちをかけるために口をもう一度開けば、柏の眼が細くなり……。




「痛いってぇ!!」




　突然の痛みに悲鳴を上げたとき、帯刀が居間の扉とびらを開けて入ってきた。

　千鳥は帯刀と眼が合うなり、朝の挨拶より先に今の状じよう況きようをわかってくれと訴うつたえる。

「若いの！　一ノ宮がおれを嚙かんだ!!」

「……どうせご隠いん居きよが自分から地じ雷らいを踏ふみに行ったんだろ」

　自じ業ごう自じ得とく、馬ば鹿かじゃないのか、そういう冷たい眼を向けられても、千鳥はだってと涙目で帯刀に訴える。じんじんと頰が痛い。絶対、歯形がついている。

「一ノ宮、おまえさんなぁ……！」

　頰を押さえながら柏をにらみつければ、当の本人はそんなことしましたっけという澄すました顔をしていた。おまけにわざとらしく、音を立てて茶をすする。
















「もういい。大人おとなのおれはコーヒーにしよう。そうしよう」

　精いっぱいの嫌いや味みを放ち、千鳥は机に置いておいた湯飲みを手にとる。

　けれど、コーヒーメーカーのサーバーには、まだ一センチ程度のコーヒーがゆらめいているだけ。仕方なく、あるだけ手元の湯飲みに移して、お湯割りをすることにした。

「お、若いのは牛乳か？　うん、いいぞ、いっぱい飲め飲め」

　冷蔵庫を開けに行った帯刀が、コップに牛乳を注そそいで戻ってきた。千鳥が声をかけると、うっとうしそうな顔をする。

「これは習慣。身長はご隠居と契けい約やくしてから伸びなくなってる」

「いや、身長の話でなくてだなぁ……」

　一ノ宮が、と続けようとしたとき、うしろから柏の手が伸びてきた。その手はまず牛乳が入っている帯刀のコップを奪う。次に、コーヒーが半分程度入っている千鳥の湯飲みの上でコップを傾かたむける。湯飲みの中へ牛乳がなみなみと注そそがれ、ブラックコーヒーはあっという間にカフェオレへ変化してしまった。

「ひっ……ひどい！　おれのコーヒー……！　こらぁ一ノ宮!!」

「僕は二時間だけ寝てきますので、邪じや魔ましないでくださいね。おやすみなさい」

「ちょっと待て！　なんてことをしてくれたんだ！　……って、ああ、もう」

　柏は千鳥の抗こう議ぎを無視し、帯刀にコップを返すと部屋から出て行ってしまう。

　千鳥はぬるくなった湯飲みを握にぎりしめ、くそうとうめく。

　牛乳を三割ほど減らされた帯刀は、兄きよう弟だいゲンカに俺を巻まきこむなとため息をついた。

「コーヒーがカフェオレになってしまった……。仕方ない、これはおまえさんにやる」

「ぬるいのが嫌ならあたため直せばいい」

「それがなぁ、おれは昔人間だから、単純に牛乳が飲めないんだ。飲んだら腹が痛くなる」

「ああ……日本人は元々消化酵こう素そのラクターゼがないとか……」

　受験生の帯刀は、難しいことをよく言う。だが今回は珍めずらしく、生物選せん択たくじゃないからわからないと早々に話を終わらせた。それから千鳥の差し出したカフェオレ入りの湯飲みを空あいている左手で受けとり、口をつける。

「おれは緑茶の二に煎せん目めでも飲もうかな。最初からこちらにしておけばよかった」

　牛乳を入れるという柏の暴ぼう挙きよは、帯刀なら飲めるとわかっているからこそ実行に移したはずだ。一応嫌がらせの範はん囲いに留とどまっているので、まだ柏は冷静である。

「ご隠居、お茶を入れる前に、さっさと柏さんへ謝った方がよくないか？」

「この程度、よくあるただの兄弟のじゃれ合いだ。一ノ宮が本気になったら血が出る」

　天てん狗ぐに育てられて、野山を駆かけ巡めぐって成長した元野や生せい児じである柏の愛情表現の一つに、『嚙む』というものがある。これが実に厄やつ介かいだった。

　先代の千鳥に引きとられた直後の幼おさない柏へ、千鳥はまず血が出ないように加か減げんして嚙むこと──甘あま嚙がみを教えた。けれど小さいときはともかく、大人の甘嚙みはかなり痛い。躾を間違えたと過去の自分を呪のろう。

「さっき、柏さんになにを言って怒らせたんだ？」

　今後の参考にするつもりの帯刀から尋たずねられ、千鳥はう～んと唸うなった。

「守護代は昔人間ばかりだからな。牛乳の味が無理というものから、味はよくても消化できないというものまでいて、この家ではシチューという料理は絶対に出てこない。若いのがきてから、冷蔵庫に牛乳パックが置かれるようになった」

「へぇ」

「つまりそういう話を一ノ宮としていたんだ」

「答えになっていない」

　話が飛んだと帯刀に指し摘てきされる。

　千鳥は喉のどの奥で笑いながら、新しい湯飲みに緑茶を注いだ。一煎目よりもくっきりとした緑色になっている。

「大丈夫だ。一ノ宮は、若いのにとても甘い。なにをしても怒ることはないからな」

　千鳥は椅子に座り、ここにいない柏へ、本能とは難なん儀ぎなことで、と呟つぶやいた。







　毎月一日、〈守しゆ護ご〉千鳥は、治める土地から離れ、京きよう都とで開かれる神さまたちの会議〝朔さく日じつの会〟に出席をしなければならない。

　新しん横よこ浜はま駅から新しん幹かん線せんに乗って京都駅まで行き、そこから二度乗り換かえた先が神さま会議の地──……嵐あらし山やまだ。

　今回は一ノ宮の柏と、三さんノの宮みやの勢せ多たと共に行くことにし、二にノの宮みやの中なか之の条じようが運転する車で新横浜駅まで送ってもらっていたのだが──……。

「あれ？　今、初はつ瀬せさまが新横浜駅にいらっしゃるみたいですよ」

　新横浜駅までもうすぐというときに、助手席の柏がスマホを見て呟く。

　中国地方の〈守護〉初瀬も、嵐山での神さま会議に出席するはずだ。けれどわざわざ京都を通りすぎたのはなぜだろうか。乗りすごしたというには、無理がある。

「理由は書いてあるか？」

　土地神である〈守護〉は、自分が管理する土地から離れることはない。絶対に離れてはいけないというわけではないのだが、人間である〈守護代〉の手に負おえない事態に備そなえ、だれもが自主的に待たい機きしていた。

「えーっと、メールには『説明が面倒なので直接話したい。できれば近場にいる関東の守護代を集めて、新幹線のホームにて』とのことです。乗る予定の新幹線の時間も教えてほしいと書いてあるので、一緒に京都へ向かう気かもしれませんね」

「面倒事を持ちこまれたのかもな。しかし近場の守護代か……だれかいるか？」

　困ったときはお互いさまなので、他の地方から協力を要請されたら積極的に引き受けるつもりだが、初瀬は中国地方の守護だ。力を借りたいのなら、近きん畿き地方の〈守護〉東雲しののめや四国地方の〈守護〉霜そう夜や、九州・沖縄地方の〈守護〉有あり明あけで充じゆう分ぶんだろう。

「たしか帯刀くんが予備校の申しこみで横浜まできているはずです。残りの守護代は茨いばら城きと群ぐん馬まと葉は山やまなので、今から新横浜駅となると厳きびしいですね」

「若いのが横浜に？　なら一緒にきたらよかったのに」

「僕も帯刀くんにそう言ったんですけれどね。予備校の短期講こう座ざの申しこみにどれくらいの時間がかかるのかわからないから一人で行く、と遠慮されてしまったんです。呼び出してみますね」

　柏が帯刀にメールを送れば、すぐに返信が届いた。

　千鳥は最近の若い子のフリック入力の速さに感心してしまう。

「予備校の申しこみが終わって葉山へ帰る電車を待って、ちょうど横浜駅のホームにいたみたいです。すぐに行くと書いてあるので、あと十五分ぐらいで新横浜駅でしょうね。こっちとほぼ同着かな」

「二ノ宮を含めて、守護代四人か……」

　初瀬はどんな無理難題を手て土産みやげにきたのだろうか。千鳥は穏おだやかな笑みを浮かべる中国地方の守護の顔を思い浮かべ、不安になった。




　できるだけ守護代も集めてほしいという初瀬の要望に応え、単なる運転手役だったはずの中之条も新幹線のホームへ向かうことになった。

　駅の有料駐ちゆう車しや場じように車を停とめ、四人で新幹線口に向かい、帯刀と合流してからホームへ上がる。切符を持っていない帯刀と中之条の二人は入場券で入った。

　さて初瀬さんは……と千鳥が見渡すと、すぐに初瀬の守護代である逢おお束つかと眼が合う。

　逢束は軽く手を挙げて、お疲れさんという笑顔を向けてきた。その隣となりには初瀬もいる。

「こんにちは、千鳥くん。久しぶり……でもないか。元気にしてた？」

「……はぁ、まあ、元気です」

　つい十日ほど前、千鳥は説教をされるために京都へ行った。その場には初瀬もいた。

　あのときのことは思い出したくなくて、曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。

「それより、どうしたんですか？　今日は朔日の会で、京都で会えるのに……」

「私も詳くわしい話を知っているわけではないけれど、京都で面倒事があったらしい。東雲さんに手が足りないから手伝えって、お迎え役を命めいじられたんだ」

「はぁ、だれのお迎えですか？」

「千鳥くんのだよ」

　自分だと言われた千鳥は、なんで？　と首を傾かしげる。

　京都は守護代のときから何百回も足を運んでいる。迎えがなくても迷うことはない。

「出発までの時間がないから、簡単に説明するね。最近、京都では謎なぞの〝神かみ隠かくし事件〟が起きているんだって」

「神隠し……？」

　古いにしえの時代から、突然消えてしまった人間の話は絶えない。

　本人の意思によるただの失しつ踪そう、もしくは誘ゆう拐かいということがほとんどだが、人ならざるものによる仕し業わざということもまれにある。

「どうやらただの迷まい子ごや誘拐ではなく、あちらの世界が関わっているみたいで、東雲さんは忙しくしていてね。今日の朔日の会で、私たちに報告する予定だったらしいよ」

「東雲さんが手を焼くなら、たしかに一大事ですね」

　今、京都では大きな事件が起きているのかもしれない。本物の神さまではないかと言われている〈守護〉東雲のお膝ひざ元もとでも、厄介事はいつだってなくならないようだ。

　しかし、それとお迎えがどう繫つながるのかは、まだわからない。

「神隠しをされたのは、年若い子ばかりみたい。東雲さんが千鳥くんを、視みえるし見た目は幼いからと心配しちゃって」

「はぁ……いや、幼いといっても、おれは十六歳ぐらいには見えますけれど……」

　視る力を持っていると、気づかないうちにあちらのものを引き寄せてしまうことがある。なのでこういう事件に巻きこまれるのは、視えてしまう十歳ぐらいまでの子どもが多い。

　けれど千鳥はそこまで幼く見えるわけではなく、あちらのものと関わるようなこともきちんとさけている。お迎えつきというのは、いくらなんでも過か保ほ護ごがすぎる。

「というか、そもそも初瀬さんは中国地方を離れたら守護の力が……」

「……ん？　あ、そうか、千鳥くんは知らないんだ。そっか、そっか」

　初瀬から謎めいた微笑ほほえみを向けられて、千鳥は一歩引いた。この方は、東雲から名指しで自分を迎えに行けと頼まれた人だ。なにかしら奥の手があるのだろう。

「初瀬さまは元々御巫シヤーマンをしていた方だから、守護や守護代の力なしでも普通に強いぞ。要は独どく力りよくで守護代並みの力を使えるってことだし。ならなんで俺がついてきたのかってのは、初瀬さまを一人で新幹線に乗せるのが怖かったからだ」

「あ、言われちゃった。うん、そういうこと。千鳥くん一人ぐらいなら、守り切れるかな」

　ＩＣイＯコＣカＡぐらい使えるようになったよという初瀬の抗議に、逢束は信用できないと首を振っていた。

「事情はわかってくれた？」

　確認の言葉を向けられ、千鳥は頷うなずく。初瀬は完全に面倒を背負わされた側だ。今度、菓か子し折おりでも送ろう。

「わざわざご足労いただいて申し訳ありません」

「気にしないで。私はこういう機会でもないと、横浜なんてこられないしね。駅構内をちょっとふらふらできて満足。やっぱり関東は人が多いねぇ」

　楽しそうな初瀬の顔に、千鳥は少しほっとした。ちょうどそのとき、乗る予定の新幹線がホームにすべりこんでくる。では一緒に嵐山まで、という流れのはずだったのだが、初瀬はなぜか勢多に手を差し出し、切符を見せてと要求した。

「切符、ですか？」

　なんでと思いつつも、勢多は素す直なおに新幹線の切符を取り出して渡す。

　初瀬は当然のように受けとって、勢多のうしろにいた中之条を手て招まねきした。

「君の入場券は？」

「俺のですか？」

　ほらほらと初瀬が圧あつ力りよくをかければ、中之条も首を傾げながら入場券を渡す。

「君はこれ。三ノ宮くんはこっち」

「え？　入場券？　あの～……オレ、今日はご隠居のつきそいで……」

「服を見たらだれがつきそいかくらいは私にもわかるよ。あとはよろしくね」

　勢多と中之条の切符を交こう換かんさせた初瀬は、一体なにがしたいのか。

　千鳥は黙だまって見ていたのだが、突然伸びてきた初瀬の手に、とんと軽く肩を押された。

　その力自体は強くない、本当に『軽く』だ。けれど千鳥はよろけて、うしろへ数歩下がる。背後の帯刀に受けとめられる形で、ようやく勢いがとまった。

「実は新横浜につく直前、東雲さんから追加情報が入ったんだ。今朝、修学旅行で京都にきていた中学生が神隠しにあったかもしれない、だって」

「中学生？　それって……」

「千鳥くんは中学生か高校生か迷う見た目だしね。だから『念のため』の範囲と深さを広げようかって東雲さんと話したんだ。ということで、千鳥くんはしばらく京都に立ち入り禁止。十代に見えるそこの二人も、今回は京都行きを遠慮してもらうよ」

　はい行こうか、と初瀬は中之条を引っぱり、新幹線に乗りこむ。

　千鳥は話がぽんぽん進みすぎて、この状況をまだ理解しきれていない。

　思わず助けを求めるように柏を見れば、その柏は新幹線に乗ろうとしていた。初瀬から事情を聞き、それなら仕方ないと東雲の指示に従うことに決めたらしい。

「お土産買ってきますね。中之条、車のキーを勢多に」

「勢多ぁ、駐車券はミラーのところな」

「うぇ!?　わ、わわっ！」

　中之条が投げた車のキーを、勢多が慌てて手を伸ばして受けとめる。

　それとほぼ同時に、ドアが閉まった。

　新幹線が動き出すと、一呼吸遅れてぶわりと風が吹きつける。千鳥の羽は織おりが広がり、ばたばたとはためいた。

「……うそだろ」

　それ以外、なにを言えと。

　遠ざかっていく新幹線を見ながら、千鳥は座りこみそうになるのを堪こらえた。
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「……こんなことってあるのか？」

　ホームに取り残された千ち鳥どりは、かすれた声で呟つぶやくのが精いっぱいだった。

「もしかして、神さま会議に欠席した守しゆ護ごって、おれが初めてじゃないか……？」

　ただでさえ最年少の守護ということで散々からかわれて遊ばれているのに、これではますます……と肩かたを落とす。『威い厳げん』はどこへ行けば買えるのだろうか、だれか教えてほしい。

「説教で呼び出された守護も、ご隠いん居きよが初めてだったな、そういえば」

　帯たて刀わきの指し摘てきに、千鳥はいやいやと首を振る。

「そっちはわからんぞ。おれが生まれる前に、だれかいたかもしれない」

「東雲しののめサマが言っていた『前ぜん代だい未み聞もん』の意味、調べてやろうか？」

　そうだったと千鳥は言葉に詰まる。最近の若い子は口が達たつ者しやだ。このまま口こう論ろんを続けても負けが見えているので、勇ゆう敢かんなる撤てつ退たいをすることにした。

（しかし、情けないなぁ……）

　京きよう都とで神かみ隠かくしが本当に起きていて、原げん因いんがあちらの世界の大物なら、自分たち〈守護〉が関わらなければならない。

　東雲から話をしっかり聞いておきたいし、手伝えることがあるのなら申し出たい。

　でも、危あぶないからと関東に留め置かれてしまった。

（守護は自分の土地を離れると、神さまの力が使えなくなる。そうなれば普ふ通つうの人間と変わりない。自分の身を守れないのなら、心配されて当然だけれど……）

　わかっていても、情けなくて千鳥はうなだれる。

　関東地方の最年長は守護である自分なのに、一番過か保ほ護ごにされてしまった。

「ね～ご隠居、ごはんを食べて帰りましょうよ。横よこ浜はま駅からすぐのところにおいしいサンドウィッチ屋ができたんです。ご隠居と行きたいなって前から思ってて」

　勢せ多たが車のキーを指でくるくる回しながら、明るい笑顔を向けてくる。

「末すえっ子こも行くだろ。一緒にご隠居にたかろうぜ～」

　奢おごってもらえるならと頷うなずいた帯刀に、千鳥は降こう参さんとばかりに手を挙あげた。

「はいはい、わかった。財さい布ふ係がかりが好きなところに連れて行ってやる。……しかし、サンドウィッチでいいとは、おまえさんたちは安上がりだなぁ……」

　ここで落ちこんでいても仕方ない。若い子たちを連れて日ごろの忙いそがしさを労ねぎらってやることぐらいはできる。紙切れとなってしまった新しん幹かん線せんのチケットを手に改札口へ向かった。







　ダークスーツを着た大学生と、私服の大学生と、着物姿の外国人の少年。

　千鳥と帯刀と勢多の三人が並ぶと、奇き妙みような組み合わせという表現しかできない。

　周囲もそう思うのか、千鳥たちはやたらと視線を感じた。

「さっきから、ちらちら見られてますね～。オレたちってどういう関係に思えるかな？」

「親しん戚せきには見えないだろうなぁ」

　この三人は顔つきや年ねん齢れいがばらばらだ。かろうじて帯刀と勢多は外見年齢が近いが、大学の部活やサークルというくくりにすると、千鳥がまったく馴な染じまなくなる。

「えーっと、四階の……こっちこっち！」

　駅直結の若者向けのビルに入り、フロアガイドを確認したあと、エスカレーターに向かう。そのまま四階まで上がっていくと、テラスから海がのぞいていた。

　見ればどの店も海側にテラス席が用意されている。けれど秋が深まってきたこの時期に、テラス席を選ぼうという人は少ないようだ。

　昼時ではあったけれど、勢多に連れて行かれたサンドウィッチ店はちょうど四人がけのテーブルが一つ空あいた直後で、運よくすぐ座れた。

「季節限定はあるのか？」

「ここは人気次し第だいで入れ替えるみたいですよ。オレはトリプルフライサンドで」

「う～ん……悩む。なら黒くろ毛げ和わ牛ぎゆうハンバーグサンドのデミグラスソース。はい財布」

　千鳥と勢多は注文を一番年下の帯刀に任せ、いってらっしゃいと手を振る。

　帯刀は『なんで俺が』を言わないからこそ、なんのかんの言いつつみんなとうまくやっていけているのだろう。老人ばかりの中で現代っ子が馴染めるのか不安だったが、いらぬ心配だったようだ。

　混んでいる時間ではあるが、思ったよりも早く注文した品が運ばれてきた。

　腹はらがすく焼けた肉の匂においに、パンの香こうばしさと、かりっと揚あげられたポテトの匂い。この攻こう撃げきに勝てるものはいないなと、千鳥は意い気き揚よう々ようと手を合わせる。

「三さんノの宮みや、お供そなえしてくれ」

「は～い。どうぞお召めし上がりください。オレもいただきます」

　大きな黒毛和牛ハンバーグサンドを手で摑つかめば、どっしりと重く、分厚い。包みを開き、ではとひとくちかじれば、和牛の旨うま味みを濃のう縮しゆくした肉汁がぶわっと口の中に広がる。

（ん、ん、これはおいしい……!!）

　最初にパンの味ではなく『肉！』と主張してくるところが、直球勝負でとてもいい。それからすぐにおっと思わせてくれたのは、肉に絡んだデミグラスソースだ。しっかり炒いためたみじん切りのたまねぎの甘さが染しみこみ、優しい味になったデミグラスソースは、自じ己こ主しゆ張ちようしすぎずに肉の旨味を引き立ててくれている。

　二口目には、分厚く切られた瑞みず々みずしいトマトと、しゃきしゃきという音が鳴るたっぷりのフリルレタスも加わる。チーズが肉と野菜をまろやかに包みこみ、ピクルスがアクセントとして全体の味をしっかりしめていた。

　ぺらぺらのサンドウィッチだとパンのみを食べているような気持ちになるときもあるが、このハンバーグサンドは中身がすごくしっかりしている。でもだからといって、パンが添えもので終わっているわけでもない。

（このパンもいいなぁ……。単独でもおいしいだろうけれど、このハンバーグにしっかり合わせてつくってあるのがまた）

　もっちり、しっかりとした歯ごたえのロゼッタパンの素そ朴ぼくな味は、嚙かめば嚙むほどおいしくなる。このサンドウィッチは分類上ファーストフードになるのかもしれないが、急いで食べてしまうのはもったいない。

　幸せな味を嚙みしめて頰ほおをゆるめきっていると、向かいの席に座っている勢多がこちらを見てにこにこしていた。

「ご隠居を見てると、食事に誘いたがる人の気持ちがわかるなぁ。はい、ひとくちどうぞ」

「そうかぁ？　もらうもらう」

　差し出されたトリプルフライサンドは、ホタテや濃のう厚こうなタルタルソース、せんぎりキャベツが合わさって絶ぜつ妙みようなバランスの味だ。おいしいと自然に顔がほころぶ。

　千鳥とは対照的にもくもくと食べ続けているのは帯刀だ。帯刀にとって食事は楽しむものというよりも、燃料補ほ給きゆうという表現の方が近いのだろう。

「ポテト、一本くれ」

　千鳥は帯刀の前にあったフライドポテトを遠慮なく一本もらう。財布係の特とつ権けんだ。

　この店のフライドポテトは太めで、外はかりっと揚げられていて、内はほっくり仕上がっている。けれどぱさつき感はなくしっとりしていて、ジャガイモの味が残り、塩味もよく絡んでいた。

「おお、おれ好みのポテト」

「追加するか？」

　つまむならもう一つ買ってくれと帯刀はポテトを丸ごと渡そうとしてきたのだが、千鳥はもう充分と断った。食べたいが、胃いの限界を知っている。

「これ以上食べると、胃もたれする」

「小食？」

　量があるとはいえ、十六歳という育ち盛ざかりの身体からだなら、サンドウィッチ一つでは絶対に足りない。帯刀はポテトをつけても満腹にはほど遠かった。

「単に西洋風の食事に適した胃ではないってことだ。今では西洋の味にすっかり慣れ親しみ、おいしいと喜んで食べるんだが、うまく消化できずにすぐ腹いっぱいになる」

　千鳥の言葉に、そうそうと勢多も頷いた。

　昔生まれの守護代たちも、時代に合わせてそれなりに現代へ馴染んではいるが、身体というものは変わらない。今時に合わせて手足が長くなりたくてもなってくれないのが、みんなの共通の悩みだ。

「和食ならオレも末っ子並みに食べるんだけどね。祝いわい事があったときに寿す司しをとると、すごいことになるぞ～？」

「とりあえず、若いのが大学に合格したらお祝いだな。その次は成人式か」

「しなくていい」

　素そっ気けなく断られたが、千鳥は気にせず勝手にやるつもりだ。祝いの場をつくれば、その気がなくても参加ぐらいはしてくれると知っている。

　楽しみだなぁと話していても、本人は会話に入ってこない。いつものことなので気にしなかったのだが、突然帯刀の視線が不自然なところで止まった。

「カラス？」

　どこから入りこんだのかと通路を見ていた帯刀につられ、千鳥も同じように右を向く。

（おや、これは……）

　いかんな、と帯刀に手を伸ばす。あごを摑んで無理やりこちらを向かせて、その口に和牛サンドを押しこんだ。いきなりなにするんだと、帯刀は眼で抗こう議ぎしてくる。

　それに笑って、ひとくちどうぞと促うながした。

「気づいていないようだが、『視みてる』ぞ。あれは悪いものではなさそうだが、不用意に眼を合わせるのはやめた方がいい。懐なつかれたらどこまでもついてくる」

　帯刀は口の中のものをかじって飲みこむことで自由を得てから、理解できなかった単語を千鳥へ聞き返す。

「……視てる？」

「お、本当だ。カラスに影がない」

　勢多はカラスと眼を合わせないようにしながら、その影を確認する。
















　帯刀も今度は視線だけを横に向け、カラスをよく見てみる。通路を通る人の影は室内でもうっすらと見えているのに、カラスの影はない。ならば、あれは普通の人間には見ることができない、ときには『化ばけ物もの』と呼ばれるものだ。

「幽ゆう霊れい？　それとも妖よう怪かいか？」

「実は幽霊や妖怪やあやかしというものに、厳げん密みつな定義はない。その時々に応じて、呼び名が変わっているだけだ。おれたちの認識ではどれも『あちらの世界』のものだな」

　一応大おお雑ざつ把ぱなくくりはあるが、あやかしと人間のハーフも普通に存在しているので、『あちらの世界』と『こちらの世界』の境きよう界かい線せんも実はかなり曖あい昧まいである。

「人間の幽霊がいるなら、カラスの幽霊がいてもおかしくはない。あれだけはっきり姿を保たもてているのは、自分が死んだことを理解していないか、大物かのどちらかだ」

　千鳥は指についたソースをぺろりと舐なめとり、おてふきでぬぐう。そういうものだと帯刀も納得してくれたようだった。

「でもまたカラスか～。なんか最近、多いっすね」

　あちらの世界のカラスの群むれが飛び回っているという目もく撃げき証しよう言げんが多く集まり、原因を探さぐるために調査をしたのはつい最近の話だ。帯刀が活かつ躍やくして捕つかまえたカラスは、詳くわしく調べる前に消えてしまい、結局『よくわからない』で終わってしまった。

「あちらの世界に生ゴミが増えてカラスも増えた、という話なら平和だな。さぁ、そろそろ出るか」

　勢多も帯刀も忙しいので、食べ終わった千鳥はすぐに席を立つ。

　下りのエスカレーターへ乗るために、つい先ほどカラスがうろついていた通路を通ったのだが、妙な気配を感じて足を止めた。すっと風が通り抜けていき、首の鈴すずを鳴らす。

「これは……」

　風が吹いてきた方向を確認してみても、特におかしいところはない。おそらく、今の違い和わ感かんは運ばれてきたものではなく、この場に残っていたものだ。

「『なにか』いましたね。……悪い気配はしないんですけど」

　勢多も同じようにおかしいと気づいたらしい。どうするのかと千鳥に判断を任せる。

「……若いの。ここはなにがおかしいと思う？」

　守護代として優秀すぎると言われていた千鳥と、守護代としてなら有能な陰おん陽みよう師じだと言われている勢多。

　千鳥は自分たちのようにこの場の異変を感じとることを、守護代になりたての帯刀へ要求した。難しいことではあるが、甘やかしてばかりでは成長しない。

　帯刀は千鳥からの質問に答えるため、神経を研とぎ澄すませる。

「……『きれい』？」

　思わずというように呟いた帯刀に、千鳥は正解だと頷く。

　ここは都会の真ん中に建つビルだ。行き交かう人が多くなれば、どうがんばってもきれいな空気は維い持じできない。それなのにやたらと澄んでいる。

「力のある神かん主ぬしさんが御お神み酒きでもばらまいていったんですかね。きれいなのは悪いことじゃないから、別にいいっすけど」

「今は様子見だな。三ノ宮、一いちノの宮みやへカラスの件と共に報告しておいてくれ」

　エスカレーターで降りている間に、勢多は指を動かし、メールで柏かしわに今の一件の報告をしてくれた。帯刀といい、勢多といい、なぜああもフリック入力が速いのかと千鳥は不思議に思う。見ているだけで目が回りそうだ。

「……あ、返信がもうきた。えーっと、柏さんへ当とう麻まからもカラスの群れを見たって報告が入っていたそうです。山手線やまのてせんに乗っていたら、浅あさ草くさの辺りで群れを確認したらしく、当麻は仕事が終わってないので手が空いてるなら行ってきてほしい、だそうです。とりあえずご隠居たちを葉は山やまの屋や敷しきまで送ったら、オレが行ってきます」

　新幹線の中でも報告を受けて仕事を割り振る柏に、千鳥はご苦労さんと言うしかない。

　手伝ってやりたいが、手を出せば怒られてしまうので、いつももどかしい。

「ならおれも一緒に行こう。わざわざ葉山に戻ってから行くのも時間がかかるしな。若いの、もう少しだけつきあってくれるか？」

　尋たずねた千鳥に、帯刀は金がもらえるなら行くと答えてくれた。

　すぐに車で移動し、浅せん草そう寺じ近くの駐ちゆう車しや場じように停とめてから賑にぎやかな通りを三人で歩く。

　最近は外国人観光客が増加しているため、千鳥の髪かみの色や眼の色を気にするものはだれもいない。時代が変わったなぁと思いながら、空を見てカラスの群れを探した。

「空にはいないですね。移動したかな……？」

「なら浅草寺に入ってお参まいりだけしていくか。そのあと、この辺りを一周してみよう」

　それでも見つからなかったら、一いつ旦たん引き上げだ。守護代の仕事は空から振ぶりする方が多い。

　雷かみなり門もんをくぐり、平日なのにまっすぐ歩けないほど混んでいる境けい内だいをよろよろしながら進み、お参りをすませる。途中でカラスやハトを見かけたが、きちんと影のあるこちらの世界の生きものだった。

（異常なしか。それならそれでいいことだ）

　千鳥は京都の土産みやげはなにかなぁと考えながら、活気のある仲なか見み世せを眺ながめる。すると、視線を忙しく動かしている女性が視界に入ってきた。

「ゆうたくん、ゆうたくん……！　どこにいるの……!?」

　女性の年齢は二十代半ばぐらいだろうか。『ゆうたくん』では相手が特定しにくい。

（う～ん、絶対に違うだろうが……神隠しの話を聞いたあとだしな。確認だけしておくか）

　守護代の仕事にあれこれ手を出すと、柏に嫌いやな顔をされるのだが、たしかめるだけだと自分に言い訳をする。

「三ノ宮、あの女性の捜さがし人びとが子どもなのか彼氏なのか、たしかめてきてくれ」

「了解です！」

　自分で女性に尋ねに行ってもいいのだが、うかつに声をかけるとこの外見のせいで『英語はわかりません！』と謝られて逃げられることが多い。

　勢多が行くとナンパに間違われることもあるのだが、経験が豊富な分、帯刀に行かせるよりは話が早く進むはずだ。

　幸さいわいにも、今日の勢多は親切な青年と受けとってもらえたらしく、すぐに事情を聞き出して戻ってきた。

「捜しているのは長なが野の裕ゆう太たくん、六歳、息子むすこさんだそうです。浅草寺にお参りしたあと、眼を離した隙すきにいなくなって、旦だん那なさんと手分けしてあちこちを見ている最中です。長野さんにはそれらしい子を見かけたら、雷門交番に連れて行きますと言っておきました。……どうします？」

「……ただの迷まい子ごで終わると思うが、一応調べておこう。若いの、仕事だ。手伝ってくれ」

　あちらの世界が関わっているかもしれない事件があるときは、まず『こちら』と『あちら』を繫つなぐ仕事をしている政府関係者に連絡をする。

　勢多はスマホを取り出し、アドレス帳の『仕事連絡先』をタップして電話をかけた。

「コード一〇六八七四です。担たん当とう者しやに変わってください」

　この番号は守護と守護代しか使わない専用回線だ。二十四時間、常に繫がるようになっている。

　電話を受けた担当部ぶ署しよは、必要な情報を政府や警けい察さつ、自じ衛えい隊たいから持ち出し、守護代に回してくれる。少し時間はかかるが、いつも丁てい寧ねいな仕事をしてくれた。

「浅草寺付近で少年が迷子になっています。こちらの管かん轄かつかもしれないので、個人情報を回してください。子どもの名前は長野裕太、六歳です。雷門交番に連絡が行っていると思うので……はい、はい、そうです」

　勢多が手を動かし、メモ帳に文字を書いていく。

　最後にまた追加情報があったら連絡くださいと言い、一旦電話を切った。

「とりあえず、裕太くんの状態からっすね」

　準備します、と勢多はスーツの内ポケットから霊れい符ふを取り出す。

　ペンを走らせ、長野裕太という名前と教えてもらった生年月日、それから出生地といった個人情報を書く。終われば折って人ひと形がたにし、術をかけた。

　千鳥は理解が追いついていない帯刀のために、簡単な説明をする。

「三ノ宮は、あの紙を裕太くんの形かた代しろにするという転てん嫁かの術をかけた。この先、裕太くんに危き害がいが加えられたら、あの紙が引き受けてくれる。──というと実にすばらしい術に聞こえるが、どの程度引き受けられるのかは術者の実力次第だ。三ノ宮の力だと……紙で切った傷ぐらいなら……まあ、転嫁できるかもしれん」

「意味、あるのか？」

「裕太くんが濡ぬれたら紙も濡れる。転ころんだら紙も汚よごれる。手足が縛しばられたら紙に痕あとがつく。誘ゆう拐かいという可能性を排はい除じよするためにも、今どんな状態なのかの確認はすべきだ」

　本来は身を守るための術だが、勢多は状態の確認として使うのが精いっぱいだ。それでもこれは高度な陰おん陽みよう術じゆつの一つで、少々基き本ほんをかじったぐらいの千鳥や柏にはできない。

　手の中の霊符をじっと見ていた勢多は、うーんと唸うなった。

「今のところ、大きな怪け我がはないみたいです」

「ならここからはおれの仕事だ。雷門からの記き憶おくを視てくる。長野夫ふ妻さいが雷門を通ったときのおおよその時間を訊きいてくれ」

　千鳥は関東の土地に刻きざまれた記憶を管理する土地神だ。必要とあれば、その記憶を引き出して『視る』こともできる。

「無理はしないでくださいね」

「今日は調子がいいし、視るだけだからな。心配しなくていい」

　守護の記憶を視る力には、早送りと巻き戻し程度の機能しかついていない。けれど新米の神さまである千鳥は、それすらもまだ難しい。ある地点で『裕太』が通るのを待ち続け、捕まえたあとは記憶を等速で追いかけ続けるという効こう率りつの悪い方法をとるしかなかった。

「ご隠居、十三時ごろに雷門を通ったそうです」

　千鳥は時間がかかると断ってから眼をつむった。外界の情報を遮しや断だんした方が、記憶を視ることに集中できる。

（……時じ刻こく、場所……──よし、視えた）

　過去の記憶の中に、千鳥の意識だけがふわりと降り立った。

　雷門の柱にもたれて、通る人を見つめ続ける。裕太の母親を見み逃のがさないよう眼をこらし続けていると、数分後にようやく現れた。

　その足元には、息子の裕太と思われる幼おさない男の子がいる。千鳥は裕太を上から下までじっくりと見て、顔や服も含めて細かい特とく徴ちようをしっかりと覚えた。

　見失わないよう注意しながら、少し離れたままついていく。記憶の中なので、千鳥の身体をいろいろな人が通り抜けていった。

　しばらくすると、お参りをすませた長野一家が階段を降りた。夫婦はこの次はどこへ……と話し始め、裕太から眼を離す。

（ここではぐれたか？）

　裕太は左を向いて眼を見開き、『あ』という形に口を開く。そしてふらりと左へ向かってしまった。

（まずいな、浅あさ草くさ神じん社じやに向かっている。土地の記憶が途と切ぎれるかもしれない）

　千鳥は先代から『土地神の管かん轄かつ外がいである神社内の記憶は視ることができない』という注意をされている。とはいっても『神社』の境界線は曖昧らしく、鳥とり居いから神社扱あつかいだったり、本ほん殿でんのみだったりと、そのときそのときで違うらしい。記憶も突然途切れるのではなく、だんだんとぼやけて視えなくなる──……とか。

　見失わないよう急いで自分も左に曲がり、鳥居に向かう小さな背中を追いかけて……。

「っ!?」

　──突然、裕太が消えた。瞬まばたきもしていないのに、目の前で。

　今なにが起きたのか、すぐには理解しきれない。自分がうっかり見失った可能性も考えてみたが、周りを見て、それはないと確信する。

（おれは一度も眼を離していない……！　それに今『視た』のは土地の記憶だ。おれの見間違いや勘かん違ちがいではなく、本当にあったことで……！）

　長野裕太は、この時間にこの場所で『消えた』。

　そんな馬ば鹿かなと思いながら、もう一度周囲を見てみる。けれどやはりどこにもあの子どもの姿はない。

（裕太くんは鳥居をくぐる直前だった。神社と土地神の管轄地の境界付近であることはたしかだが……ぼやけていくのではなく、突然消えた。……なら、まさか本当に『神隠し』……!?　京都だけでなく、全国各地で発生している!?）

　とにかく、もう一度この場面を再生してみよう。角度を変えて視れば、なにか手がかりが得られるかもしれない。

　十秒前から、今度は裕太と向き合って……と、自分の位置と時間を変えようとしたとき、ぐにゃりと世界がねじ曲がった。なぜか物と物との境さかい目めがにじみ、景色がゆがみ、頭の中がゆれて気持ちが悪い。深呼吸で落ち着かせようとするが、世界の崩ほう壊かいは止まらない。

（最近は調子がよかったのに……！）

　これはまずいと冷や汗をかく。

　足元がなくなるような浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれ、あのときと同じだと血の気が引き──……。




「ご隠居!?」




　帯刀の呼びかけと共に、かけていた鈴がちりんと鳴った。

　一気に現実へ意識が引き戻され、眼を開ける。すると目の前に人が行き交う光景がぼんやりと見えた。

　足の裏の感覚が戻ってきて、きちんと立っていることにほっとして力を抜く。それでもまだ酔よったような吐き気は残っていた。

「大丈夫か!?」

「──……いや、ちょっと……」

　待ってくれ、という意思をこめて帯刀を手で軽く押す。

　もう少し収まってからでないと、危ない。

　深呼吸をゆっくり繰くり返し、手のひらを握にぎったり開いたりして今ここに自分がいることを五感を使って実感させ、記憶の波に吞のまれないように意識を保つ。

　しばらくすると、音や空気の流れ、匂いも戻ってきて、ようやく伏せていた顔を上げることができた。にじんでいた世界もいつも通りに戻り、はっきりとしている。

「……悪い。もう大丈夫だ」

　千鳥は静かに息を吐き、にじんだ冷ひや汗をぬぐった。

　のろのろと袖そでの中から懐かい中ちゆう時計を取り出し、十三時十二分、と呟く。

「境内の階段を降りた左側、浅草神社の鳥居の手前で裕太くんがいなくなった。おれの目の前で、本当に突然『消えた』」

　迷子と断定せず、念のためにと調べたおかげで、とんでもない事件だと判明した。

「元々、神社内に入られると記憶が追えなくなるものだが……でも記憶が途切れたせいで消えたという風には見えなかった。あれは〝神隠し〟と呼んでもいいのかもしれない」

　日本という国は、ものの境界が曖昧だ。千鳥たちは『あちらの世界』と『こちらの世界』を区別しているが、この二つの世界は重なっている部分も多い。

　裕太が鳥居に入っていったとしても、重なり合っている境界を通るため、もっとゆるやかに土地の記憶から消えていくはずだ。

「だれがやったのか、それとも自然現象か……とにかく、神隠しならおれたちの管轄で間違いない。急ぎ政府に連絡を。手の空いている守護代を呼んで、調査を始めてくれ」

「……柏さんと中なか之の条じようさんが京都にいるのは痛いですね。召しよう集しゆうはかけてみます」

「だよなぁ、よりにもよって今日だとは」

　でもこういうときに小技が使える勢多が残ってくれて助かった。帯刀と二人だったら、足を使ってうろうろすることしかできなかっただろう。

「裕太くんは、消える直前になにかを見ていた。もう少し落ち着いたら、また視てくる。それまではいつも通りの手順で……」

「駄だ目めです！　調子悪いんでしょう!?　頼みますから大人しくしててください！」

　勢多からのわかりましたという返事を待っていたのに、なぜか逆に止められてしまう。さらには肩を摑まれ、もう一度駄目ですという念押しもされた。

　仕方ないだろうと言えば、勢多は助けを求めるように帯刀を見る。

「末っ子、ご隠居を連れて先に屋敷に戻って！　ここはオレ一人でなんとかする！」

　そうきたかと千鳥は苦笑した。帯刀がわかったと言う前に、口を挟む。

「若いのは貴き重ちような戦力だ。今は一人でも多くの守護代を動員した方がいい。本当にここ最近、調子がよかったんだ。それに視るだけなら、前も普通にできていたし……」

『記憶を視る』ことは、守護の仕事の基本中の基本だ。少し前に草くさ薙なぎの剣つるぎからみんなを守ったときのような、高度な技というわけではない。落ち着いたらできるはずだと千鳥は焦あせる勢多に告つげる。

「なぁ、もう一度視る必要はあるのか？　実際にあったことを視たんだろう？」

　帯刀の言う通り、千鳥の視てきたものは土地の記憶で、だれかの主しゆ観かんが入った証しよう言げんやイラストではなく、本当にあったことだ。二度目は必要ないという帯刀の正しい主張に、でも、と首を振る。

「角度を変えれば違うものが見えるかもしれない。気になる仕草もしていたし……」

　長野夫妻は息子を心配している。早く、見つけ出してやりたい。

　今、その手がかりを摑めるのは自分だけだ。自然と気持ちが焦る。

（おれは守護として生きていくことを決めた。ならできないことばかりのうちは、できることがあるなら無理をしてでもしておきたい。存在意い義ぎを問われるような神さまは、必要ないだろう……？）

　自分で自分に言っておきながら、途と端たんに腹の底が冷えた気がした。どろりとした暗いものが、足裏から広がっていくような感覚に襲われる。このまま暗い沼ぬまに身体が沈んでしまいそうなおそろしさを振り払うため、わざと明るい声を出した。

「おれの仕事は、力なきものを救うことだ。それは守護代も同じ。おまえさんたちが守るのは、おれではなく、神隠しにあったかもしれない子どもだからな」

　優先順位を間違えるなよと千鳥は笑いかける。

　勢多が、でも……と小さな声で言いかけてやめた。わかってくれたようだとほっとしたとき、帯刀が口を開く。




「──あんたにとって、俺たちの心配は、とても軽いんだろうな」




　なぜか、ずしんと心に響ひびいた。帯刀の声に感情というものは見えず、怒りも悲しみも感じないのに、この淡たん々たんとした声に、心が強くゆさぶられてしまう。

「俺たちが心配したところで、嬉うれしいとも面倒とも思わない。ご隠居にとって、俺たちの心配はその程度の扱いだって知っていたつもりだったけど……本当にそうなんだな」

　心配してもらえたら嬉しい。当たり前のことだ。

　でも、今はただ、しなければならないことを優先しただけで……。

「……違う、おれは、……」

　声がかすれる。帯刀の眼を見た瞬しゆん間かん、言おうとしていた言葉が上うわ辺べだけのもののように思えて、声が出なくなった。なにか言わなければと焦るが、気持ちばかりが空回りする。

（二人の心配を軽く扱うつもりはなかった。……でも）

　彼らの気持ちを、きちんと受けとめなかったのはたしかだろう。

　おそらく、二人の気持ちを無む造ぞう作さに払った──……のだ。それでは駄目だと、みんなと向き合うと決めたばかりだったのに。

「違うと言うなら、ご隠居はここで大人しくしていろ。子どもに危害が加えられたら、勢多さんが気づくんだろう？　そのときにまた調子を見て、どうするかを考えたらいい」

　今は無理をするところではないと断言する帯刀に、千鳥は負けを認めることにした。感情的な言い合いならともかく、正論で帯刀に勝てる気はしない。

「そうだな……大人しくしている」

　状況が変わるまでは、動かない。

　考えを改めた千鳥に、勢多はぱっと顔を明るくした。

「じゃあ、ここで、動かないで待っててくださいね！　動くときは連絡してください！　あと気分悪くなったときも……！」

　ほっとした様子の勢多を見て、千鳥はしまったと後こう悔かいする。

　勢多には言いたいことがあったのに、年長者の自分が無理やり吞みこませてしまっていた。まさに駄目な上司の見本だ。

「わかったわかった。なにかあればすぐ電話する。大丈夫だから行ってこい」

「絶対ですよ！　末っ子、雷門のところから追うぞ」

「わかった」

　ちらりと視線を送ってきた帯刀にへらりと笑っておいたが、冷めた表情のままだ。あとで落ち着いたら、きちんと話をしなければならない。このままにしておくのはよくない。

「いかんなぁ……おれの悪いくせだ。人の好意を、見て見ぬふりをするとはな」

　こういうことを今まで何度もしてきてしまった。四百歳も年下の若者に指摘されないと気づかないとは、なんて情けないのだろう。

「なにかおれにもできることは……」

　まずは京都にいる中之条に現在の状況を報告する。詳しいことがわかれば、朔さく日じつの会の進行も踏ふまえて、直接東雲に連絡をとる。

（できるのはこのぐらいか。……本当に、今のおれは『いる』だけだ）

　手のひらに嫌な汗がにじんでくる。『役立たず』という見えない敵に怯おびえていることを、すぐには気づけなかった。

　必要最低限の仕事すらもできないなんて、守護代の時代にはなかった。──あってはならなかったのだ。

（優秀な守護代、いてくれて助かる、なくてはならない……か。この言葉がほしかった理由が、いっそ自じ尊そん心しんだったらよかったのに）

　その方が男らしい。仕事に生きる人間として、一種の誇ほこりのようなものを持っているということだから。でも自分は違うことを知っている。




　──もし、役に立たない守護はいらないって、言われたら……？




　ぶわりと鳥とり肌はだが立った。身体が震ふるえた千鳥は、首を振って恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かす。調子が悪くて弱気になっているだけだと自分に言い聞かせる。

「……さっさと三ノ宮に連絡して、おれも足を使って捜そう」

　じっとしているとろくなことを考えない。一気に調子がよくなるというわけでもない。

　スマホを取り出すために袂たもとを探ると、鳥の羽はばたきが聞こえた。思わず顔を上げると、影のないカラスがじっとこちらを見ている。

（……これは、あちらの世界のカラスだな）

　見て見ぬふりをするために視線を落としながらも、ちらりと様子をうかがう。

　カラスは向きを変え、ちょんちょんと歩いていく。気づかれないよう視線で追うと、ばっと飛んでいった。そして、千鳥は眼を見開く。

「裕太くん!?」

　幼い子どもが、きょろきょろしている。慌てて駆かけより、声をかけた。







　京都の嵐あらし山やまに、守しゆ護ご七なな神しんのうちの六ろく神しんが揃そろった。

　北海道・東北地方の〈守護〉白しら梅うめ、中部地方の〈守護〉菖しよう蒲ぶ、近きん畿き地方の〈守護〉東雲、中国地方の〈守護〉初はつ瀬せ、四国地方の〈守護〉霜そう夜や、九州・沖縄地方の〈守護〉有あり明あけは出席だ。関東地方の〈守護〉千鳥だけは諸しよ事じ情じようにより、一ノ宮が代理で出席していた。

　朔日の会が開かれているこの部屋は、東雲の所有する屋敷の一室である。いつもは黙だまって見ているだけが仕事の守護たちは、この神さま会議にのんびり挑いどむのだが、今日は東雲のぴりぴりした雰ふん囲い気きにつられ、空気がはりつめていた。

「今日はさっさと本題に入る。この京都で起きとる〝神隠し〟について。近況報告はあとでええ」

　時計の長ちよう針しんが頂点を示したとき、東雲は挨あい拶さつなしに話を始めた。

「初手は先月二十五日、神隠しにおうた子どもがおるかもしれんと、政府から報告があった。子供は七歳。結局、姿が消えてから一時間半後に見つかったが、本人はおらんようになった間の記憶がのうなっとった」

〈守護〉千鳥の代理でこの神さま会議に出席することになった柏は、たしかに典型的な神隠し事件だという感想を抱いだく。今まで、こういう事件がなかったわけではないのだが、ほとんどは本人や周囲の勘違いや誤ご解かいから空白の時間ができてしまったという結論を出すことが多かった。つまりは、うそやただの迷子だ。

「それ、誘拐って可能性はありませんか？　怖くて記憶が飛んだとか」

　柏と同じようなことを、四国地方の〈守護〉霜夜も思ったのだろう。神隠しと断定してしまうのは早すぎるのではないかと指摘する。

「神隠しされた場所は神社や。土地に記憶は残らん。その代わりに監かん視しカメラが『神隠し』を教えてくれた。子どもが神社の境内に向かう姿は映っとったのに、出て行くところは映らんかった。そやのに鳥居近くで見つかった。どうにもおかしい言ゆうて、ここまで報告がきた」

　神社という単語に、守護たちが反応する。

　けれど守護代である柏は、特別な意味が含まれていることを理解できていなかった。

「千鳥のとこの一ノ宮……てゆうか、千鳥のも知らんかもしれんな。あとで教えといたり。神社はほんまもんの神の領りよう域いきや。そやから土地神は干かん渉しようでけん例外の場所で、記憶が残らん。古き時代に、神々とそういう約束を交わしたんや」

　神社が例外になっている話は初めて聞いた。当代の千鳥は知っているのだろうか。あとで確認しておかなければならない。

「神社は神しん域いきとなっとるけども、どの神社にもほんまもんの神がおるというわけやない。そやけどまあ、そこで神隠しされたらかなんな。頼れんのは監視カメラだけやからな」

　たしかに大問題だと柏も頷く。

　土地に記憶を残さない、土地神の管理外の神社。本物の神さまの領域で、子どもが消えてしまったら、東雲すらも確認できない。

「東雲さんのお膝ひざ元もとで神隠しとはなかなか。相手は人ではないでしょうが、まあ『犯人』として、推すい測そくぐらいはできていますか？」

　どこまで話が進んでいるのかを、初瀬が問う。土地の記憶を確認ずみなのだから、手がかりぐらいはあるのだろうとみんなも思っていたのだが、東雲は否ひ定ていした。

「推測できたら解決しとる。こんなたいそうに空間をねじ曲げるなり、切りとるなりするんやったら痕こん跡せきくらいあるもんやけど……それが、まるであらへん」

　東雲が手がかりを摑めない。ここにきてようやく重大な事件ではないかと、みんなの意識が切り替わる。見ているだけの守護が、見ている場合ではなくなる可能性が出てきた。

「政府に言うて、迷子の報告があればすぐ情報をくれと頼んどいたら、この一件だけと違ちごうて、神隠しがわらわら出てくる」

　不ぶ気き味みだとだれかが呟く。神隠しが多発しているのに、その目的がさっぱり見えない。

（なるほど、東雲さまが千鳥さまを京都に入れたくないはずだ。千鳥さまを神社で隠されたら、本物の神である東雲さまでも手を焼くことになる……）

　この神隠し事件が長引いたら、来月も自分がこの席に着くことになるだろう。

　正直、居い心地ごこちはよくない。さっさと片付けてくれないかな、と他ひ人と事ごとのように心の中でぼやいた。

「──会議中、失礼します」

　襖ふすまの向こうから聞こえたのは、中之条の声だ。

　柏はすぐに立ち上がって、少しだけ襖を開けた。用があるとしたら自分だろう。

「なにか？」

「ご隠居……千鳥さまから緊きん急きゆうの電話です。東雲さまにとり次ついでほしいそうです」

　千鳥は東雲の電話番号を知っている。直接かけないのかと疑問に思ったが、かけても今は会議中なので、画面を見ないまま放置される可能性を考えたのかもしれない。

（ということは、急ぎで話さなければならないことがあるのか）

　なにが起きたのかは気になるが、東雲に電話を譲ゆずることにした。

「わかりました。──東雲さま、千鳥さまからお電話ですが、どうしますか？」

「寄越し」

　柏はスマホを東雲に渡しに行く。これが他の人なら『待たせろ』もしくは『切れ』で終わるだろう。けれど千鳥の電話なら絶対に出る。今が大事な話の途中だとしても。

「千鳥の、急ぎの用事か？」

　電話の向こうで千鳥がなにかを告げたあと、東雲は険けわしい顔になる。

「ようわかった。お前は早はよ屋敷に戻って、動かんとき。一ノ宮と二ノ宮はすぐ帰す」

　どうやら関東地方でも厄やつ介かいな事件が発生したらしい。おそらく、人手が足りないから呼び戻したいというお願いを千鳥がしたのだろう。

　今からだと何時の新幹線に乗れるかとちらりと柱時計を見たとき、東雲がスマホを投げ返してきた。

「朔日の会は中止や。守護は全員我われの土地に戻って、神隠しが起こっとらんか土地の記憶を端はしまで視てき。終わったらすぐ報告せえ。もしかしたら、急せいて呼び出すこともあるかもしれん」

　緊急会議はあっても、中止は今までなかった。

　前代未聞の事態だと、さすがの守護たちもざわめく。

「〈守護〉千鳥から報告や。関東で神隠し事件が起きた。詳しよう細さいがやたら似に通かよっとる。全国で起こっとると考えるべきやろ」

　被害に遭あった子どもの中には、中学生もいた。だから千鳥は京都にくるなと言われた。けれど、安全だと思われていた関東も危険だとしたら……。

「千鳥のは記憶を視たさかいに、具ぐ合あいが悪なったらしい。早よ帰り」

「……っすみません、お先に失礼します……！」
















　柏はスマホを握りしめて、立ち上がり、勢いよく襖を開けた。

　電話はできる状態なのだろうが、自ら調子が悪いと言うぐらいなら、よほどのことだろう。詳しい話を聞きたくて電話を耳に当てれば、もう切られていた。

（あの人は……！　本当に……！）

　長話ができそうなところに出たら、かけ直さなければならない。勢多と帯刀が傍そばにいるだろうから、千鳥が電話に出られなくてもどちらかとは連絡がとれるはず。

「中之条、今すぐ葉山に。話は歩きながら」

「了解です。なにかあったんですか？」

「関東でも神隠しです。ご隠居から具合がよくないという自己申告も」

「あ～、なら急いだ方がいいですね」

　玄げん関かんへ足早に向かうと、東雲の守護代が待っていた。

　その足元には、柏と中之条の靴くつが丁寧に並べてある。

「京都駅までお送りします。車を回してきますので、少しお待ちください」

　車のキーを持った青年は、頭を下げてから玄関を出て行く。

　柏と中之条は、屋敷の正門へ行くために、せっせと玉たま砂じや利りの上を歩いた。

「……柏さん、さっきの人になにをしたんですか？　すごいにらんでいましたよ」

　中之条が玉砂利を踏む音に紛れるぐらいの声で、過去にやらかしたのではと心配してくれる。

「ああ、そういえば……」

　柏はかなり昔のことを思い出し、不自然に言葉を止めてしまった。たしかにやらかしたのかもしれない。

「昔、癇かんに障さわることを言われたので、骨ほねを折ってしまっただけです」

「……えーっと」

　見れば、中之条の顔がひきつっていた。その反応に、慌あわてて言葉をつけ足たす。

「わざとではないです。もちろん、折るつもりはなくて結果として折っただけで。それに腕とか足とか肋ろつ骨こつとかじゃなくて、鼻の骨ですよ。一応、謝罪はすんでいますから、今さら蒸むし返してどうのこうのにはなりませんから」

「俺が引いたのは、そこじゃないですよ……」

　ならどこだと思ったが、余計なことを言うとさらに引かれそうなので、笑って誤魔化しておいた。

「ご隠居について、なにか言われたんですか？」

「……ご隠居限定？」

　からかうように中之条へ返せば、真ま面じ目めに受け答えされてしまう。

「柏さんが怒るときは、必ずご隠居絡みなので。……まあ、俺でさえもご隠居はいろいろあったんだろうということはわかります」

　優しそうに見えるだけで、中身は怖い人。

　柏は中之条からそんな風に認識されている自覚はあったが、よくそんな細かいところまで見ていたなと感心した。

「本当に、昔と違って落ち着きましたよねぇ」

　しみじみと言われてしまい、どうだろうと笑って流しておいた。













　虫の音ねを聞きながら、千鳥は屋根の上で膝を抱かかえて星を見る。

　守護になってから、一番いい部屋──……先代の千鳥が使っていた部屋に移った。仕事であちこちに飛んでいた自分にとって、自室よりも報告でよく足を運んでいた『千鳥さまの部屋』には、いろいろな思い出が詰まっている。うっかり気落ちした日には、必要以上にしんみりしてしまう。

　少々寒いが、外でぼんやりしている方が気が楽だった。幸いにも、途中から膝の上にゆたんぽのようにあたたかい白しろ猫ねこのシロさんがきてくれたので、ぬくぬくとしていられる。

　比ひ較かく的てき田舎いなかだとはいえ、それでも星が少ないとぼんやり思っていれば、するりとシロが膝から逃げていく。おや残念と呟いている間に、屋根から飛び下りてしまった。

「──シロさん？」

　帯刀の声が下から聞こえ、千鳥はどきっとする。

　どうしようかと迷っていたら、シロがにゃあと鳴く。すると帯刀は『上？』と言い出した。なんで猫の言葉がわかるんだと焦ってしまう。

「屋根に、ご隠居がいるって？」

　返事をするかのように、シロがまたにゃあと鳴く。

　こうなれば、知らぬふりはできない。千鳥は立ち上がって、屋根の端に移動した。

「おまえさんが猫と会話できるなんて、知らなかったぞ」

　膝をついてのぞきこめば、帯刀にやっぱりという顔で出で迎むかえられた。

　それに笑って応こたえて、少し離れていろと忠ちゆう告こくする。着地予定のところに立たれていたら、互たがいにとても危き険けんだ。

「待て。危ないから、飛び下りるな」

　千鳥がなにをしようとしているのか、わかったのだろう。帯刀はしかめっ面つらで、ほら、と手を伸ばしてくる。

「この高さなら怪我はしないって前にも言っただろう？」

「昼間、調子が悪かったくせに」

　そう言われると反論できない。困ったなと迷いつつも、相手を安心させることができるのならその方がいいかと、手を借りることにした。

「……なら、お言葉に甘えて」

　伸ばされた帯刀の手に向かって、反動をつけないように飛び下りる。

　帯刀はうまく膝を使ってこちらの勢いを殺してくれたようだ。軽い衝しよう撃げきのあとにゆっくりと千鳥の足の裏が地面についた。器用だなと感心する。

「どうも、ありがとう」

「薄うす着ぎでうろうろするな。風か邪ぜをひく」

「さっきまではシロさんがいたから寒くなかった。でもこれから寒いところに行くから、上着をとってこよう。玄関に集合だぞ」

「は？」

　驚いた顔の帯刀に、すぐ行くと言って縁えん側がわに上がる。

　答えは聞かずに、部屋の中に入った。絶対にきてくれることを、もう知っていた。







　嫌そうな顔をしながらも、予想通り帯刀は玄関で待っていてくれた。

　ほら見ろと笑いながら、千鳥は海に行こうと誘う。軽けい快かいな足どりで道なりに歩けば、闇やみの中で袖がひらりひらりと舞まった。

　ふらふらとくるくると、一定のリズムを刻まない千鳥に、帯刀は大人しく歩けとはもう言わない。その代わり、車が横を通るたびに手を伸ばして、いざとなったら引きよせようとしてくれている。

　帯刀に甘やかされている自じ覚かくはある。どちらが年上なのかと自分でも呆れてしまう。

　しばらく歩けば、潮しおの匂いを感じるようになった。海が見えてくるころには、かすかな波の音も聞こえ始める。

「おいで」

　千鳥が海へ手を差し伸べれば、海の中で静かにゆらめいていた魂たましいが、蛍ほたるのような小さく青い光となって周りに集まってくる。それらはぶつかり合うたびにくっつき、すこし大きな青い光となって明るさを増し、自分たちの足元を照らしてくれた。

　砂浜に降りてからは、慎しん重ちように足を運ぶ。波なみ際ぎわに近づけば、どぱんと腹に叩たたきつけるような波を感じた。

「……昼は、心配かけて悪かった」

　海に誘った時点で、なにを言われるのか帯刀もわかっていたのだろう。素っ気なく、もういいと返されてしまった。

「意識もずいぶんとはっきりしたし、問題はない」

「どうだろうな」

　信用ないとはっきり宣せん言げんされる。本当のことなのに……と、千鳥は拗すねたように砂を蹴ける。その仕草が子どもっぽいのは、もう仕方ない。

「本当に、最近は調子がよかった。そろそろ土地の記憶を管理する練習を始めようと思っていたぐらいで……」

「馬鹿だろ、あんた。ねんざは一度やるとくせになる。それと同じで、一度記憶に吞まれたら、本当に治るまで時間がかかっても不思議じゃない。怪我を甘く見るな」

「そうか……そういうものなのかもな」

　もっと自分を大事にしろという帯刀の思いが伝わり、焦る気持ちが少しだけ収まった。

　岸に打ちよせる波を見ていると、海と砂浜の境界がいつまでも定まらない光景が続く。自分たちもそういうものだと覚かく悟ごを決めた。

「おれはこの見た目だからな。色が違うと見ただけでわかるし、そのせいか昔からどうにも、自分は自分、他人は他人……とはっきり分けてしまうようでなぁ……」

　時折風にあおられてふわふわと視界に入ってくる色しき素その薄い髪をつまむ。

「いや、言い訳したいんじゃなくて、ええっと、うん」

　潮風を吸いこんで吐き出し、言わなければと思っていたことをゆっくり言葉にした。

「おまえさんたちの心配する気持ちを、他人は他人だと言いきって、ないがしろにしたいわけじゃない。心配をかけないように、そもそも自分を大事にしたい。心配されたらその気持ちに向き合いたい」

　忙しいと言い訳して気に留めてこなかったことを、これからは大事にする。

　何気なく差し出されてきた、心配や優しさの重みを感じとりたい。

　そのためにこちらの世界に残って守護を続けていくことを決めたのだ。

（頭ではわかっているんだけどな……。実際にしてみたら難しい）

　こういうとき、自分は頭の固い年寄りだと実感する。四百年かけて積み重ねてきたものは、なかなか崩くずれてくれない。

「……もういいって言っただろ」

　二度目のもういいは、少しだけ柔やわらかくなっていた。

　伝わったかなと思うと、嬉しくなる。

「あともう一つ。怒ることを苦手な若いのにやらせてしまって、悪かった。こういうのは怒るのが得意な一ノ宮にやらせないといけなかったのにな」

　帯刀が驚き、わずかに眼を見開く。その眼を見て、うんと頷いた。

「苦手って……」

「おまえさんはかなり温おん厚こうだ。怒ることに慣れてないことぐらい、見ていればわかる」

　声を出す前に一瞬ためらいがあった。語ご尾びがかすれた。

　きちんと見ていれば、小さな違いもわかる。

　帯刀が素っ気なく見えるのは、人との距離を保とうとするからだ。距離を必要とするのは、心が優しく繊せん細さいだからだ。

（相手を傷つけたくないという気持ちを、おれは臆おく病びようとは思わない）

　むしろ大事にしてほしい。自分のように、救われる人がたくさんいるはずだから。










　海うみ辺べでの散歩を終えて屋敷に戻ってきた帯刀は、千鳥を部屋まで送ったあと、庭に出た。

　きっと自分は、今の千鳥の精いっぱいの気持ちをもらった。

　一カ月半後にはお別れだと言っていたあのころに比べたら、信じられないほどこちらの気持ちに向き合ってくれた。自分ですらわかっていなかった苦手なことに気づいて、気き遣づかってもくれた。

　とても嬉しい。けれど、思い知らされもした。

「──ご隠居と俺では、気持ちの重みが違う」

　千鳥にとって、今夜のことは、あっけなく忘れてしまえる日常の一つだろう。

　年下にだだをこねられて、しまったと思って、夜の散歩に誘って話をした。そんな程度の認識だ。

　自分にとっては、千鳥とすごすこの日々は、絶対に忘れられないものなのに、一生大事にしていく大切な記憶なのに、向こうにとってそうではない。

（あの人は……本当に『神さま』だ。最後の最後で、越えられない壁がある）

　心の奥にこの手が届かない。もどかしく感じるけれど、どうすることもできない。

「──あ、おかえりなさい」

　ぼんやりしていたら、縁側を通りかかった柏が声をかけてきた。

　いや、もしかしたらずっと見ていて、ころ合いを見み計はからったのかもしれない。

「ご隠居の様子はどうでした？」

　千鳥と共に海へ出かけたことを、柏は知っている。やっぱりと思いながら、振り返らないまま返事をした。

「昼間より声がしっかりしてた。大人しくしていれば問題はない」

「そっか、ありがとう」

　柏は縁えん石せきに置いてあったサンダルを借りて、庭に降りてくる。帯刀の隣となりに並んで、今日はお疲れさまでしたと労ってくれた。

「ご隠居は、他人はよく見るくせに、自分は見ない人なんだな」

　怒るのは苦手だと言いきれるほど見てくれるのに、帯刀が向ける気持ちには気づかない。

　どうして、そこだけ途端に鈍にぶくなるのだろうか。観かん察さつ眼がんが優すぐれているのなら、こちらの想いをもっと理解してくれてもよさそうなのに。

「……意い図と的てきを四百年続けたら、天然にもなりますよね」

「あれはわざとなのか？」

　柏は返事をしなかった。その代わり、違う話を始める。

「僕はこう見えて、結構人との距離のとり方って近いんです」

　柏は、穏おだやかで優しい。帯刀から見える先せん輩ぱい守護代は、ときどき怖い人だろうとは思うが、基本はそんなものだ。馴なれ馴なれしさは感じないし、無ぶ遠えん慮りよなところもない。むしろ距離をとっている方だ。

「あの人から人間になるための言葉や礼れい儀ぎ作法を、すべて教えてもらったせいでしょうね」

　あの人というのは千鳥のことだ。流れでそのことだけはわかる。

「そうは見えない？　でも気づいているだろうけれど、僕は帯刀くん以外の守護代たちを呼び捨てにしています。他の地方の年上には一応『さん』ぐらいはつけますけれどね。あと、帯刀くんも例外」

　期間限定の守護代で、お客さま扱いだから。

　そんな続きが聞こえた気がした。

「あの人は距離のとり方が特とく殊しゆです。透とう明めいな壁がある、って表現で伝わりますか？　距離が近いはずなのに、見えるし見てくれるのに、手を伸ばしても壁に阻はばまれる」

　優しいのにひどい。見てくれるのに気持ちに気づいてくれない。

　あの人は、ひどく矛む盾じゆんを抱えている。

　──どうしてだろうと、もどかしくなる。

「帯刀くんも距離をとる方だよね。ご隠居に少し似てる」

「馴れ馴れしいのは好きじゃない」

「あはは。帯刀くんが本気で守護代になるのなら、僕は遠慮なく馴れ馴れしくしますよ。その辺りも含めて将来を決めてくださいね」

　柏は返事を期待していないのか、そのまま離れていこうとする。

　帯刀は思わず引き留めるように、あ……と小さく声を上げてしまった。

「どうかしました？」

「……いや、柏さんなら、人の気配がわかる範はん囲いはどのぐらいって……」

　誤魔化すように、別の話をする。

　柏は疑いもせず、う～んと首を傾かしげた。

「この屋敷内ならわかりますよ。だれが、というところまでの特定はできないし、意図的に気配を消されたら無理だけれど」

「屋敷内……？」

「僕は育ちが育ちだから、野生の本能が強いってよく言われます。きっと特殊な方。じゃあ、おやすみなさい」

　柏の足音が遠ざかれば、再び静かな庭が戻ってくる。

　それから眼を閉じて、屋敷内の気配を探ってみた。

（奥の部屋に一人、多分ご隠居だ。隣の隣の部屋に一人……か、二人。居間に……）

　さすがにそこまで離れてしまうとわからなくなる。

「柏さんって化け物……」

　幼よう少しよう時じは天てん狗ぐに育てられていたと聞いてはいたが、それだけでここまで野生の本能が発達するのだろうか。絶対に真ま似ねできないと帯刀はため息をついた。
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　三日後、改めて朔さく日じつの会を開くことになった。朔日ではないので、臨りん時じの神さま会議と呼ぶ方がいいのかもしれない。

　神さま会議に出席する〈守しゆ護ご〉千ち鳥どりのつきそいには、守しゆ護ご代だいから一いちノの宮みやである柏かしわと、あともう一人を選ぶことになっている。千鳥はだれにしようか迷った結果、帯たて刀わきを連れて行くことにした。今回は単たん純じゆんな理由で、神かみ隠かくし事件が全国で多発している今は、関東地方の戦力をできる限り減らしたくなかったからだ。

　どんな話し合いになるのかが読めないまま、緊きん張ちようしながら京きよう都と駅へ向かう。ホームに降り立つと、休日ということもあって、たくさんの人がいた。

「今日は行って帰ってくるだけになりそうだな。若いのの息抜きにもならなくて悪い」

「勉強しているから、別にいい」

　会議の待ち時間、行き帰りの移動時間など、勉強に使うための参考書や単語帳を帯刀は持ってきている。本当は落ち着いたところで勉強させてやりたいが、事情が事情だ。せめてどこかでおいしい食事を、と思いつつ階段を下りれば、知った顔がこちらを見ていた。

「やぁ、千鳥くん。三日ぶりだね」

　中央改札口前に、中国地方の〈守護〉初はつ瀬せが立っている。もしかして、わざわざ待っていたのだろうか。

　なにか大変なことでも……という驚いたこちらの様子が初瀬にも伝わったのだろう。いやいやと穏おだやかに否ひ定ていされた。

「つい二十分前、伏ふし見み稲いな荷り大たい社しやで神隠しがあったかもしれない話を東しの雲のめさんから聞いてね。少し早めにきたから、うちの一ノ宮と足を伸ばして行ってみようかって話してたんだ。せっかくだし、千鳥くんたちも行かない？」

　いつも車で嵐あらし山やままできている初瀬たち一行は、この紅こう葉ようシーズンと花見シーズンだけは電車を使うらしい。高速道路を下りてから三十分で行ける嵐山が、一時間かけてになるので、のんびりとした初瀬自身はともかく、せっかちな逢おお束つかが嫌いやがるのだそうだ。

「千鳥くんのところの若い子は受験生だってね。なら別行動して野の宮みや神社にお参まいりに行く方がいいかな？　先に嵐山に行かせてあるうちの三さんノの宮みやに案内させるよ」

「いえ、野宮神社はこの間の帰りによったので……」

　千鳥は帯刀の代わりに返事をする。

　嵐山の野宮神社には、神石『お亀かめ石いし』がある。撫なでると願い事が叶かなうということで、先月の説教帰りに別にいいと言った帯刀を無理やり連れて行ったばかりだ。

「ああ、そうだったんだ。ならゆっくりできるときにまた京都へおいで。嵐山のトロッコ列車と川下りはお決まり観光コースだし、きっと楽しめるから」

「どうも」

　初瀬は帯刀の素そっ気けない返事を気にすることなく、にこにこ顔のままがんばってねと励はげます。じゃあ行こうかと促うながされ、千鳥たちはＪＲ奈な良ら線せんのホームへ向かった。

　京都駅から電車で五分ぐらいゆられたら、まっすぐ歩けないほど人気の観光地〝伏見稲荷大社〟だ。それまでは人が詰まった電車の中で、バランスをとらなくてはならない。

　千鳥は手すりに摑つかまりながら、隣となりの初瀬に小声で話しかけた。

「あの……中国地方はどうでしたか？」

『神隠し』という単語を出さなくても、初瀬は千鳥の言いたいことを理解し、頷うなずく。

「千鳥くんのおかげだね。中国地方だけで四件も確認した。しかもすべて神社付近。これは迷まい子ごの記き録ろくから辿たどって判明した分だけだから、多分もっとあるんだろうね」

　守護の仕事は土地の記憶の管かん理りだ。でも記憶の検けん索さく機能という便利な能力はない。

　手がかりなしに神隠し事件を発見するということは、砂場に紛れた小さな一ひと粒つぶのダイヤモンドを見つけるようなもの。

　それでも初瀬はぎりぎりまでずっと土地の記憶を視て、今日の話し合いのために備そなえてきてくれたのだろう。

「監かん視しカメラが神社内での神隠しの瞬しゆん間かんを捉とらえたのもあったんだ。本当に子どもが突然消えてしまって驚いた。でも必ず一時間ぐらいで戻ってくる。一体、どういう意味があるんだろうね。……といっても、私は難しい話が苦手だから、一ノ宮に譲ゆずろうかな？」

　初瀬は交代、と逢束に合図を送り、場所を替わる。

　逢束はよぉと軽く挨あい拶さつをして、千鳥の隣に身体からだをすべりこませた。

「この事件、どう思う？」

「おれは一応『神さま』だぞ。守護代のやることに口出しせず見ているだけが仕事だ」

「うそつけ、隠いん居きよする気はないくせに。いいんだぜ、柏には言えなくても、よそサマの守護代には言えるだろう？　二カ月前まで最強の守護代と名高かった千鳥サマのご意見を是ぜ非ひとも聞いてみたいね」

　千鳥はうっと言葉に詰まる。たしかにその通りだった。柏にあれこれと指示したいのを堪こらえに堪え、おれの仕事ではないからと唱となえ続け、動くのをずっと我が慢まんしていたのだ。

「まずは奇き妙みような点が一つ」

　こほんと咳せき払ばらいして、気になっていた点を挙あげる。

「神隠しの被害者は、性別も出身もばらばら。一応『幼おさない』という共通点はあるが、それだけだ。神隠しというものは、鬼おにや狐きつね、天てん狗ぐによる誘ゆう拐かいという言い伝えが多い。でも鬼だろうが狐だろうが、好このみはあるはずだ。ここまで無む作さく為いになるわけがない」

　千鳥の言葉に、逢束もたしかにと同意した。

「どうも好みは関係なく、適当に選んでいるっぽいよな。なのに手がかり一つ摑めない。……こんなことができそうな犯人って相当絞しぼられてくるだろうなぁ」

「土地神の管理下にない神社付近での事件だからな。犯人は守護に犯はん行こうの瞬間を見られたくないのか、神社内だと都つ合ごうがいいのか……。個人的には、神隠しが比ひ喩ゆ表現ではなくて、本当という可能性も考えておきたい」

　だから東雲がぴりぴりしているのではないだろうか。多分、今日の会議でその辺りの詳くわしい話も出るだろう。

「犯人が神さま、ね。……土地神さまである千鳥サマも、神隠しができるのか？」

「それぐらいはできるだろう。今のおれには無理だが」

　千鳥は先代さまから守護の力を引き継ついだとき、神の力の大きさに驚いた。空間をねじ曲まげることぐらいなら、おそらくいつかはやれるようになる。

　すると人間の枠わく組ぐみに留とどまっている守護代の逢束が、そこだよと切りこんできた。

「守護ってできること多いよな。俺はいつも不思議に思うんだが、本物の神さまと、守護さま方はなにが違うんだ？　初瀬さまに訊きいても、どこだろうねで終わるし」

『神さま』と『神さまもどきの守護』に力の差があるというのはわかる。でも明確な定てい義ぎはだれも口にしたことがない。

　逢束の疑問に、千鳥は個人的な意見だが、と前置きした。

「神さまはヒトを直接つくることができる。しかし人間は人間がいなければヒトをつくれない。つまり〝命〟そのものを生み出せるものが〝神〟と呼ばれる……のかもな」

「なるほどね、そういう定義もありか」

　詳しいことは、本物の神さま疑ぎ惑わくがある最年長の〈守護〉東雲しか知らないだろう。気になるところではあるが、まずは守護としての仕事をきちんと果はたさなければならない。

「神さまは一度置いておくとして、連れ去る理由も気になっている。普通に考えるなら嫁よめにしたり、食事にしたりというところなんだが……」

　千鳥が犯人像から目的へ話を進める。

　逢束がそれもなぁと難しい顔をした。

「子どもになにかされた痕こん跡せきはないし、わざわざ戻すし……なんでだろうなぁ。一応、時間と場所を記した地図は持ってきた。神隠しにあった子の詳しよう細さいも調べてある。関東は？」

「疑惑の一件だけだ。……役に立てず、悪い。でも他の地方の確定件数を合わせると、かなりの母数になる。そのときに見えてくるものもあるかもしれない」

　千鳥も他の守護たちと同じように土地の記憶を確認し、浅あさ草くさ神じん社じやでの『神隠し疑い』の事件を『神隠し』だと断定したかったのだが、東雲にも柏にもやめておけと止められた。

　以前、記憶に吞のまれかけたことで、自覚はなくても不安定になっているらしい。前ならできていたことができなくなってしまったのは、正直辛つらいものがある。

（……みんなが力を出し合わなければならないときに、一人だけこのざまだ）

　今の自分はみんなからどう思われているだろうか。守護代と守護はまったく異なる仕事で、自分にはどうにも守護が向いていない。

　気持ちの沈しずみにつられて視線が下に落ちたとき、稲いな荷り駅についた。ドアが開いてどっと人が降りていき、流れに引きずられて身体が傾かたむく。

「足元、気をつけろ」

　長い腕うでを使ってうまく千鳥を支えてくれたのは帯刀だ。助かったと帯刀の腕に摑まって体勢を立て直し、みんなに遅れないよう帯刀を盾たてにして歩くことにした。

「……おお怖い、帯刀くんからにらまれた」

　逢束が初瀬に『カードをタッチですよ！』と念押ししながら、千鳥に話しかけてくる。

「なにかしたのか？」

「いじめたって思われたのかな。千鳥さまが暗くらい顔をするから」

　俺は悪くないのにと逢束は笑って、千鳥の肩を抱だく。

「はいはい仲よしアピール～っと。千鳥さまの守護代たちは、おっかないねぇ」

「東雲さんのところの方が怖いけどな、おれは」

「あそこはもう教きよう祖そさまと信者さまだから。いやなにも間違っていないけど」

　駅から出たら、目の前が伏見稲荷大社だ。

　表参道を通り本ほん殿でんを越えて右手に行けば、有名な赤い千せん本ぼん鳥どり居いがある。けれど今回は表参道ではなく神しん幸こう道みちと呼ばれるところに行くつもりだと初瀬に説明された。

「神隠しがあったのはこの辺りでしたよね？」

　屋台が並ぶ辺りで、逢束が立ちどまって初瀬に確認する。

「うん、そう。稲荷山から降りてきて一気に賑にぎやかになるところだから、子どもが親から離れても不ふ思し議ぎじゃないところだねぇ……」

　なにか手がかりが摑めないかと出向いてみたけれど、発案者の初瀬はよくわからないねと言って終わり、千鳥も異変というものを感じとれなかった。

　とりあえず見てみようぐらいの気持ちだったので、収しゆう穫かくなしでも諦あきらめがつく。みんなの意識はすでに嵐山へ向いていた。

「ここってスズメ焼きあるんだっけ？　腹減った～。初瀬さま、なにか食べます？」

　逢束が匂においに誘われてふらふらと屋台に近づく。

　千鳥はのんきだなぁと思うが、ここは東雲の管かん轄かつ地ちで、なにかあっても守護や守護代として働くことができない場所だ。逢束を見習って、心に余裕を持つべきなのかもしれない。

「スズメ焼きって伏見稲荷大社の名物だったか？　……あっ」

　千鳥はきょろきょろと周囲を見渡し、とある屋台を見つけてあったあったと笑顔になる。

「若いの、鯛たい焼やきを買ったら、食べきれなかった分をもらってくれるか？」

「ならもう一つ買ってくれ」

「それが結けつ構こうな量なんだ。ほら、これこれ。一度食べてみたかった」

　帯刀の腕を引っぱって、目当ての屋台に並ぶ。

『鯛焼きパフェ』というのれんをたらした屋台の鉄てつ板ぱんでは、生き地じが焼かれている最中だった。ただし、普通の鯛焼きの生地の焼き方とは違う。口から腹の部分まで鉄の棒を差しこんだ状態で焼いているため、焼き上がると中に大きな空くう洞どうができ、餌えさを待っているかのように口を大きく開けた不思議な鯛焼きになる。

「苺いちごチョコ生クリーム一つ」

　注文すると、屋台の人は生地を持ち、空洞にコーンフレークと生クリームをどんどん詰めこんでいく。その様子を見ていた帯刀が、思わずといったうめき声を漏もらした。

　できあがった鯛焼きパフェは、口からこれでもかとクリームを押しこめられてもう入りません状態なのに、とどめとばかりに苺をのせられ、チョコレートソースをかけられ、仕上げに奥深くまでポッキーを刺された、シュールとしか言いようがない見た目になった。

　千鳥は四百円を払い、鯛焼きパフェを受けとる。まだじんわりとあたたかい。

「お供そなえしてくれ」

「『どうぞお召めし上がりください』」

「おう！」

　いただきますと言って、チョコレートがかかった苺にかぶりつく。その甘あま酸ずっぱさに幸せを感じていると、帯刀がポッキーをとっていった。

「……うわ、よく食べる気になるな」

　ぐろい、と嫌そうな顔をしたのは逢束で、見ているだけでお腹なかいっぱいと言ったのは柏だ。気持ちはわかるが、味はとてもおいしいので、自然と笑顔になってしまう。四分の一まで食べてから、残りを帯刀に託たくした。

　手を汚さないよう紙袋ごしに鯛焼きパフェを持っていたはずなのに、いつの間にか手がべたついていたようだ。手を洗いに行きたくなり、案内板を探した。

「……おや、カラス？　……ん？」

　きょろきょろすると、屋台の傍そばで毛づくろいをしているカラスの姿が眼に入る。そういえばカラスの群むれのこともあった。念のために、と影を確認してみれば、案あんの定じようである。

　影のない『あちらの世界』のカラスと眼を合わせないように気をつけながら様子をうかがうと、尻尾しつぽだけが白いことに気づいた。

（ということは、これはカラスの幽ゆう霊れいというよりは、姿形がよく似たあちらの世界の生きものか。京都でも見かけるとはな……）

　カラスもどきは毛づくろいをすませると、千鳥の横を通って本殿の方へ飛んでいく。害はなさそうだと警けい戒かいを解といたとき、澄すんだ空気が千鳥の傍を抜けていった。

（……待て。前にこれと同じことがなかったか？）

　なにかが引っかかり、いつどこでのことだったのかを思い出そうとする。

　そうだとすぐに記憶を引き出した。つい三日前、横よこ浜はまの駅ビルで帯刀があちらの世界のカラスを見た。そのあと、妙に通路が浄じよう化かされていたはずだ。

　それだけではない。浅せん草そう寺じで、神隠しにあった子どもを発見する直前にもあちらの世界のカラスを見た。今の状じよう況きようは、あのときとよく似ている。もしかしたら、カラスと神隠しには関係があるのかもしれない。

（伏見稲荷大社と浅草寺と駅ビルか……カラスもどきは人が多いところで神隠しの下見をしているとか？　まあ、人が多ければそれだけ神隠しの対象も増えるから、当然といえば当然だが……いや、違う、今のはおかしい）

　少し前に話していたことと矛む盾じゆんしてしまい、千鳥はもう一度考え直す。

（無作為なら人が少ないところでもいい。なら、犯人の目的は『だれでもいいから連れて行く』ことではなくて『だれかを捜さがしている』……のだとしたら？）

　守護代を引いん退たいし、穏やかな生活をしていたせいで、勘かんが鈍にぶっていたのかもしれない。

　なぜ今までこのことに気づかなかったのだろうか。

　犯人の捜し人である『だれか』は、おそらく視みる力を持っている。だから犯人はあちらの世界の使し役えき霊れいを使って、視える人間だけを選んで連れて行った。

（まだすべてが想像だ。東雲さんに相談して、守護代に囮おとりになってもらって……）

　とにかく早くこの話を伝えなければならない。スマホを袂たもとから取り出しながら尻尾が白いカラスのうしろ姿を眼で追い続けると、自分と同じようにカラスもどきをじっと見ている子どもがいた。ふらりとその子は動き出し、カラスもどきに向かう。

　──距離がある、急がなければ。

　千鳥は迷うことなく次の行動を決めた。

「一ノ宮！　東雲さんの守護代を呼んでくれ！」

　柏にスマホを放り投げると同時に走り出す。

　帯刀の呼びとめる声が聞こえたけれど、立ちどまって説明している暇ひまはない。今ここで、新たな神隠しの被害者が生まれようとしているのかもしれないのだ。

（くそ、まだカラスを見ている！　カラスもどきが子どもに気づく前にどうにか……！）

　止まれと叫さけんでも、知らない声であれば自分への制止だと思えないだろう。特に、あの子どもはカラスに心を奪われたあとだ。肩を叩たたいて話しかけるぐらいのことはしないと、意識をカラスから引き離せない。

（気を引きたいのに……！　この距離だと難しい……！）

　観光客が多くて、走ってもなかなか子どもとの間が縮まらない。

　子どもが本殿への階段に足をかけたとき、ついにカラスが鳥居の上にとまる。

　まずい、と焦あせる。このままだと、あのカラスが振り返って……。

（大きな音……！　派は手でなもの！　なにか、ないのか!?　騒さわぎを起こせるような……悲鳴が上がるような……!!）

　縋るように周囲を見ると、タバコのポイ捨てを禁じる看板が眼に入り、そうだと思いつく。急いで羽は織おりを脱ぬいだ。減らせる犠ぎ牲せいがあるのなら減らしておきたい。

「……この息はわが息にあらず　入るも神の御み息いき　出るも神の御息」

　言いながら胸むな元もとを探さぐり、常つねに持ち歩いている折おり鶴づるを取り出す。

「神しん火か晴せい明めい！」

　手の中の折り鶴にふっと息を吹きこむ。

　ぽっと小さな火がつくのをたしかめてから、袂に入れた。

　袖そでをはためかせると、袂の中に空気が入り、一気に炎が大きくなって燃やし始める。

「火!?」

「うそ！　だれか！　着物が燃えてる！」

　女性の金切り声と、水をという叫び声に、なにがあったのかと振り返った人がいて、新たな驚きの声が上がる。悲鳴の連れん鎖さ反応によって、恐きよう慌こう状じよう態たいが広がっていった。

「あっつ……!!」

　さすがにもう脱がないと火だるまになるため、千鳥は慌てて長着に手をかけたのだが、不意に黒いもので視界を覆おおわれた。

　あれ？　と思っているうちに、身体が傾いて、背中が石いし畳だたみに打ちつけられる。受け身がとれなかったので、少し遅れて後こう頭とう部ぶもぶつけ、ごちっといい音が鳴った。

「……痛いったぁ！」

「動くな！」

　叫び声に反射で身体がすくむ。帯刀の声だと気づいたときには、ばさっという音と風圧を感じ、開きかけたまぶたをきつく閉じることになった。それが数回繰くり返されたあと、がつがつという振しん動どうが伝わってくる。燃えている袖の炎を靴くつ底ぞこで踏んで消しているのだと、眼を開けてからようやく理解した。

「お兄さん、お水！　これかけてあげて！」

　帯刀の手にあるペットボトルから水が勢いよく降り注そそがれる。冷たいと思っていると、今度は引き起こされた。

「やけどは!?」

「え、あ……たぶん、ない」

「もっと水いる!?」

「救急車を呼びますか!?」

　周囲を改めて見れば、相当な騒ぎになっていた。

　思おも惑わく通りではあるのだが、やりすぎたかもしれない。

（あの子は……？　騒ぎに驚いてくれていたらいいんだが……）

　子どもの姿を捜せば、すぐに見つかった。心配そうにこちらを見ていたので、ひとまずほっとする。それから鳥居へ顔を向けると、尻尾だけが白いカラスもどきも千鳥を眺ながめていた。

（……そうだぞ。おまえさんを視ているのは、あの子ではなくこのおれだ）

　狙ねらうなら、おれを。

　視線に力をこめたら、突然身体が浮いて驚く。帯刀に軽々抱かかえられたと気づいたのは、動き出してからだった。

「帯刀くん、手ちよう水ず舎やへ！　やけどのときは脱がさないで、そのまま冷ひやしてください！」

「わわ！　おい、一ノ宮、若いの、大丈夫だ！　おれに怪け我がはない！」

「興こう奮ふん状態のときは気づけない！　大人おとなしくしていろ！」

　本殿を出てから右手に行けば、手水舎がある。そこで帯刀に降ろされ、水すい盤ばんへ左腕を勢いよく浸ひたされて、盛せい大だいに跳はねた水によって頭からびしょ濡ぬれになった。

　周囲の人たちが、どうしたなにがあったとじろじろ見ている。恥はずかしいし、いたたまれない。

「なにがありましたか!?　大丈夫ですか!?」

　観光客から事情を聞いた警けい備び員いんが駆かけつけ、千鳥を心配そうにのぞきこんできた。柏は千鳥の代わりに袖が燃えてしまって……と簡単に説明する。

　初瀬が心配そうにタクシーで病院へ行く？　と尋たずねてきたので、いやいやと断った。

「本当に大丈夫です！　とにかく東雲さんに報告しなければならないことがあるので」

　十一月の手水舎の水は冷たい。冷えすぎて逆にじんじんと痛くなってきた。やけど特有のひりつく痛みは感じないし、これなら大丈夫だろうと腕を見せる。

「なら……ひとまず様子見ってことでいいかな」

　初瀬がは～っと息を吐いて、胸に手を当てた。

「……ああもう、本当に驚いた。もしとり返しのつかないことになったら、先代の千鳥くんになんて言えばいいのかって……」

　どれだけみんなを心配させてしまったのか、じわりと伝わってくる。

　すみませんと謝り、実は……と説明をしようとしたとき、くしゃみが出てしまった。

「このままだと風か邪ぜをひくね。一ノ宮、上着を貸してあげて」

「はいはい。まずは拭ふいてからだな。おーい、みんなハンカチ出して」

　千鳥はあちこちから差し出されたハンカチをありがたく受けとり、水浸しになった腕や濡れた頭を拭いていく。

　ビニール袋をもらってくると屋台に走っていった帯刀を見送れば、尻尾だけが白いカラスもどきが手水舎の近くまで飛んできた。

　かわいらしく首を傾かしげてきたので、手を振っておく。しばしの見つめ合いのあと、カラスもどきは飛び立ち、どこかに消えてしまった。

「ご隠居？　とりあえず無事だった羽織を着て……」

　脱ぎ捨てた羽織はだれかに拾ってもらえたらしい。警備員への報告を終えた柏から羽織を受けとって、冷え始めた身体にかける。

「一ノ宮、どうやら次に神隠しされるのはおれみたいだぞ」

　神隠し事件の話が一気に進みそうだと柏に笑えば、嫌そうな顔をされてしまった。










　檜ひのきの匂いに包まれた千鳥は、やれやれと手足の力を抜いた。熱めの湯が冷えた身体をじんわりあたためていく。

「お湯加減はいかがですか、だそうですよ」

　引き戸ごしに柏の声が聞こえる。見えないとわかっていても、軽く手を挙げて応じた。

「あついぬるいの　好みがあつて　酒のかん原げん　むずかしい……ってな。本当にちょうどいい。面倒をかけてすまなかったと言っておいてくれ。警けい察さつへの連絡は？」

「もう終わりました。新聞に載のらないよう手配もしてもらいました。帯刀くんはＳＮＳ系を一通り確認してくれたみたいです。外国人観光客の着物にタバコの火がついて大変だった、ぐらいの投とう稿こうはあったけれど、写真は載ってないと言っていました」

　できた弟分を持つと、とても助かる。なら今できることはすんだとほっと息をついた。

「しっかりあたたまってくださいね。冷えた身体のままでいて風邪をひいたら、帯刀くんが困るでしょう。受験生なんだから」

　相変わらず柏は帯刀に甘いと思ったが、口には出さないでおいた。うっかり言ったら、冷たいシャワーでの嫌がらせぐらいはする男だ。

「……そういえば、おまえさん、若いのだけは『くん』づけをするんだな。呼び捨てにはしないのか？」

　柏は、他の地域の守護代には必ず『さん』か『くん』をつけて呼ぶが、身内の年下であれば呼び捨てにしていたはずだ。

「僕が『帯刀くん』と呼ぶことで、なにか不ふ都つ合ごうでも？」

「不都合はないけれど……一人だけ他た人にん行ぎよう儀ぎというのも、若いのが寂さびしいだろうに」
















　たしかに帯刀は期間限定の守護代だ。金目当てだと本人もはっきり言っている。

　けれど一緒にいる間は仲間なのだから、そこまでお客さま扱あつかいをしなくてもいいのでは……と千鳥は思っていたのだ。

「──貴方あなたみたいに、心の強い人ばかりではないんですよ」

　柏から返ってきたのは、思いがけない言葉だった。

「帯刀くんとは、早ければあと四年と数カ月でお別れです。親しくなればなるほど、別れるときに辛くなる。だから、みんな一線を引くんです」

　今いる時間を大切にしたいと思うのも、終わったあとのことを考えておくのも、それは個人の価値観の違いだ。

　千鳥は黙って、湯船に身体を深く沈める。

「ご隠居はいつだって、くるもの拒こばまず去るもの追わず、って精神ですけれどね。そんな風に割りきれないんです、僕たちは。弱い人間ですから」
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「……おれも、そんなに強いってわけじゃないんだけれどな」

「知っています。ご隠居だって帯刀くんがいなくなったら、寂しいと思う。それでも今を大事にしようとする。でもね、そういうことはとても難しいんです」

　帯刀のことを、中なか之の条じようは『坊ぼう主ず』と呼び、勢せ多たは『末すえっ子こ』と呼ぶ。他にも『受験生』と呼ぶ守護代もいるし、『若い子』と呼ぶものもいる。

　他人は他人、自分は自分だ。口を挟むことはできない。

　そこで思考を終わらせようとした千鳥は、慌あわてて手で湯をすくって顔にかけた。

（いや、この考え方が駄だ目めだと言われたばかりだ。相手の意思を尊そん重ちようしているようで、拒きよ絶ぜつと同じことをしている。……難しいな）

　みんなと向き合って、共に笑って泣いてすごしたい。そう思って、〈守護〉千鳥でいることを選んだ。もう一歩、しっかり考えなければならない。

「そろそろ出るかな。……おれの着物、どうなってる？」

「帯刀くんに子ども服を買ってきてもらうか迷ったんですよね」

「おい、そこまで小さくない」

　文もん句くを言いつつ上がれば、バスタオルが差し出される。

「さすがに神さま会議に洋よう装そうというのもどうかと思いましたので、襦じゆ袢ばんと長着を東雲さまの三ノ宮さんから借りてきました。袴はかまがあるから裾すそがあまってもどうにかなります」

「そうかぁ？　東雲さんのところの三ノ宮とおれは、そう変わらない身長のはずだ。……ん？　んん？　あれ、これちょっと長い……？」

　襦袢を羽は織おると、裾がバスマットの上についてしまう。

「……男は着物の長さの調節をきかせられないのが不ふ便べんだな。おれに合わせてある着物をみんなに形見分けしてやれないのが残念……いやいや、まだ遠い先の話だから！」

　不ふ穏おんな気配を察知して、千鳥は慌ててつけ足す。

　柏はわかっていますよと言って、優しい笑顔のまま帯おびをきつく締めてきた。










　風呂上がり、千鳥はいろいろ後始末をしてくれた東雲の守護代に礼を言い、それから神さま会議に参加した。……というよりも、会議は自分を待って始まった。

　挨拶や近況報告は省しよう略りやくされた。東雲から真っ先に呼ばれた千鳥は、伏見稲荷大社でやらかしてきたことを説明しろと命めいじられる。

　千鳥は過不足なく伏見稲荷大社での出来事を伝えるため、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「伏見稲荷大社に、尾だけが白いカラスのようなものがいました。おそらくは使役霊です。浅草寺で神隠し事件が起きたときにも、使役霊と思われるカラスがいました」

　あちらの世界に属するカラスもどきと、人の多い観光地。

　千鳥は二つの共通点から、神隠し事件の見方を変えることができた。

「神隠しの犯人についてですが、普通の人間には見えないこのカラスを使い、『視る力』のある『だれか』を捜している可能性があります」

　駅ビルの通路にカラスがいたら、帯刀のように眼を留めるだろう。

　観光地に尻尾だけが白いカラスがいたら、珍めずらしくてじろじろ見てしまうだろう。

　あの使役霊たちは、自分たちを視ることができる人間を捜していた。

「神隠しの対象の選び方が無作為に思えるのは、おそらく犯人も『だれか』をよく知らないまま捜しているからです。子どもは連れ去られたあと、判別されている。違うとわかったら無事に戻される。でもだからこそ次の神隠しが起こる」

　ひとまず神隠しが続くことまでの説明はできそうだった。しかし、『犯人』や『だれか』は未いまだにさっぱりわからない。

「神隠し事件についての推すい測そくはなかなかおもろいな。まだ推測の域を出とらんけど、この方向で考えとこ。……ほな、千鳥のが袖を燃やす騒ぎを起こしたんはなんや？」

「伏見稲荷大社で、カラスもどきを追いかけた子どもがいました。そのときにもしかして……と今の推測を立てたので、とにかく子どもの気を引こうと考えて……」

　着物の袖が燃えたら、周りが驚いて悲鳴を上げる。子どもがみんなの声につられて振り返り、尻尾の白いカラスのことを忘れるのではないかと、とっさに試した。

「計算通り、子どもは騒ぎに意識を向けてくれました。そのあと、おれはカラスもどきと眼を合わせておいたので、推測が正しければ外をふらふら歩いているうちに神隠しをされるはずです。……おれでは外見年ねん齢れいが高すぎて、されない可能性もあるとは思いますが」

　なるほどと守護のみんなが頷く。

　京都で神隠しが起こっている。調べたら全国でも起こっていた。大きな事件だろうと推測できているのに、他はなにもわからない。

　そんな状況で、ようやく千鳥がとっかかりを手に入れてきた。

「……自分が囮になるて？」

　千鳥は東雲の確認に、はいと返事をする。

「犯人の捜し人である『だれか』が〈守護〉千鳥という可能性はあまりにも低い。おれが無事に戻れる可能性は高い。ならきちんと準備をし、囮になり、神隠しでどこに連れて行かれるのかをたしかめるべきでしょう」

　東雲の守護代の陰おん陽みよう師じに頼み、転てん嫁かの術をかけてもらい、いざというときに備えておく。式神を連れて、身を守る準備をしておいてから、わざと神隠しされる。

　連れて行かれた先によっては、犯人についての詳しいことがわかるかもしれない。

「おまえは優秀な守護代や、千鳥の」

　ため息と共に、東雲は褒ほめ言葉を口にする。けれどその声は冷たく重たかった。

「あの状況で、ようとっさにそこまで考えて、即そく断だん即そつ決けつで小さい子を守りきったんはさすがや。最強の守護代と言われただけはある」

　東雲は持っていた扇おうぎを、くるりと回した。

「そやけど、それは守護代のときの話や。今、おまえは〈守護〉千鳥で、無理ができひん時期で、こっちの世界に余計な手出しを禁止されとるんは、わかっとるか？」

「……わかっています」

「いや、わかっとらんな。おまえは、守護代としてえらい有能やった。関東の守護代はおまえを中心にようまとまって、適てき材ざい適てき所しよで動けとった。そやけど、おまえが抜けてどうや？　おまえを中心にしとったせいで、それに特化して慣れきっとったせいで、一ノ宮はうまいこと新体制に移行でけんで、難なん儀ぎしとる」

　柏の疲れきった姿が頭をよぎった。彼は新しん幹かん線せんの中ですら、眠らずに仕事をしている。

（おれは柏に……必要以上の無理をさせている……）

　東雲の言う通りだ。千鳥が一ノ宮だったときは、関東の守護代たちはうまく回っていた。でも抜けたあとのことは、たしかに考えていなかった。

　いきなりの代替わりということもあり、引き継ぎの準備期間はどうしても足りなかった。それでも関東が機能しているのは、守護代たちが必死になってくれているからだ。

「まだ関東は新体制に慣れんで、せわしない。入って数カ月の若い守護代もおる。そんな時分に守護自身が囮になって、守護代にいらん心配や気苦労をかけるとは、守護としての自覚が余りにも足らん。まだなんもせん方がよっぽどええ。おまえは守護代としては優秀やけど、守護としての出来が悪すぎるんを反省せえ」

　千鳥自身も守護に向いていないとは思っていた。それなのに先代の千鳥から守護を引き継いだのは、三カ月であっさり辞やめるつもりだったからだ。無責任だったと責められても、反論はできない。

　でもその後、みんなと向き合うため、〈守護〉を辞めずにしっかり務つとめようと決めた。守護になりたての自分にできることは、あまりにも少ない。だから精いっぱいやれることをやろうと、そうしてきたつもりだったのだけれど……。

（気持ちだけで、空から回まわりしている……。よかれと動くたびに、みんなに迷めい惑わくをかけている）

　──こんな自分が守護でいていいのか。意味があるのか。

　最近ときどき思うようになったことが、心の中でさらに広がっていく。

「……千鳥くん？」

　気づいたら、初瀬が心配そうな眼で自分を見ていた。

　慌てて気を引きしめ直し、千鳥は東雲へ頭を深々と下げる。

「申し訳ありません。以後、気をつけます」

「返事だけはいつもええな。そやけど、口だけやいうことはいい加減俺も学ばせてもろたわ。……まぁ、少し反省しとき。この一件が落ち着くまでや」

　東雲が扇をぱちんと鳴らす。

　その瞬間、千鳥の眼に映る景色が変わった。

（……だれも、いない？）

　あれ、と瞬まばたきをしても、今まで目の前にいたはずの守護の姿がどこにもない。

「もしかして、部屋が……違う？」

　会議のために守護がいつも集まる部屋とは、色も大きさも違った。

　畳たたみ、襖ふすま、簞たん笥す、机、座ざ椅い子す……家具はとてもいい品だとわかるが、どことなく生活感がない。客間だろうかと思いながら、ゆっくり立ち上がる。

「おれだけ別室に飛ばされた……？」

　そんなことができるのかとか、いや相手は本物の神さま疑惑がある方だとか、いろいろなことが頭の中でぐるぐるしている。

　反省しろと言われた。その先が池や滝たき壺つぼとかならわかるのだが、客間のようなところということは……。

「開かない!?」

　ごくありふれた障子なのに、力をこめて引いても、ぴくりとも動かない。これはたてつけが悪いからではない。空間が固定されているのだ。

「軟なん禁きん!?　うそだろう……!?」

　もう一度手に渾こん身しんの力をこめる。でも障子は一ミリも動いてくれなかった。

「一ノ宮か若いのが外から……」

　きてくれないだろうかと期待を抱いだいたのだが、無理だと肩を落とした。

　自分が囮になるつもりだと教えたとき、柏に渋しぶい顔をされた。どちらかといえば柏は反対していたはずだ。ならこれ幸さいわいと、東雲側についてしまう。この客間はある意味とても安全だ。本物の神さまによって、絶対不ふ可か侵しんの結けつ界かいが張られているのだから。

　なら帯刀はどうだろうかと考え、すぐに無理だとため息をついた。まず帯刀はここにくることもできないだろう。心配はしてくれそうだが、神さま相手に駆け引きをして勝てるような技量はまだない。

（中之条か勢多がいてくれたら……。いや、どうだろう……!?）

　心配性の守護代たちは東雲側につく可能性がある。結局、どうにもならなさそうだとわかり、千鳥はくそうと畳に転がった。

　ようやく神隠し事件の突とつ破ぱ口こうが見えた。自分が囮になって、事件解決に貢こう献けんできそうだった。なのに東雲によって事件から遠ざけられてしまう。

（いや、おれだってよその地方に自分のところの口出しはされたくない……。でも、今はそんなことを言っている場合ではない。先手がとれるならとった方がいい）

　もう一度、丁てい寧ねいに謝ったら許してもらえないだろうか……。

　眼を閉じてどうすべきか考えていると、ゆるりと眠気に襲おそわれる。はっとして、眼をこすってみるが、日射しが入ってくるこの部屋の空気はあたたかく、睡すい魔まにあらがえない。少しだけ……と抵てい抗こうをやめたら、あっという間に意識が沈んでいった。







　小さな物音が聞こえて、千鳥はふと眼が覚めた。何時だろうと思いながら身体を起こせば、肩から黒いものがずり落ちていく。

「……悪い、起こした」

　だれかに謝られてしまい、いやいやと眼をこすった。

「寝るつもりはなかったから、……ん？　あ!?」

　落ちた黒いスーツの上着に見覚えがある。

　慌てて瞬きをしながら帯刀を探すと、すぐ近くにいた。机に勉強道具を広げている。

「なんでここに!?」

「初瀬さまが東雲さまに頼んで、俺だけ出入り自由にしてもらった。話し相手もいないと退たい屈くつするだろうし、見張りも必要、だと」

「すべき配はい慮りよはそこじゃない……って、うわ、すまん！　この上着ひどいことになってる！　帰ったら弁べん償しようする！」

　伏見稲荷大社で、千鳥の着物の火を消すために帯刀がこの上着を使っていた。

　そのときの焼け焦こげがあちこちにある。つくろうことが不可能なほどに。

「柏さんが新しいのを経費で落とすって言っていたから、別にいい」

「そ、そうか。でも悪かった……。……神さま会議がどうなったのかはわかるか？」

「近きん畿き以外は様子見のまま動くな、と命じられたらしい。どうやら相手が相手だから、東雲サマたちだけでしかけるって」

「……しばらくは出してもらえそうにないか。若いのは葉は山やまに戻らなくていいのか？」

「短期ゼミがあるから金曜日には戻る」

　それまではいてくれるということなのだろう。受験生を振り回してしまって申し訳ない。

「あと、逢束さんたちから、あとで話をしたい、って伝言を託された」

「話？　なんのことだろう？」

　もしかして説教の第二弾か、それとも気きの毒どくにという見み舞まいか。どちらにしても、退屈が紛れるのはありがたい。

「……うう、それまで暇すぎる」

「参考書ならある。好きに読め」

「絶対に理解できない自信ならあるぞ。よい子のための歴史本とかはないのか？」

　一応はめくってみようと参考書や問題集を手にとる。すると、本と本の間から開かい封ふうずみの封ふう筒とうが落ちてきた。拾い上げてひっくり返せば、模も試しという単語が眼に入ってくる。

「おまえさんの模試の結果？　見てもいいか？」

「好きにしろ」

　帯刀の許可がもらえたので、千鳥は生まれて初めて模試の結果というものを眼にする機会を得ることができた。偏へん差さ値ちとか判定とか、単語は知っていても詳しい意味はわからない。わくわくしながら小さな文字で書かれている解説を読んでみる。

「なぁ、偏差値ってどういう数字なんだ？　判定ならＡの方がいいというのは書いてあるんだが……」

　偏差値は模試の点数とは違う数字だ。大事な数字なのか、どの教科にも書かれている。

「優しい問題ばかりのときの八十点と、難しい問題ばかりのときの八十点は、同じ数字でも意味が違う。だから全体の中でどのぐらいできていたかという『偏差値』に置き換え、テストの難なん易い度どに左右されない数値にして学力の目安に使っている」

「へぇ……。偏差値はどう見たらいいんだ？」

「五十が平へい均きんと思えばいい。高いほど出来がいい」

　なるほどと頷いて、千鳥は改めて帯刀の模試の結果を見る。説明されても見慣れないものなので理解しきれていないが、いい結果なのではないだろうか。

「がんばっているんだなぁ」

　志望校の判はん定てい欄らんには、聞いたことのある大学名も記されている。守護代に招まねき入れるときに行った帯刀の身しん辺ぺん調査の報告書に、成績も良好だったと書かれていたから、高時給である守護代のバイトが受験の助けになっているというのなら、本当によかった。

（志望先の大学名と……前期後期の意味ならわかる。あとは学部……おや？）

　志望校成績の欄を横に眺めていくと、統とう一いつ感かんのない部分がある。

　帯刀に訊いてみてもいいのだろうかと迷ったが、まあいいかと踏みこむことにした。もし触ふれられたくない部分なら、模試の結果をとり上げて話を打ちきってくるはずだ。

「もしかして、若いのは進路に悩んでいるのか？」

　千鳥は模試の結果をひっくり返し、帯刀に志望校成績の欄を見せる。

「……大学受験といっても、高校二年時には文系と理系に分かれているし、あとは自分の偏差値に合ったところを受験するだけだ。悩めるほどの選択肢はない」

「でも学部がばらばらだ。大学に行ったあとのこと、あまり考えていないのか？」

　問いつめたら、帯刀のシャープペンの芯しんがぱきんと音を立てて折れる。

　そして気まずそうな顔になり、ため息をついて、ノートの上にシャープペンを置いた。

「今は……特になりたいものはない。就しゆう職しよくがしやすい学部に入って、公務員試験を受けて、落ちたら企き業ぎよう就職する」

　はっきりと言葉にしながらも、視線を合わせてこない。

　帯刀は真ま面じ目めなのだろう。進路が定まっていないまま大学受験することを、どうやら気にしているようだ。

「そうかそうか。ならおおいに悩めよ、今の若者の特とつ権けんだ。おれが生まれたときは、進路に悩めるような時代ではなかったからな。職業は生まれでほとんど決まっていた」

「贅ぜい沢たくな悩みだと馬鹿にしないのか？」

「するわけないだろ。特権は時代で移り変わる。長く生きて、この眼で見てきたからな」

　たとえば、と千鳥は障子を見る。そこから東とう京きようの空に思いをはせた。

「おまえさんは空気が澄すんでいる東京を絶対に歩けない。東京の夜空に天あまの川がわがかかっているのを見ることができない。友人と、好いたものと、かつては当たり前に存在したものを感じることはできない。それはあのころの若者の特権だった」

　あの時代に生きたからこそ、手に入ったものがある。かつての学生と今時の受験生である帯刀の特権は、違っていて当然だ。

「今の若者の特権があるなら使えばいい。おれには声をかけてやったり、今みたいに話を聞いて一緒に悩んでやったりすることぐらいしかできないが、いつでも傍にいるから」

　帯刀の前では、頼りになる年上でいたい。困ったときは遠えん慮りよしなくていいぞと笑えば、なぜかため息をつかれた。

「あんた……いや、もういい、俺も学習した。……特権を使う使わないの前に、まずは大学合格だろ」

「あーっと、センター試し験けんだっけ？　なんかその辺り、すぐ制度が変わるから」

　毎年ニュースで大変そうなことを思い出す。当日はてるてる坊主をつくろうと言い出せば、帯刀は馬鹿じゃないのかという冷さめた眼で見てきた。けれど、いつもよりほんの少し優しい眼だった気もした。







「千鳥さま～監かん禁きん生活はどうですか～？」

　だらだらとしていると、逢束が障子の向こうに現れた。

　千鳥は帯刀に借りた日本史の参考書を閉じ、立ち上がる。

「そっちから開けられないか？」

「無理むり、東雲さまの結界を破るなんて偉い業ぎよう、中国地方にいてもできないって」

　けらけらと明るい声で否定され、だよな……と力なく同意する。

　きっと逢束はご機き嫌げんうかがいにきてくれたのだろう。今はそれだけでも嬉しい。

「──千鳥くん、身体の調子はどう？」

　初瀬の穏やかな声が聞こえる。いつの間にか、障子に映る影がもう一つ増えていた。

「身体は大丈夫です。……その、おれはいつ出してもらえそうですか？」

「東雲さんは一段落するまで、と言っていたね。聞いたかもしれないけれど、千鳥くんが突破口を開いてくれたおかげで、東雲さんとその守護代くんたちで、罠わなをしかける予定だよ。私たちは自分の地方で大人しくしていろと言われて帰るところ」

「そう、ですか。わざわざありがとうございます。今回は本当にお世話になりました」

　囮作戦が終わるまで、どのくらいかかるのだろうか。手伝えることがあるなら手伝いたい。けれどこうやって手伝いたいと考えてしまうところが、守護らしくないと言われる原げん因いんなのだろう。

　見ているだけというのは、どうしても落ち着かない。慣れなくてはいけないとわかっていても難しい。──できることがほしい。役に立つことで、ここにいてもいいのだと自分を許したい。

　つい黙りこんでしまえば、初瀬が優しい声で慰なぐさめてくれた。

「東雲さんにずいぶんきついこと言われていたけれど、千鳥くんは気にしなくていいよ」

「いえ、本当のことです。……もっと守護としてしっかりしないと……」

「千鳥くんならすぐしっかりする。そうなったら私はつまらないな。先代の千鳥くんに、後任の千鳥をよろしく頼むって言われてるのに」

「先代さまに……？」

　恥ずかしくなって頰ほおが熱くなる。その通りで、とても迷惑をかけてしまった。本当に先代さまには頭が上がらない。

「そうだ、ちょっと昔話をしようか。私はね、守護代みたいなことをしていた時代、腰こしに大た刀ちをつるしていた。そのせいか、左に少しだけ身体が傾いてしまうくせをつくってしまったんだ。守護になって丸まる腰ごしですごすようになっても残ったんだよねぇ」

　これ長くなるのかな、と思いつつ、千鳥はとりあえず黙って初瀬の話を聞いておく。

「足あし駄だがいつも左足の方だけすり減るのが早くて、どうやら姿勢が悪いみたいだぞと気づいてから直すように意識していたんだけど……長年のくせはなかなか抜けないね」

「……わかります」

　千鳥は守護代のときのように、真っ先に厄やつ介かい事ごとへ飛びこんでしまうくせがある。

　初瀬は自分の昔話にたとえて、だれにでもあることだと言ってくれた。

「ゆっくりやろう。千鳥くんにはその時間がある」

　あたたかい慰めの言葉に、そうかなとほんのわずかに笑う。

　だったら、早くしっかりしたい。先代さまのような守護にならなければ、ここにいる意味はないのだから。

「東雲さんって顔はいいけれど、人の気持ちはちっともわからない方だからね。昔っからそう。でも千鳥くんを心配しての暴ぼう挙きよなのはたしかだよ」

　初瀬から暴挙という言葉が出てきて、はらはらしてしまう。

　東雲に次つぐ年長者なだけあって、初瀬は思ったことを遠慮なく言い放っていった。

「今回の件は、先代の千鳥くんに頼まれたこともあって、私自身も思うところあって、千鳥くんが囮になることに賛さん成せい。決め手は、無事に戻ってくる可能性がとても高いから。どこに連れて行かれるかはわからないけれど、千鳥くんは前線での経験が豊富で、なにより器用だ。無理せず情報を持ち帰る役目に適している」

「ありがとうございます。……でも、東雲さんは」

「守護は力なきもののためにいる。東雲さんは千鳥くんかわいさに、そのことを忘れているんだろうねぇ。でもたしかに今の千鳥くんは、その力なきものに入っちゃうけど」

　自分もそう思って囮役に立りつ候こう補ほしたのだが、守護の仕事ではないと怒られてしまった。もし守護代のときなら、と意味のない想像をしたくなる。

「大丈夫、叱しかられる役は私が引き受けよう。謹きん慎しんぐらいは覚かく悟ごの上だから、遠慮なくどうぞ。夜になったら決行ね。ぱぱっと片付けて、役に立ったぞって元気を出して」

「……は？」

　なにが遠慮なくなのか、決行なのか、片付けるのか。千鳥は意味がわからず聞き返す。

　すると逢束が代わりに説明をしてくれた。

「あとで出してやるよ。初瀬さまはこの一件にさっさと決着をつけたい、だとさ」

「本当か!?」

「そこの帯刀くんも協力してくれた。実はもう関東から人を呼んでもらってる」

　思ったよりも大がかりな話になっているらしい。

　振り返れば、連絡をとっただけだと帯刀が教えてくれた。

　これは正座での説教で終わらないぞと心配になってきたが、初瀬が矢や面おもてに立ってくれるのだから、自分が怯ひるむわけにはいかない。慌ててよろしくお願いしますと頭を下げた。

　初瀬と逢束の足音が聞こえなくなってから、千鳥は黙もく々もくと勉強に励はげむ帯刀にさらなる説明を求める。

「おまえさん、だれと連絡をとったんだ？」

「初瀬さまの希望で、中之条さんと勢多さん。おれはスマホを貸しただけ」

「うわ～……一ノ宮はこのことを知っているのか？」

「『柏くんは絶対反対だから内緒に』と初瀬さまが電話で言っているのは聞いた」

　中之条は千鳥の護ご衛えいとして、勢多は千鳥と縁えんの深い陰陽師だからという理由で選んだのだろう。勢多は陰陽師としてはいまいちだが、千鳥の持ちものを使ってあとを追うことはできる。

「あとでみんな一ノ宮に怒られるな」

「だろうな」

「若いのは反対しないのか？」

　初瀬がなぜ千鳥を囮とする作戦にここまで乗り気になったのかはわからない。思うところがあると言っていたから、利害が一いつ致ちしていることだけは理解できた。

　けれど帯刀はどうだろうか。こういうときは、どっちつかずにして、面倒事に巻きこまれたくないと一歩引くはずだ。

「俺は安全の確かく率りつが九十九パーセント以上なのに、監禁なんて馬鹿らしいと思っただけだ」

　数字で判断しただけと帯刀は説明する。それに、ともう一つ理由をつけ加えた。

「守護や守護代は力のないものを守るのが仕事だと、最初に教えられた。なのに個人的な感情で守護を安全なところに押しこめて仕事をさせないなんて、本ほん末まつ転てん倒とうだろう」

　東雲に対しても、帯刀は容赦ない。気持ちがいいほどはっきりしている。

「その通りだ。守護や守護代は他にできないことをするから大事にされるだけで、なにもしないで大事にしてもらえるわけではない。おれは、守護として役立つ必要がある」

　心配されたら嬉しい。でも千鳥は心配されることを仕事にしているわけではない。力なきものを守るために存在している。……だから、居場所が与えられたのだ。

「なぁ、安全の確率ってどんな計算で出したんだ？」

　また難しいことを考えたんだなと感心しながら質問すると、帯刀は計算方法を真面目に解説してくれた。

「仮に捜しているだれかが一人だとする。今の日本の十歳未満の子どもの数は約一千万人。柏さんに訊いたら、視る力のある子どもは、最近は千人に一人ぐらい。成長するにつれて能力を喪そう失しつするらしいから、平均値をおおよそでとって一万人に一人とした。だとすると視る力のある子どもは、ざっと千人ぐらいだ。千分の一をパーセントに直すと……」

「おれが悪かった。なにを言っているのかさっぱりわからん……！」

　千鳥の頭の中でゼロがいくつも飛んでいる。

　帯刀はかなり乱らん暴ぼうな計算だったと言っているが、まったく理解できなかった。







　千鳥との話を終えた初瀬は、逢束を連れてのんびり廊ろう下かを歩く。

　かつてこの屋敷で暮くらしていたこともあったので、道案内はいらない。

「千鳥くん、なんだか情じよう緒ちよ不安定っぽいから気になるなぁ。囮役が終わったら、また元気を出してにこにこしてくれたらいいんだけど」

　心配だねと呟く初瀬に、逢束は驚きで足を止めそうになった。

「気づいていたんですか？」

「ひどいな。私はそんなに鈍くないよ」

　初瀬の『思うところ』はこれだった。だからせめて帯刀を千鳥の傍に置いてくれと頼んだ。一人にさせると、千鳥の気持ちは沈んでいく一方だろう。

「なんとなく原因と対たい処しよ法はわかるからね。発ほつ端たんは神さま会議の欠席かな。役に立つということを示して居場所を確保していたのに、その力をなくしたら、居場所がなくなるって不安にもなるよねぇ」

「もうとっくにあるでしょう、居場所。気づかないとか鈍すぎじゃないです？」

　呆れたやつ、と逢束は呟く。初瀬はこらこらとたしなめた。

「さっき言っただろう？　『長年のくせはすぐに治らない』って。いきなりは無理。あんな風に不安になるから、ゆっくりとね」

「気が長いですね、初瀬さまは」

　俺は無理ですと言う逢束に、初瀬は苦笑してしまう。

「一ノ宮はせっかちだねぇ」

「そうです。だから俺たちは足して二で割ってちょうどいいんですよ。さぁ、東雲さまを出し抜くなんて馬鹿なこと、さっさと終わらせましょう」

　説教ですむかなぁと初瀬が呟けば、無理でしょうねと共きよう犯はん者しやの逢束が笑った。










　外が暗くなり、夜が訪おとずれる。千鳥は虫の鳴き声を聞きながら、初瀬たちがどうしているのかが気になって、ぼんやりと障子の向こうを見続けていた。

　陽の光、虫の声、そういう外の情報は入ってくる。ということは、東雲の結界はかなり複雑なものだ。空間を切りとって完全に閉じたわけではない。

　空気の流れのない真まっ暗くら闇やみにしなかったのは、東雲なりの気遣いだろう。そういうところに置かれた人間は、正気を長く保つことが難しい。

（庭の松まつ虫むし　音をとめてさえ　もしや来たかと　胸さわぎ……か。逢束はまだかな？）

　じゃり、という小石を踏む音が聞こえた気がした。立ち上がって障子の前で様子をうかがうと、逢束ではなく、中之条の姿が障子に映る。

「ご隠居、こんばんは。なんだか面倒なことになっていると初瀬さまから聞かされましたよ。大丈夫ですか？」

「おれは大丈夫だ。巻きこんですまん。どういう手はずになっている？」

「初瀬さまが東雲さまをこの屋敷から引き離しました。ご隠居を連れて、伏見稲荷大社に行けと言われています」

　中之条の手にあるのは、おそらく日本刀だ。わざわざ本物を葉山からここまで持ってきたのだろうか。

「この結界をどう破るつもりだ？　関東の守護代は関東外での記憶再現が不可能だろう？」

「大丈夫です。初瀬さまから『雷らい切きり』をお借りしました」

　中之条が親指で刀の鐔つばを持ち上げる。するとぱちんという音と共に、光が四方に散った。

　その一つが千鳥の頰まで走り、小さな痛みをもたらす。空気がぴりぴりとして、髪かみの毛がふわりと逆立った。障子に映る中之条は、青白く光って見える。

（……これはまたすごいのを持ってきたな）

『雷切』は、豊ぶん後ごの戦国大名である大おお友とも氏しの家か臣しん『立たち花ばな道どう雪せつ』が雷らい神じんを斬きったことから命名された太刀である。

　中国地方の守護である初瀬は、この京都の地では神さまの力を使えないため、雷切を再現することはできないはずだ。いやそもそも、雷切は九州地方に存在した太刀で、中国地方の守護である初瀬は、その記憶を管理していない。ということは……。

「……本物の雷切を持ち出したのか？」

「いや、これは再現です。初瀬さまは御巫シヤーマンで、ただの日本刀に雷切の力を再現するぐらいならどこでもできる……と逢束さんが言っていました」

　奈良時代生まれの、東雲に次ぐ年長者である〈守護〉初瀬。

　千鳥や逢束の生まれた戦国時代よりも遙かに古い時代から生きている初瀬は、神話の残り香がが漂ただよう中で育ったのかもしれない。

（初瀬さんは神さまとの契けい約やくなしでもこの力か……。おれは最強の守護代と言われていたが、実際は守護の方々の元々持っていた力の方が、間違いなくおれより強い）

　千鳥は守護と契約しないと、大した力は使えなかった。自力でできるのは、勢多に習った初歩の陰陽術と、先代さまから教えてもらった神しん道とう系けいの技を少々、あとはかじっただけの道どう術じゆつぐらいだ。

「ご隠居、俺から見て、部屋の左奥で待っててください。坊主、ご隠居を庇かばえよ」

「わかった」

　机の上を片付け終えた帯刀と共に、部屋の左の奥に移動する。

　その間に、鞘さやに納めたままの刀を左手に持った中之条は、庭で呼吸を整えた。

　一度息を吐ききってから、左足の先に力を入れて後方に引き、ぐっと重心を下げる。身体に気を巡めぐらせ、柄つかを握にぎる。息を吸いこみきる直前、左手の親指で鍔を押し出し、鞘から刃やいばを滑すべらせて加速させる。

　──抜き放たれた刃の流れと共に、空間が裂さけた。
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　音はなかった。いや、音も切り裂いたのだ。

　心しん臓ぞうを冷たいもので撫でられたような、そんなひやりとした感かん覚かくに千鳥は襲われる。

　警戒しろ、ここは危険だと、守護代時代の自分が叫んだ。

「……斬れましたかね？」

　鞘の中に刃を納めた中之条が、切れ味に驚きながら千鳥に確認する。

　千鳥はようやく止めていた息を吐き出し、速くなっている心臓の音をなだめながら結界を確認した。

「むしろ斬りすぎたぐらいだ。東雲さんの結界をあっさり破るなんて、なんという……」

　ぞっとした千鳥は、鳥とり肌はだがたった腕をさすりながら、障子に手をかける。今度は力をこめなくてもあっさり開いてくれた。中之条が置いてくれた下げ駄たをはき、庭に出る。

「初瀬さんの雷切は、本人の手を離れてからどれくらい持つんだ？」

「十五分が限度だそうです。初瀬さまが手にしても長くは維い持じできないと聞きました」

　中之条の手にある、存在するだけで空気さえも切り裂くほどの鋭するどさを持つ『雷切』が、静かになりつつある。青白い輝かがやきが薄くなり、ただの日本刀へ戻っていった。

「急ぎますよ。結界を破ってからは、時間との勝負です」

　千鳥は革かわ靴ぐつをはいた帯刀と共に、中之条のあとに続いて庭を走る。屋敷の裏口から出ると、車が待っていた。運転席では勢多がハンドルを握っている。

「はい乗って乗って～。伏見稲荷大社に急ぎますよ！」

　後部座席に乗りこめば、帯刀の弓と矢や筒づつが置いてある。どうやら中之条か勢多のどちらかが葉山から持ってきたらしい。

「おれを伏見稲荷大社まで送ったら、おまえさんたちはどこかで時間を潰つぶして朝一で関東に戻れ。初瀬さんには申し訳ないが、手を貸さなかったふりをして……」

　帯刀は仕方ない。千鳥に無理やりやらされたと言わせて、軽く叱られるぐらいで勘かん弁べんしてもらおう。でも中之条と勢多は叱られるだけで終わらない。

「自分で決めたことです。俺はだれかに言われて決めたんじゃありませんよ」

「そうそう。初瀬さまから話は聞きました。だからいいんです、オレもやりたくてやってるので、叱られるところまでつきあいますって」

　二人は初瀬とどんな会話をしたのだろうか。聞いても答えてくれない雰ふん囲い気きなので、あとで初瀬から聞き出してみよう。

「末っ子、弓と矢に霊れい符ふを貼はっておいた。あちらの世界にも少しぐらいなら干かん渉しようできると思う。でも期待はするなよ」

「どうも」

「ご隠居、一応オレと末っ子が離れたところからついていきます。危険だと思ったら合図してください。あと、この霊符に血を一いつ滴てき。転嫁の術に使います」

「わかった」

　勢多との簡単な打ち合わせを終え、他にやっておくことはないかと頭の中で指を折ったとき、そうだと思い出して帯刀に確認をとった。

「……若いの、昼間の伏見稲荷大社で尻尾だけが白いカラスもどきを視たか？」

「カラスがいたのは覚えている。でも尻尾までは覚えていない」

「そうか、視たかもしれないんだな。今度は眼を合わさないように気をつけろよ」

　伏見稲荷大社につくと、千鳥は勢多と帯刀と共に車を降りた。

　三人で一の鳥居のところまで歩き、一旦立ちどまる。千鳥はここまででいいと言い、帯刀の腰の辺りを軽く叩いて行けと促した。

　夜の伏見稲荷大社は、参さん拝ぱい客きやくがまばらにいるだけだ。灯あかりこそあるが、山の暗闇は消しきれない。異空間に迷いこんだかのような、不思議な雰囲気が漂う。

「さてと……あのカラスもどきはどこかな？」

　きょろきょろと周囲を見ながら本殿に向かったのだが、あの使役霊は視えない。千鳥のかつんかつんという下駄の音だけが響く。

（……若いのも、あのカラスを視ていたかもしれないのは不覚だった。なら万が一ということもある。なにかあったとき、あのお守りがあれば若いのを絶対に守ってくれる）

　帯刀の腰を叩いたときに、帯刀のポケットの中に東雲からもらったお守りをそっとすべりこませておいた。カラスを視ていたのなら、次の神隠しの被害者が帯刀になるという可能性もある。守護代になりたての帯刀を、そこまでつきあわせるわけにはいかない。

「さてと、誘いこむか。おれは割と神道系との相あい性しようがいいから、祝詞のりとでも唱えるかな」

　念のために、最近は東雲からもらった鈴も持ち歩くようにしている。それを袂から出して指に引っかけ、ちりんと鳴らして魔を祓はらい、眼を閉じた。

　これでも土地神だ。神に捧ささげる祝いわいの言葉には力が宿り、言こと霊だまで存在を主張できる。

「かけまくも畏かしこき　祓ひ清めて招き奉まつり坐ませ奉る」

　おれに気づいてくれよと願い、もう一度ちりんと鈴を鳴らす。

「御み前まえに　かしこみかしこみも白まをさく　高き尊とうとき恩頼みたまのふゆを仰あおぎ奉り　忝かたじけなみ奉り

　東の千鳥　上のぼりきて　あめつちほしそら　やまかはみねたに　くもきりむろこけ

　捧げ奉り　斎ゆまはり清まはり　事の由よし告つげ　拝をろがみ奉る

　恵み幸はね給たまへ　平けく安けく　聞こしめせ」

　千鳥の声が空気を震わせ、波は紋もんをつくる。その波紋は静かに広がっていく。

　だんだんと周囲の虫の声が遠ざかっている気がした。

「──かしこみかしこみも白す」

　鈴を鳴らしてから、千鳥は閉じていた眼を開ける。

（成せい功こう……したのか……？）

　どうなったのかを、左右を見て確認してみる。すると、ぼっと炎の燃えさかる音が聞こえた。

　──狐きつね火びが千本鳥居の左右に現れている。

　それは次々に、招くかのように奥へ灯っていった。

「こいってことか？」

　深呼吸をしてから、ゆっくりと千本鳥居に向かう。

　近くにいたはずの勢多と帯刀の気配は感じない。もしかしたらすでに勢多たちからは自分の姿が消えているのかもしれない。

（犯人はやはり、神さま関係……？）

　狐火といい、千本鳥居といい、本物の神さまが関わっているとしか思えない。この東雲のお膝元である京都で、一体、なにが起こっているのだろう。

「手がかりを得られたらいいんだが……」

　帯刀いわく、戻ってこられなくなる確率は一パーセントにも満たないらしい。

　ならさっさと行って帰ってきて、初瀬と共に説教をされよう。行ってみたけどわからなかったのなら、また別のやり方を考えればいい。

　千本鳥居をくぐり続け、上を目指す。途中でふうと一息ついて、顔を上げたら、いつの間にか鳥居の奥に真っ暗な空間が広がっていた。

「……だれか、いるのか？」

　声をかけてみるが、反応はない。進んだ方がいいのか、わからない。ここで立ちどまって少し様子を見てみようと思ったとき、不思議な気配を感じて振り返る。

「おやまぁ、あのカラスか。昼間ぶりだな」

　尻尾だけが白いカラスが千鳥の肩に舞い下りてきた。

　カラスは人ひと懐なつっこく千鳥に頰ずりし、こっちへこいと言わんばかりに飛び立って鳥居をくぐって行ってしまう。

（これはおれも行くしかないな）

　覚悟を決めて、千鳥も最後の鳥居をくぐる。

　途端、世界がゆがんだ。

　羽はばたきの音と共に、うしろからだれかに抱きしめられた。正体をたしかめるために身をよじれば、視界の端はしで黒い羽根がひらひらと落ちていく。ひやりとした手が、咎とがめるように千鳥の眼を覆う。

　ちりんという鈴の音が聞こえたのを最後に、意識を手放してしまった。
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　──だれかが近くで話している。

　覚かく醒せいを促うながされた千ち鳥どりは、重いまぶたをわずかにこじ開けた。

　ここは木目ばかり見える空間だ。伏ふし見み稲いな荷り大たい社しやで見ていた光景とはまったく違う。

（……部屋？　ここは……どこだ？　おれはどうなったんだ？）

　尻尾しつぽだけが白いカラスもどきがいた。そのあと、だれかに触ふれられて神かみ隠かくしをされたかもしれないところまでは覚えている。

　これまでの神隠しでは、どこかに連れて行かれてから一時間程度で戻されていた。今は神隠しからどれぐらい経たっているのだろうか。

（伏見稲荷大社に戻ってきたという雰ふん囲い気きではないな……）

　硬かたいところに寝かされている。──というより、放置されている。

　だれかいませんか、と言おうとしたとき、怒りに震ふるえる声が響ひびいた。

「……これは怪け我がをしたみどりこではなく、あの男の眷けん属ぞくではないか」

「そうみたいだねぇ」

「なぜわざわざここに連れてきた!?　すぐに帰せばいいだろう!?」

「神さまっぽかったしさ、私だけで判断していいのか迷ったから、念のためにってね。やっぱりお捜さがしの数千年ぶりに生まれた『みどりこ』とは違ったみたいだけれど」

　怒っている男の声と、おもしろがっている男の声が揉もめている。鳥の羽はばたきのような音もときどき混じる。

　おもしろがっている方は東しの雲のめ並みにいい声だとうっとり聞き惚ほれそうになり……いかんいかんと自分を叱しかる。そういう場合ではない。

「でもさぁ、ちょっと考えてみてよ。この子、あの男のお気に入りだよ。眷属にするぐらいなんだから。みどりこのために、預あずかっておいた方がよくない？」

「……人ひと質じちということか？」

「うん、そういうこと。あの男はみどりこでも容よう赦しやはしなかったようだしね。でも身内になら甘くなるかもしれないだろう？」

　いざとなったら交こう換かんに使えると、おもしろがっている声の主ぬしはとんでもないことを言い出した。

「だがあの男の気配がまとわりついているのが気にくわない。お前が預かれ」

「もちろん。遊んでもらいたかったしね」

　何度も出てくる『あの男』という名めい称しよう。なんとなくだが、『あの男の眷属』が自分なら、『あの男』は東雲のことではないだろうか。

（しかし、だとしたら、東雲さんはよほど恨うらまれていないか……？）

　昔、なにがあったのかは、土地に刻きざまれた記き憶おくを視みればわかるのかもしれない。

　でも千鳥にはまだその力がない。それに知らない方がいい話もたしかにある。

　おもしろがっている声の主は、怒っている男を見送ったあと、ばさばさという羽ばたきの音を響かせながら、千鳥に近寄ってきた。

「ねぇ、さっきから起きてるでしょう？　おはよう」

　よくわかったなと感心しながらも、千鳥は無言で身体からだを起こした。衣服の乱みだれを軽く直しつつ、声の主をまじまじと見つめる。

　尻尾だけが白いカラスがこちらを見て、かわいらしく小首を傾かしげてくれた。

（いつもならあやかしだと思うが……神隠しできるような力の持ち主となると……）

　おまけに、このカラスの気配は東雲によく似ている。つまり、そういうことなのかもしれない。

「身体はどう？　連れてくるときに酔よってしまう子がいるんだよね」

　別の世界に繫つながる道を通ったのだと遠回しに教えられた。

　そんなことができる相手にうかつなことは言えない。千鳥は慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「特に問題はありません」

「よかった。ああ、そうだ、名前を呼んでも平気？」

「……名前？」

「あの男が君を呼ぶときの名前。一応ね、言こと霊だまで縛しばったらまずいかなって。あの男、激げき怒どしそうだし」

　やはりあの男は東雲で正解のようだ。おまけに、このカラスもどきはこちらの事情をある程度は理解しているらしい。

「大丈夫です。『千鳥』は役職名ですから。……おれは、あなたのことをどう呼べば？」

「教えてもいいけど、呼びにくいだろうから『カラスさま』でいいよ」

　このカラスもどきが本物の神さまだとしたら、名前がやたらと長いはず。やはりそういうことなのかと緊きん張ちようが増した。

（せっかくだし、あれこれと本物の神さま事情について訊きいてみたいが、触れていいものなのかは迷うな。それに、『誘ゆう拐かい』されたときに知りすぎるのはよくない）

　自分の好こう奇き心しんを満たすよりも大事なことがある。千鳥は現状を把は握あくするため、気合を入れ直した。

「カラスさま、ここはどこですか？」

　神社の境けい内だいだということは見ればわかる。だが、現世から切りとられて異空間になっているようだ。

「根の国の入り口だよ。きみが『みどりこ』だったら、鏡かがみを使って根の国に一時的な保ほ護ごを頼む予定だった。ほら、大おお国くに主ぬしもお兄さんに襲おそわれたとき、根の国に保護してもらっただろう？」

　神話に出てくる、日本をつくったとされる神である『大国主』。

　彼にまつわる物語はあまりにも有名で、千鳥も知っていた。

『大国主』の兄神たちはとある女神に求きゆう婚こんしたが、女神は大国主を愛していると言ったため、兄神たちは大国主を二度も殺してしまった。

　大国主は母神のおかげでそのたびに蘇よみがえることができたのだが、三度目の殺害をおそれた母神が一時的に根の国に身を寄せることを提案した──……らしい。

（根の国って、黄よ泉みの国のことでよかったよな？　それで、東雲さんが『みどりこ』を襲った……ということなのか？　神隠しは『みどりこ』の保護を目的として行っていた？）

　なんだかわからないことだらけだ。とりあえず、と千鳥は気になるところを尋たずねる。

「みどりこ……というのは？」

「生まれたばかりの神さま。『嬰みどり児こ』さ」

　最後を濁だく音おんにしてくれと言いたい。答えはとても簡単だった。

「あの方が、そんなひどいことをするようには思えませんけれど……。その、なんならおれから保護できるように頼んでおきますし」

　それこそ土地神である〈守しゆ護ご〉の仕事ではないだろうか。

　みんなで足どりを丁てい寧ねいに追えば、すぐに幼おさない神さまの居場所がわかる。

　だから返してもらえないだろうかと見上げれば、カラスさまにカァと馬ば鹿かにしたように笑われてしまった。

「甘いよ。私たちはあの男のせいで葦あし原はらの中なか津つ国くにから追い出されてしまった。だから高たか天まが原はらへ行くか、根の国へ行くか……それともあの男の管かん理り外がいとなった神社に住むか、どれかを選ぶことになる。あのときの約束を破ったら、あの男は容赦しない」

　ついていけないほど、神話の中の単語が大量に出てくる。

　日本を意味する『葦原中津国』や神々が住む地といわれている『高天原』はわかるが、そこが限界だ。そうですか以外の返事が出てこなかった。

「あの男は私たちが嫌きらいだし、私たちもあの男が大っ嫌いだ。だからみんな慌あわててあの約束を知らない『みどりこ』を捜しているんだよ。ひどいことをされないようにね」

　語り継つがれなかった神話の続きを、今ここで垣かい間ま見みた気がする。

　正直、関わりたくないし関わってはいけないだろう。

　とにかく少しでも早く戻って、東雲に状じよう況きようを説明して……この顔でひどいことをしないであげてくださいと言えば、もしかしたら自分も多少は協力できるかもしれない。

「私は高天原があまり好きじゃなくてね。かといって、居場所がないって嘆なげいて根の国に行くのも嫌いやだし。だからあちこちの神社を渡り歩いて、ふらふらしていたら、先月の終わりにみどりこを捜すのを手伝ってほしいと頼まれちゃって」

「……それで、神隠しを？」

「うん。神さまとしての自じ覚かくがないみどりこだと、周囲を見てうっかり『自分も人間』っていう言霊を使うかもしれない。そうなったら、私たちがちょっと見たぐらいでは判別できなくなるんだよねぇ。だからこちらに連れてきて、ゆっくりたしかめているんだ」

　飛んできたカラスさまが、千鳥の肩かたにとまる。

　耳元に、優しいけれど強制力のある声が吹きこまれた。

「質問に答えてね」

　はい、と千鳥は思わず頷うなずいていた。

　強力な言霊に、もしかしたら普ふ段だんの東雲は手加減をしているのかもしれないと気づく。

「前に浅あさ草くさ神じん社じやにいたね」

「……長生きしているので、何度か行ったことが」

「ついこの間だよ。瞬まばたきぐらいの前。千鳥が必死だったから、眷属を使って子どもの場所を教えてあげたんだ」

　神隠しにあった子どもを発見する前、カラスが飛んできた。まるで千鳥を子どもの元へ導くように飛んでいったカラスのことは、よく覚えている。

「千鳥たちはそこまで心配しなくてもいいんだよ？」

　カラスさまが羽を広げ、くちばしで毛づくろいを始めた。

「神社にいると、ときどき視る力を持つ幼い子がくる。でもね、親が心配するから長くは遊ばない。そのぐらいの分別は私たちにもあるからね。……だからこんな風にだれかとのんびり話すのは、とても久しぶりなんだ」

　まずいなと千鳥は瞬きをする。

　よく似た気配を、声を持つ人を、知っている。……寂さびしがり屋の守護の東雲だ。

　──神さまに気に入られてはいけないよ。

　そんな風に、先代さまに忠ちゆう告こくされたことがある。

　東雲のことかと思っていたのだが……もしかして、東雲ではなく、別の……。

「さぁ、遊ぼうか、千鳥。親がいない君なら、帰らなくても大丈夫だろう？」

　──こうしてこうすりや　こうなるものと　知りつつこうして　こうなつた。

　まさにこのことだと、千鳥は自じ業ごう自じ得とくにため息をついた。










「戻ってこんやと!?」

　初はつ瀬せと出かけた東雲は、張っておいた結けつ界かいが破られたと気づき、急ぎ屋や敷しきに戻ってきた。

　屋敷の中の記憶を確認すると、中なか之の条じようが雷らい切きりで結界を破り、千鳥と帯たて刀わきが部屋を出た。会話から初瀬が首しゆ謀ぼう者しやだとわかり、どういうことだと問いつめ──……今は大おお騒さわぎである。

　みんなと共に嵐あらし山やまの屋敷に戻ってきた帯刀は、他ひ人と事ごとのようにこの騒そう動どうを見守っていた。それは自分に関係ないと本気で思っているからではなく、みんなの力関係やこの事じ態たいの前ぜん代だい未み聞もんさの具合がよくわかっていないからだ。

「……帯刀くん、柏かしわが到着した。俺が事情を話すから」

　逢おお束つかが怖いこわいと言いながら、柏を出で迎むかえに行く。

　千鳥が消えてから二時間半後、新しん幹かん線せんの終しゆう電でんにぎりぎり間に合った柏は、スーツ姿ではなく、連絡を受けてとりあえず飛び乗りましたという身軽さで現れた。

「お疲れさん、わざわざ二度もどうも」

「こんばんは、逢束さん。で、僕はどなたに詳くわしい話を聞けばいいんですか？」

　柏が知っているのは、東雲からの電話で『千鳥が結界から抜け出した』ということと、少し前の初瀬からのメールで『緊きん急きゆう事態かもしれない』ということだけだ。

「俺が説明する。といっても、大した話じゃない。柏が帰ったあと、俺たちが千鳥さまを連れ出して、囮おとりになってもらった。転てん嫁かの術もかけておいたし、いざというときに備そなえて護ご符ふも持たせた。伏見稲荷大社の千せん本ぼん鳥どり居いの前で姿が消えたところまでは予定通りだ。でも二時間半経った今、まだ戻らない」

「……状況はわかりました。で、中之条と勢せ多たは？　いるんですよね？」

　まだ柏にその話をしていないが、どうやら気配でいることを察知したらしい。

　怖い人だな、と改めて感じた帯刀は、いつの間にか身体を強こわばらせていた。

「今回のことは初瀬さまと俺が悪い。その二人を言いくるめて呼び出したのも俺だ。頼む、部下を叱らないでくれ」

　逢束はもう一度悪かったと言い、頭を深く下げる。

　柏の表情は変わらなかったが、眼から感情が消えていた。怒っていると気づき、帯刀は覚かく悟ごを決めて口を開く。

「──俺が、中之条さんと勢多さんに連絡しました」

　頭を下げ続けていた逢束が、おいと咎とがめるような視線を帯刀に送ってくる。

　だがその優しさに甘えたくはない。自分の不始末を自分で片付けるのは当然のことだ。

「初瀬さまの頼みを断って、逆に柏さんに相談することも連絡することもできたのに、そうしなかったのは俺自身が決めたことです。俺の協力がなければ、千鳥さまが連れて行かれることはありませんでした。俺の責任です、すみません」

　帯刀は逢束の前に出て、頭を下げる。

　柏は自分に甘いというようなことを千鳥が言っていたが、そうでもない。この人は最年少でお客さまな守しゆ護ご代だいという意味で、少々優しくしてくれているだけだ。

（……一発殴なぐられるだけですむか？　そもそも俺は前科一いつ犯ぱんだしな、甘すぎる考えか）

　前に一度、帯刀は千鳥に庇かばわれたことがある。その際に千鳥は神さまの力を使ってしまい、記憶の中をさまようことになった。あのときは不ふ可か抗こう力りよくも混じっていて、仕方ないと柏に慰なぐさめられたが、今回は違う。自分で決めたことだ。初瀬の提案に賛さん成せいし、加か担たんした結果、千鳥はまだ帰ってこない。

（よく歯を食いしばれと聞く……）

　殴られる経験はこれが初めてになる。黙だまって柏の怒りを待っていたのだが、なぜか痛みの代わりにため息が降ってきた。

「ああ……もう、わかった」

　柏の声からは、怒りがほとんど抜けていた。

　どうやら雲行きが変わったようだと、頭を下げたまま様子をうかがう。

「帯刀くんがとめても、千鳥さまは言うことを聞いてくれないしね。結局、なにを選んでも結果はこうなっていただろうし、きちんと対策をしなかった僕の責任もありますから」

　仕方ない人だよね、と柏は苦笑する。そして優しく帯刀の肩を叩たたいた。

「先にどうしたらいいのかを考えましょう。勢多の転嫁なら、千鳥さまの状じよう態たいを追うことぐらいはできるはずです。……逢束さん」

「ああ、うん。中之条と勢多には、向こうの部屋で千鳥さまを追ってもらってる」

　わかりましたと言った柏は廊ろう下かに出て行く。

　殴られることを覚悟していた逢束は、障しよう子じが閉まってから肝きもが冷ひえたと身体を震わせた。

「……柏さぁ、なんか帯刀くんに甘くないか？　もしかして弱味でも握にぎってる？」

「さあ……」

　帯刀はそう返しながらも、たしかにと同意せざるを得なかった。

　柏は見た目が穏おだやかそうでも、気き性しようは荒あらい人だということはもう知っている。お客さま扱あつかいで自分に少しの優しさを向けてくれるが……今のは違い和わ感かんを覚えてしまう。

「それだけ年とったってことかな。柏も丸くなったなぁ」

　逢束が呟つぶやきながら、隣の部屋に向かう。だがすぐにごつんという鈍にぶい音と痛いてぇ！　という勢多の悲鳴が聞こえ、帯刀は首を傾げた。

「丸くなった、のか？」

「頭にげんこつ落とすぐらいなら、やっぱり丸くなったな。骨ほねを折ってないし」

　柏は昔、どれだけおそろしい人だったのか。聞いたら引くだけだから、気にしないことにしようと決めた。










「瀛おき都つ鏡かがみ　辺へ都つ鏡かがみ　八や握つかの剣つるぎ　生いく玉たま　足たる玉たま　死まかる反かえしの玉たま　道ちが反えしの玉たま　蛇へびの比ひ礼れ　蜂はちの比ひ礼れ　品くさ物ものの比ひ礼れ　ふるべ　ゆらゆらと　ひとふたみよいつむななやここのたり！」

　古き呪まじないを唱となえてもしんと静かなままの空間に、千鳥はこれも駄だ目めかとくちびるを嚙かむ。

　次！　とすぐに意識を切りかえ、手をぱんっと鳴らした。

「鼓つづみの音は、雷いかづちの声おとと聞くまで。吹き響なせる小く角だの音も、敵あた見たる虎とらか吼ほゆると、諸もろ人ひとのおびゆるまでに。捧ささげたる幡はたのなびきは、冬ごもり、春さり来きたれば野ごとに、つきてある火の風のむたなびくがごとく。取り持てる弓ゆ弭はずの騒さわぎ、み雪降る冬の林に、飄つむじ風かぜかもい巻き渡ると、思ふまで聞きのかしこく。引き放つ矢のしげけく、大雪の乱れて来れ。祓はらえ給たまへ清め給へと申すことを、聞こし召めせとかしこみかしこみも申す！」

　邪じや悪あくを祓う言葉を使って結界を壊こわそうという試こころみは、先ほどから失敗ばかりしている。

　相あい性しようのいい神しん道とう系けいの技をいくつか試ためしてみたけれど、効果は感じられない。

　陰おん陽みよう術じゆつも使ってみたのだが、いつもより威い力りよくが落ちていた。ここまで清せい浄じような空気に満たされていたら、陰陽のバランスが大事な陰陽術は扱いにくい。

「よく諦あきらめずにやるね。あと千鳥はあまり強くないね。神さまだけれど、制限かけているからかなぁ？」

　カラスさまはにやにやと楽しそうにカァと鳴く。カラスをとても憎たらしく感じたのは、これが初めてだ。

（おれは陰陽師の勢多のように、特とく殊しゆ能力持ちというわけでもないしな。神さまと契けい約やくした力がないと、わずかな魔まを祓うことぐらいしかできない……）

　しかもこの結界は邪悪なものではなく、清浄なものだ。魔を祓うことに特化している千鳥では、実は最初から手づまり状態である。

「ねぇねぇ、私と遊ぼうよ。ずっと壁に向かっててつまらない」

　少し離れた場所でこちらの無む駄だな努力を見守っていたカラスさまが、頭に乗ってきた。思わず手で払おうとすると、じっとしてと命めいじられる。途と端たん、身体が固まった。

　この言霊が厄やつ介かいなのだ。カラスさまの気まぐれで、今まで何度も千鳥の努力はあっさり中断させられていた。

「この神社にはね、おもしろい鏡があるんだ。人間が手に持ってもなにも起こらないけれど、私が持つときちんと力を発はつ揮きする」

　境内にぽつんと置かれている鏡。珍めずらしいとは千鳥も思っていた。

　ここは現実世界にある空間を切り離しているだけだから、鏡は実際にこういう形で境内に置かれているのだろう。盗とう難なんが心配になってしまう。

「この鏡は石いし凝こり姥どめの命みことがつくったらしい。どこにでも繫がる鏡なんだ。これを使えば根の国へも行ける。だからここに千鳥を連れてきたわけだけど」

　さらりと神さまの名前が出てきて、どう反応していいのか困る。

　本当にいたんですかと言いたいのだが、すでに根の国だとか高天原とか神話の単語が大量に出てきたあとだ。もう黙って受け入れることにした。

「千鳥の過去を見に行こうか。まあ実は少し勝手に見ていたんだけれどね」

　見ていたと言われて、千鳥はぞっとする。

　カラスさまが頭から飛び立ち、鏡の上にとまった。

　ほらと言われて鏡をのぞきこめば、そこには小さい自分がいる。

「……怖い？　もうその時点で、千鳥にとって『過去』がどんな位置づけなのかはわかるような気がするな。……ああ、駄目だ、きちんと鏡を見て」

　逃にげ出そうとしたら、カラスさまの言霊で動きを封ふうじられ、瞬きもできないほど鏡を凝ぎよう視ししてしまった。

　鏡がぼんやりとしたなにかを映し出す。やめてくれと思っても、身体が動いてくれない。人らしき影が少しずつはっきりしていく。

　──小さいの、もう大丈夫だよ。怖い思いをしたね。

　──痛かっただろう？　守ってやれなくてごめんな。

　先代さまと、引いん退たいした守護代のお兄さんがいた。彼らがこちらをのぞきこんでいる。

　この光景に覚えがあって、身体が震えた。

　そうだ、鬼おにの子だと叫さけばれた。石を投げられて、そのあとの記憶がなくて、目覚めたら二人がいて心配されていたのだ。

「なんにでも繫がるって言っただろう？　これは千鳥の心も映せるよ」

　鏡の中に、小さな自分がいる。膝ひざを抱かかえて泣いている。

『ごめんなさい』と何度も謝っていた。

　捨てないで、ここにいさせて、役に立つから、なんでもするから。

　居場所がほしいと、ただそれだけを願い続けている。

　かつての自分を見て血の気が引いたのは、術の使いすぎでの疲労だと信じたい。

「ああ、ほら、このときも辛つらい思いをしてる。かわいそう」

　必死に走っている自分がいる。何度も何度も振り返り、恐きよう怖ふで顔をゆがませていた。

　追いかけてくるのは、鬼でもあやかしでも悪あく霊りようでもない。──『人間』だ。

　千鳥を捕つかまえようと、無数の手が伸びる。

　どうしてと鏡の自分が泣いていた。ただ生きるだけで、どうしてこんな目に遭あうのかと悲しんでいた。

「ずっと辛い思いをしていたんだよね」

　自分が普ふ通つうではないと気づいたのは早かった。

　見ただけでわかる。みんなと色が違うのだ。色しき素その薄い髪かみも、琥こ珀はく色いろに輝かがやく瞳ひとみも、黒髪黒目であることが人間とされた時代では、不ぶ気き味みでしかなかった。

　あやかしや霊れい獣じゆうの化身を見慣れている守護さま方や守護代のお兄さんたちは気にしなかったけれど、一歩外に出たら明確に区別された。

「千鳥はさ、相手の反応をうかがうことに長たけているよね。ささいな感情のゆれ動きを察して、負の感情を向けられる前に、逃げたりそらしたりしなければならないからかな。向けてくる感情に鈍くなっておけば、浅い傷ですむからね。よく考えているよね」

　そうしなければならなかった。心を守るために。でもと首を振る。

「……それは不幸じゃない！」

　千鳥は過去を振りきって叫ぶ。

　馬鹿にするなと怒りさえ感じた。勝手に、人の過去の欠片かけらを見て、わかったふりをしてほしくない。

「これはおれの一部でしかない！　辛い思いばかりをしていたわけではない！　先代さまもお兄さんたちも、みんなおれに優しかった！」

　辛い思いをしたら慰めてくれた。優しくしてくれた。いてもいいと言ってくれた。

　自分はたしかに幸せだったのだ。だからここまで生きてきた。

「おれは、『かわいそう』に酔う趣味はない」

　自分を不幸だと思うことで心を慰めるようなことはしない。

　与えられた優しさに感謝をする気持ちを失いたくはない。

「でもさぁ、幸せだから余計に辛くなったんだろう？　私は知っているよ」

　鏡の中の光景がゆらめき、守護代となった千鳥を映した。

　──すごいな、もう一人前の守護代だ！

　──器用だなぁ、なんでも覚えてしまう。いてくれて助かるよ。

　お兄さんたちが仕事ぶりを褒ほめてくれる。

　そうだ、不満なんてなに一つない。先代さまもいつだって……。

　──役に立つおれなら、ここにいてもいいですか？

　──精いっぱい恩おん返がえしをします。だから一緒にいさせてください。

　鏡の中の自分が、貼はりつけた笑顔のまま居場所を求めている。

　褒められるたびに安心して、もっとがんばろう、まだ居場所があると、つくった不気味な笑顔を見せている。

　辛い思いをして慰められるたびに、優しさに触れるたびに、申し訳ない、もっとがんばらなければと思い、大丈夫です平気ですと、壊こわれたオモチャのように繰くり返している。

「幸せでも、千鳥は孤こ独どくだったんじゃない？」

　カラスさまが、ほら見てと違う過去を映し出す。

　すると残ってくれた守護代たちが次々に現れる。みんな笑っている。

　そうだと千鳥は己おのれを奮ふるい立たせた。

　これからはみんなと向き合うために生きていこうと決めたのだ。

「最近の千鳥も見ていたよ。今の千鳥は、みんなの役に立てていないよね。役に立たないならまだいいけれど、迷めい惑わくかけてばかり」

　冷や水を浴あびせられたような心地ここちがした。手足が冷えて、でも汗で濡ぬれて気持ち悪い。

　これこれ、とカラスさまは千鳥が伏見稲荷大社で袖そでを焼いたときの光景を映す。

「このときはさ、この子が炎を消してくれて終わったけれど、もし私が突風を吹かせていたらどうなったと思う？」

　カラスさまが鏡の上で軽く羽ばたけば、強い風が吹いて千鳥の髪をさらった。

　言霊によって、考えたことが言葉になってしまう。

「……炎が大きくなる」

「そうそう、こんな感じに」

　カラスさまが一声鳴けば、熱くない炎が千鳥を包みこむ。

「そうしたら、この子はどうするかな？　多分ね、炎に包まれた千鳥を抱えて、水を求めて走るよ。この子は巻まきぞえで大やけどをしてしまう」

　心しん臓ぞうがどくどくとうるさくなった。

　帯刀が、千鳥のせいで、炎に包まれて大やけどを負おう。

　……自分が危き険けんになれば周囲も危険になる、そんな風に考えたことがあっただろうか。与えられる気持ちを軽く考えるなと言われたのに、自分はまだわかっていなかった。




「──千鳥はいてもいいのかな、その優しい人たちの中に」




　守護代のときは仕事で役に立っていた。みんなの優しさに仕事で応こたえることができた。そのことが誇ほこらしかった。

　でも今は？　役に立てないどころか、なにもできないどころか、逆に周りに迷惑ばかりかけている。心配と優しさをもらってばかりいる。なに一つ返せないどころか、重みもわからず傷つけてしまう──……。

（……おれは、もうあそこにいてはいけない……仕事が、できなかったから……）

　力が抜けて、鏡の前に座りこむ。

　カラスさまは満足そうに頷き、そうだよねぇと呟いた。

「おれには、もう、居場所……ない……」

　やっぱりという声が自分の中で生まれる。

　いてもいいという言葉がほしくて、がんばって、報むくわれて幸せだった。

　でも守護になってからは続かなかった。守護に向いていなくて、それでもがんばろうと決めて必死になったけれど、駄目だった。だって、あまりにも出来が悪すぎる。

「かわいそうに。どこにもいられないなんて。さあ、どうする？」

　カラスさまが羽ばたけば、ひらりひらりと黒い羽根が舞い落ちてくる。

　憎たらしいカラスもどきの姿がいつの間にか消えて、代わりに黒い羽を持つ東雲によく似た青年が現れた。

　いつもならきれいだと喜んだだろう。けれど千鳥はうつろな瞳を向けるだけだ。

　だって、もう自分は……。

「──どこかに、行きたい。……居場所があるところへ」

　心からの願いが零こぼれ出る。

　途端、見ていた鏡が真まっ黒くろに染そまった。ああそうだと、千鳥は鏡の奥を見つめる。
















　高天原にいられなくなった神々が暮らし、現世から追い出された罪や穢けがれが流れ着く──……居場所を失ったすべてを受け入れる『根の国』。そこならばと手を伸ばす。

「千鳥!?　駄目だ、そこは……！」

　カラスさまの焦あせった声が聞こえる。駄目だという制止に、身体はなぜか反応しなかった。

　言葉には力が宿る。千鳥の放った居場所を求める言霊の力が、カラスさまの制止の言霊の力よりも勝っていたのだ。

　どこかに、行きたい。どこか、自分がいてもいいところへ──……。

　強い願いに応え、鏡が反応する。根の国への扉とびらを開く。

　清浄な気が満ちたこの空間から一転、陰いんの気が満ちる国へ、千鳥は引っぱられていく。

「くそ！　あれでも〝神〟か！　千鳥……いや、『　　　』！」

　手が伸びてきたけれど、千鳥の羽は織おりの紐ひもを引きちぎることしかできない。捨てたはずのヒトの名前で縛られたけれど、もう遅い。

　すべてを受け入れる心地よい闇やみに包まれ、千鳥はゆっくりまぶたを閉じた。










　嵐山にある〈守護〉東雲の屋敷の一室では、守護代たちが集まってああでもないこうでもないと、神隠し事件についての話し合いをしていた。

　千鳥が神隠しにあってから、三時間は経つ。なのに戻ってこない。

　勢多は千鳥の血によって本人と固く結びついているはずの人ひと形がたを使い、ずっと陰陽術で手がかりを探し続けていた。

「調子はどう？　見つかりそう？」

　ずっと真剣な表情で人形とにらめっこしていた勢多に声をかけたのは、ひょいと部屋をのぞいた初瀬だった。

「初瀬さま！　大丈夫でしたか!?」

　部屋の隅すみで黙っていた逢束が慌てて立ち上がる。

　怒りで麗うるわしさが増した東雲に、話があると連れられていった初瀬は、これでもかと叱られているはずだったのだが……。

「大丈夫じゃないよ。すごく叱られてきた。だんだん面倒になって『責任とって守護を辞やめます』って言ったんだけどね、途端に東雲さんが嫌そうな顔して『謹きん慎しんしてろ！』という捨て台詞ぜりふ。さっき解放してもらえたところ」

　初瀬はとんでもないことをあっさり言い放つ。

　逢束はみんなを代表し、うわぁというげんなりとした声を出した。

「それ、本当に辞めちまえって言われたらどうするおつもりだったんですか？」

「東雲さんは言わないよ。寂しがり屋だから、昔馴染みがいなくなるの嫌がるんだよね」

　じゃあ先に帰るねと初瀬は手を振る。

　しかしそのうしろから現れた大きな手が、初瀬の頭をべちんと叩いた。

「はいさいなら、になるわけないやろ。謹慎は千鳥のが戻ってきてからにし」

「え～？　私にできること、もうありませんよ」

「元御巫シヤーマンのくせになに言うとるんや。偶たまには昔くらいに働き」

「あ、顔を近づけないでください。うっかりときめいて『はい』って言いそうになるので」

　初瀬はそそくさと東雲から離れ、逢束を盾たてにする。

　東雲の輝かしい顔かんばせは、怒るとすごい迫はく力りよくだ。逢束はときめきのどきどきとは違う鼓こ動どうになってしまいそうだと、慌てて顔をそらした。

　らしくない舌した打うちをして標ひよう的てきを中国地方の二人から勢多に替えた東雲は、机の上に置かれた人形をのぞきこむ。

「千鳥の三さんノの宮みや、追えとるか？」

「はいっ！」

　半なかばひっくり返った声で勢多は返事をする。

「今のところ、ご隠いん居きよに怪我はありません。でも気になることが……」

　人形に異常はない。いつもより手て応ごたえはたしかにあるのだが……。

「ご隠居はかなり遠いところにいます。……すみません、オレの力だと、そろそろ追えなくなるかも……」

　どこだ～と勢多は情けない声を上げる。

　東雲は貸せと言って、形かた代しろとしている紙の人形を手にとる。千鳥と繫がっている人形から、どこにいるのかを探り……。

「……やっぱり、土地神の管理外や」

　東雲の反応から、しばらくは様子を見守ることしかできないのだと全員が覚悟をする。

　なにかしたいのに、できない。この段階が一番もどかしい。
















　部屋の隅で座っていただけの帯刀は、どうしようもないのだとわかるなり、静かに立ち上がった。

「帯刀くん？」

「外、見てくる。夜なのにカラスがうるさい」

　少し前から、ぎゃあぎゃあというカラスのうるさい声が聞こえてきていた。

　縄なわ張ばりに入った鳥がいるのか、猫ねこ相手にケンカをしているのか、その辺りだろう。

　柏にすぐ戻ると言い残して、この場から離れる。靴くつをはいて外に出て、カラスの群れを眺めた。騒がしく鳴いているが、特に気になるところはない。

　この近さなら、カラスの動きをある程度予想できたら矢が当たりそうだ。でも川かわ崎さき工こう業ぎよう地ち帯たいのときのように距離があると、矢を放つタイミングが難しくなる。

（動き回る敵を、どう仕し留とめるか……）

　もう少し離れて、頭の中で矢を放つイメージを何度かしてみようと思ったら、肩を叩かれた。振り返ると難しい顔をした柏がいる。

「帯刀くん、戻ろう」

「柏さん？」

「……このカラスはあちらの世界のものです。ご隠居に関係があるかもしれない」

　屋敷には結界が張ってあるからと促され、帯刀は闇やみ夜よの中でかろうじて判別できるカラスをちらりと見る。夜だから、影のないカラスだとわからなかった。

「ご隠居が戻らないのは、若くないことが原因かもしれません。人間にあてはめるのもどうかと思いますが、誘ゆう拐かいは低てい年ねん齢れいの方が無事に戻ってくる確かく率りつが高くなるそうです。……帯刀くんが神隠しにあったら、ご隠居と同じ状況になる可能性も……」

「……だったら、行くべきじゃないか？」

「帯刀くん！」

　柏に叱られたが、帯刀は本気だった。このカラスたちに連れて行ってもらえるなら、そうしてほしい。

「ここは東雲さまの守護代の人たちに任せましょう。なにかわかるかもしれません」

　京都の地では、柏も帯刀も守護代としての力が使えない。

　帯刀だって近きん畿き地方の守護代たちに任せるべきだと、頭ではわかっている。

　割りきれ、と自分に言い聞かせたとき、視界になにかが入ってきた。

「……？」

　暗闇の中に、白い色が見えた。今のはなんだと眼で追いかけたら、カラスが旋せん回かいして帯刀の近くを飛ぶ。そのカラスのくちばしに、細長いものがくわえられていた。

（──紐？　白色の……いや、黄色……!?）

　見覚えがあると気づくのと同時に、帯刀はカラスを追うために走り出す。

　驚いた柏に呼びとめられるが、立ちどまらずに叫んだ。

「柏さん！　あのカラス！　ご隠居の羽織紐！」

　帯刀は誘いこまれているとわかっていても走った。

　自分が危険の中に飛びこめば、代わりに柏が冷静になってくれるはずだ。

（どこへ行く？　どうして俺を誘いこむ？）

　カラスもどきを追って、道なりに走り、左へ曲がって、木造の鳥居をくぐる。境内に入ってから、ここが野の宮みや神じん社じやだと気づいた。

　羽織紐をくわえたカラスもどきは、木の上にとまってじっと帯刀を見つめている。

「……おい」

　にらみつけると、カラスもどきはくわえていた紐を落とす。

　拾いに行くべきか迷っていると、尻尾だけが白いカラスが、羽織紐の元へと舞い降りた。きっとこれが千鳥に警けい戒かいされていた伏見稲荷大社のカラスもどきだろう。

　柏の足音が近づいてきている。目の前の尻尾だけが白いカラスもどきを警戒しながら柏の到とう着ちやくを待っていると、カラスもどきは突然人間の言葉を話し始めた。




「ごめん！」




　そして人間のように、頭を下げる。

　なぜ謝られるのか、なぜ会話ができるのか、いろいろな疑問がわき出てくる。

　ようやく追いついた柏が、どうしたのと息を切らせながら不ふ思し議ぎそうに尋ねてきた。

　いきなりカラスに謝られている現場に遭そう遇ぐうしたら、だれでも困こん惑わくする。

「本当にごめん！　悪気はなかったんだ！　もし帰りたくないって言ってくれたら本当に嬉うれしいけど、でも本気で嫌がったら一日で帰そうと思ってた！」

　顔を上げて必死に言い訳を始めるカラスもどきに、二人で戸惑うことしかできない。

　しかしやたらとだれかに似たいい声だな……と帯刀も柏も気づく。

「東雲さまの……」

　柏が名前を出せば、カラスは抗こう議ぎするようにカァと鳴いた。

「『あの男』の話はしたくない！　似ていると言われるから人の形にならないでいるぐらいだ！　ああ憎たらしい！　……けど、けれど……私の責任だし……」

　ごめん、ともう一度カラスもどきに謝られる。

　しかし今ので、このカラスもどきが東雲の関係者ということはわかった。

「あんた、だれだ？」

　似たような声に、自称『似ている』発言。東雲の兄きよう弟だいかもしれないと帯刀も柏も思う。

「ああ、そうだった。千鳥の話をしようとしていたんだ。実は私が千鳥を連れて行った。そこで大変なことになった。でも私は迎むかえに行けない。あそこは居場所がなくならないと入れないから」

「大変なこと？」

「神隠しをしたあと、千鳥が行方ゆくえ不ふ明めいになった」

　神隠しの犯人はこのカラスもどきだと、本人から教えられる。おまけにこのカラスもどきは、千鳥を見失ったというさらにとんでもないことも告つげてきた。

　帯刀はとっさに手を伸ばした。柏の腕を摑んで引き留めることがなんとかできたとき、よくやったと自分で自分を褒める。

　千鳥の言う通り、柏は先に手が出るタイプというのを、改めて実感した。

「……帯刀くん、離してほしいんだけど」

「話が、先だ……！」

　力ちから比くらべなら互ご角かくのはず。ひねられてよろけたところを投げ飛ばされる可能性もあるが、この人が自分に甘いのならそんなことはしない。

「……おい、あんた！　ご隠居……千鳥さまをなんで連れて行ったんだ？」

「あの子も『神』だからね、襲われたみどりこでないのはわかっていたけれど、念のために確認しようと思って。でも、まあ、かわいかったからってのが一番大きいかな」

「頼む、から、煽あおらないでくれ……！　柏さん、抑おさえて……！」

　かわいかったから、なんて理由で連れ去ったと知った柏が、さらに激怒した。真ま面じ目めな理由だったら冷静になってくれるかというと、そうではないだろうが、話し合いへの参加ぐらいはしてくれたかもしれない。

「どこに連れて行った!?」

「島しま根ね県けんの揖い屋や神じん社じやって知ってる？　そこの境内の空間を切りとって、連れこんだ。千鳥は出ようといろいろやっていたけれど私に敵かなうわけないし……健けな気げな努力をしていたよ」

「あんた馬鹿だろう!?」

　なんで煽っていくんだと、帯刀は珍しく声を荒あららげる。

　とにかく、落ち着いて話をしたいのに、この誘拐犯も柏も協力してくれない。

「どうして行方不明に!?」

「……千鳥をさ、少しいじめたんだ。現世に居場所がないなら私と一緒にいようって誘いたくて、鏡で過去をいろいろ見せて……。傷ついて泣きそうになっていたところまではうまくいったんだ」

「最低ですね」

「柏さん、少し黙っててくれ。それで、千鳥さまは？」

「あの子は言霊を使った。居場所があるところに行きたいと声に出して願った。だから鏡で繫がっていたあの国が反応した」

　居場所を失ったものすべてを受け入れるあの国は、千鳥の願いを叶えるために手を差し伸べてしまった。

「〝根の国〟に千鳥は連れて行かれた。手を伸ばしたけれど、この紐しか摑めなかった。……あそこに長くいたら、身体が死ぬ。二度と現世に戻ってくることができなくなる」

　千鳥が危険な状態になっていることは帯刀にもわかる。しかし根の国という国はどこだったかと、必死に歴史の知識を漁あさった。

「〝根の国〟……!?」

　柏は知っているからこその驚きの声を上げる。

　思い出せないので、どこかと尋ねると、わかりやすい言葉に直してくれた。

「別の言い方をすると『黄泉の国』。イザナギとイザナミの神話は知ってる？」

「古こ事じ記きの？　死んだ妻を迎えに行ったっていう……」

　男神のイザナギと女神のイザナミの神話は、帯刀でも知っているぐらい有名だ。

　この二ふた柱はしらの夫婦は、仲よく国づくりをしていたが、ある日、イザナミが亡なくなってしまった。悲しんだイザナギはイザナミを連れ戻そうと『根の国』へ向かう。

　イザナギはイザナミに会えたが、イザナミはすでに根の国のものを食べてしまったあとだった。もう根の国から出ることができなくなっていたイザナミは、それでも夫の願いに応えたくて『根の国の神々に相談してみましょう。絶対に自分の姿を見ないでください』と言い残して部屋の奥へ向かう。

　イザナミに言われた通り、イザナギはただ待っていたのだが、なかなか戻ってこないために不安になり、神々に相談しているイザナミをのぞき見てしまう。そしてイザナミの醜みにくく腐くさった姿を眼にして──……という話だ。

「……『黄泉の国』に、あんたは行けないのか？」

「私は今の状態では行けない。まだ居場所があるからね。だから君たちに頼みにきた」

「あんた、東雲サマと気配も声もよく似ている。ってことは本物の神サマなんだろう？　本物の神サマにできないことが、俺にできるとでも？」

　千鳥も柏も触れてはまずいかなと思ってそっとしておいた部分に、帯刀は容赦なく切りこんでいく。現代っ子の怖いもの知らずなところに、柏はさすがと苦笑した。

「『あの男』は土地神だから、この土地の力を借りて無理やり入り口をこじ開けることができるはず。でもあの男も、根の国に入れない。相そう互ご不ふ可か侵しんの約束があるからね」

　約束をしていない人間なら入れるかもしれない。

　そのためにカラスもどきは帯刀を誘いこみ、事情を話して協力を求めにきたのだ。

「事情はわかりました。あとで羽を引きちぎるちぎらないの話はもう一度するとして、まずは千鳥さまですね。あそこはたしか神話通りなら『黄泉よもつ竈へ食ぐひ』が……」

「その通りだ。千鳥には時間がない。あそこで食事をしたら身体が腐る」

　ようやく冷静になってくれたのか、柏が暴ぼう力りよくでの解決をあと回しにして、話し合いでの解決へ前向きな姿勢を見せ始めた。

「まずは東雲さまに相談をしてきます。貴方あなたの協力もおそらく必要でしょう。この神社でまた会えますか？」

「君たちの傍そばに私の眷けん属ぞくを張りつかせておく。私に用があったら『カラスさま』と呼びかけてくれ」

　千鳥がどこに連れて行かれたのか。そのあと、どこへ行ってしまったのか。その辺りのことは摑めた。

　帯刀はこの『カラスさま』の言葉を信じられるのかと問われたら、曖あい昧まいにしか頷けない。自分の理解できる範はん囲いを超えているからだ。でもうそをついているとも思えない。

「私から君たちに言霊を贈ろう。『この紐が千鳥のところへ導き、無事に戻れる』。……根の国でどこまで通用するかはわからないけれど、どうか、頼む」

　カラスさまは拾った紐を柏に渡す。柏は深く頷いた。
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　どこかへ、と願ったら、千ち鳥どりは知らない場所にきていた。

　うしろで鳥の羽はばたきが聞こえた気がして、思わず逃にげ出す。そのまま闇やみ雲くもに走って、息が切れたところでようやく立ちどまって、座りこんだ。

「……くそ、くそ、おれの心を見るな……!!　見ないでくれ……!!」

　カラスさまの言う通りだった。

　自分は自分、他人は他人、と区別しなければならなかった。考え方が違うのは当然だと、最初から割りきることで、おまえは違うと言われたときの心の負ふ担たんを減らした。

　面倒見がいいのも、世話焼きなのも、相手を観察しているからだ。負ふの感情が向けられないように、予よ防ぼう策さくを立てていた。

　向けられる悪意や嫌けん悪おから鈍にぶくなれば、傷つかなくてすむから、わざとやっていた。

「先代さま……みんな……、ごめんなさい……」

　もう戻れない。なにもできなかった自分の居場所は、あのあたたかいところにはない。

　みんなは悲しむだろうか。きっと悲しんでくれる。だって優しい人ばかりだから。

（おれのことは、早く忘れてくれ……）

　でもそれも寂さびしくて、覚えていてほしいと思ってしまう。

　馬ば鹿かだと自分を叱しかった。なぜみんなのように幸せだけを願えないのか。みんなの輪に自分を入れようとするのか。

　だから駄だ目めなのだと、自分が一番よく知っていた。










〈守しゆ護ご〉千鳥は『根の国』にいる。

　その情報を柏かしわと帯たて刀わきが持ち帰ってから、さらなる大おお騒さわぎになった。

　帯刀はそもそも根の国が本当にあるのかどうかというところから騒ぎたいのだが、いろいろ諦あきらめることにした。

　うさんくさい神サマと関わってしまったのだから、うさんくさい黄よ泉みの国があってもいいと思えたのだ。

　緊きん急きゆうの神さま会議が開かれている横で、帯刀たち守しゆ護ご代だいはずっと待たい機きしている。

「ご隠いん居きよ、大丈夫かなぁ……。オレの転てん嫁かだと、近いうちに限界かも……」

　勢せ多たは手の中の人ひと形がたと千鳥の羽は織おり紐ひもを見て、情けない声を出す。

　あるときからゆるやかに人形が汚よごれていっていた。穢けがれが満ちた国にいることで、千鳥の身体からだに穢れがとりこまれているのだ。

「こんなときに怪け我がしたら、って考えたくもない～！」

　どうしようと頭を抱かかえる勢多に、中なか之の条じようはがんばれと励はげます。

　帯刀はそういえばとポケットに入っていたお守りをとり出し、勢多に見せた。

「……ご隠居は東雲しののめサマのお守りを持っていった。一度ならなんとかなる」

「お守り？　ご隠居ってそんなの持ってたっけ？　これは末っ子の？」

「ご隠居の。少し前に東雲サマから送られてきて、それ以来ずっと持ち歩いていた」

　結局持っていったのどっちなの？　と勢多は首を傾かしげながら、お守りを手にとる。

「それ、置いていったんですか？　うわぁ、帯刀くんの言った通りになりましたね」

　お守りを見た柏が、呆あきれた声を出す。

　以前、千鳥は無理に神の力を使い、記き憶おくに吞のみこまれかけた。二度とするなと叱られても、千鳥ならだれかを守るためにまた同じことをしてしまうだろう。だから一度だけ絶対に身を守ってくれるお守りを、東雲が持たせることにしたのだ。

「ご隠居が置いていったのは、神社で買える普通のお守りです。効力はないんですよ」

「ん？　一度ならなんとかなるって、さっき末っ子が言ってませんでした？」

「前に京きよう都とにきたとき、僕たちは東雲さまから『一度だけは絶対に身を守るようなお守りをつくるから常つねに持たせておけ』と言われたんです。そうしたら帯刀くんが……」

　柏からちらりと視線で促うながされ、帯刀は仕方なく口を開く。

「どうせ危あぶなくなったら近くにいる人に渡して、真っ先に危き険けんへ突っこんでいくから、二重にお守りを用意した方がいいって言っただけだ」

　今回のように、千鳥は自分を最優先してくれない。

　だから騙だますことにした。そして成功してしまった。帰ってきたら、ざまあみろと言ってやりたい。

「ご隠居には『効力のあるお守りです』と言って、普通のお守りを渡しておく。本物のお守りである鈴は、いつも首にかけている鈴すずと入れ替えておく。これなら違い和わ感かんがあっても誤魔化せるし、なにかあったときは、普通のお守りの方を置いていきますからね」

　勢多と中之条は感心したという眼を帯刀に向ける。

「うわ、策さく士し～。末すえっ子こ、考えたなぁ」

「東雲さまのお守りか……。今はその効力が根の国でも発はつ揮きされると期待したいが……」

　戻ってきたら次は百個ぐらい持たせた方がいいのではと帯刀が考えていると、襖ふすまが開く。

　出てきたのは初はつ瀬せだ。まだ会議は途中だけれど、と前置きして現時点で決まったことを話してくれた。

「東雲さんが、根の国への入り口を開く。島しま根ね県けん松まつ江え市しに移動するから、準備して」

　島根県松江市と聞いて、中国地方の守護代である逢おお束つかが真っ先に反応する。




「──黄よ泉もつ比ひ良ら坂さかから根の国に行って、千鳥くんを連れ戻す」




　日本神話に出てくる『根の国』と、そこに繫つながる『黄泉比良坂』。

　初瀬の指示は、どちらも実在していることを前ぜん提ていにしていた。

「本当に根の国に繫がっているんですか!?　観光地じゃなくて!?」

　そんな話を一度も聞いたことがなかった逢束が、まさかと驚く。

　初瀬もだよねと苦笑した。

「繫がっているか、繫がっていないかで言えば、繫がっていないらしいよ。でも今回は少しでも言こと霊だまの力を借りる」

　言葉には力が宿る。一人ひとりの言葉の力はあるのかわからないほどの小さな力だ。けれど重ねれば眼に見えるほどの力になる。

「根の国に繫がっていることで有名な『黄泉比良坂』。人々の言葉や、思い、そういうものが積み重なって、日本で一番根の国への入り口をつくりやすい場所になっている。あとは東雲さんがどうにかしてこじ開けるって言ってくれた」

　本物の神さまがやれると言うのなら、やれるのだろう。守護代たちは千鳥を無事に見つけることだけを考えればいい。

「残念なことに、東雲さんは行けないらしい。だから私たちだけで行く。場所が場所だから、無理は禁物。戦せん闘とう行為は絶対に回かい避ひ。私たち守護の管かん轄かつ外がいである根の国では、助けてやれないからね。自分で自分を守れる人のみで千鳥くんを捜さがしに行く」

　東雲さえも根の国に行ったことがない。

　今回は飛びこんでみなければわからないという、とても危険な仕事だ。

「申し訳ないけれど、私の力は御巫シヤーマン系けいだから、根の国では呼び出しに時間がかかるし、威い力りよくも落ちる。正直、足手まといかな。ここと根の国はあまりにも遠すぎる」

　最も頼りにできそうな最強の力を持つ初瀬は、この仕事に向いていないと残念そうに宣せん言げんした。

「他の守護も似たりよったりだろうね。各自、これから適している守護代を呼び出したり連れてきたりするけれど、第だい一いち陣じんはここにいる守護代からさっさと送りたい。はい、行きたい人～」

　立りつ候こう補ほしてと初瀬が促せば、三人分の手が挙あがった。

「あれ？　千鳥くんの三さんノの宮みやくんは行かないの？　陰おん陽みよう師じだよね？」

　陰陽師であれば、守護代の力に頼らなくても、戦える力がある。

　初瀬としては一番頼りにするつもりだったのがこの陰陽師という存在なのだが、本人は首を横に力いっぱい振った。

「守護代の力がないと、オレは陰陽師としてはちょっと……」

　いまいちですみません……と勢多はがっくりと肩かたを落とす。

　初瀬はなるほどねぇと言いながら、逢束を見た。

「行かない？　一番乗り気になると思っていたのに」

「気持ちとしては行きたいんですけどね。俺は独どく力りよくとなると特とく殊しゆ能力持ちじゃないからいまいちなもので」

「そっか。千鳥くんの一いちノの宮みやくんは素す手ででも充分に強いのは知ってる。二にノの宮みやくんは……」

「元々、剣の腕うでで飯を食くっていました。霊れい剣けんでもお借りできたら、それなりには」

　剣術道場の師し範はん代だいだった中之条は、守護代の力がなくても強い。

　ならいいかと初瀬は最後の一人に微笑ほほえむ。

「弓きゆう道どうに長たけているんだっけ。物理的に強いのは、こういう事じ態たいのときに助かるね。でもお留る守す番ばんがいいと思うな。現げん役えき十八歳を死者の国に送りこむってのは、私も東雲さんも千鳥くんも反対。百歳越えてからなら是ぜ非ひとも、だけど」

　年若い守護代の帯刀に、初瀬は『駄目』と許可を出さなかった。

　理由が能力ではなく年ねん齢れいだったため、帯刀は食い下がる。

「現役だと駄目な理由は？」

「百歳を越えたら、神さまの力で無理やり時間をとめている状態になる。そのときに命を落としても、長く生きたし仕方ないよね、ですむ話なんだ。でも君は違うでしょう？」

　ここまで言っても引き下がらない帯刀に、初瀬は苛いら立だちではなく嬉うれしさを感じた。

　千鳥は慕したわれている、居場所がある。あとは本人の問題だけになっている。

　だからこそ、千鳥の居場所を確保しておきたかった。帯刀がいなくなったら、千鳥が責任をとると言い出してしまう。

　若きものの命を、若き守護の命を、自分たちが守らなければならない。

　そのためにも、もっとはっきり言っておこうと初瀬は言葉を選び直した。

「千鳥くんはね、君のことを守護代として信頼し、いろいろ仕事を任せてくれると思う。でも最後の最後で危険なことはさせないよ。君には『普通の人』としての未来があるから」

「俺が中ちゆう途と半はん端ぱだからか？」

「そう。期間限定の守護代という君の立ち位置は、守護代と普通の人間の境さかい目め。だったらこちらも扱あつかいを中途半端にするしかない。それなりに仕事はしてもらうけれど、それなりだよってこと」

　千鳥がお守りを置いていったのも、この中途半端さが原げん因いんなのだと帯刀は知る。

　みんなが名前を呼び捨てにしないのも、同じ理由だ。

「俺は五十メートル走のタイムが六秒。多分、どの守護代よりも速い」

　正論で許可が出ないのなら、正論で言い負かすだけだと帯刀は開き直ることにした。

　数学の証明問題のように、論理を積み重ねて答えを出すことは嫌きらいではない。

「千鳥さまが歩けない状態だったら、担かついで走る人が必要だ。担げばだれでも自分の身は自分で守れない。だったら、力の有う無むではなくて足の速いやつが一人行くべきだ。それでも危険だからというのなら、なにかあったらその足を使って真っ先に走って逃げる。これなら『それなりの仕事』の範はん囲い内ないになる」

　初瀬は帯刀の言葉に、やれやれという顔をする。

「私は難しい話が苦手なんだよねぇ。うっかり納得しかけたんだけど、だれか論ろん破ぱできる人はいる？」

　だれからも返事はなく、初瀬は困ったなぁと呟くしかない。

「千鳥くんに怒られるね、きっと」

「……一緒に怒られます。できるかぎり、僕と中之条で守りますので」

　帯刀を援えん護ごしてくれたのは、柏だった。意外な助けに驚いてしまう。

「一応、東雲さんに相談する。それで駄目だったら諦めてね」

　出発は一時間後ぐらいと初瀬は言い、会議中の部屋に戻る。

　これでようやく待つだけの時間は終わった。全員が動きますかと腰こしを上げる。

「今からコンビニに行くけれど、ほしいものある人。お金は、自分で出してね」

　柏が手を挙げると、中之条が代わりに行くと申し出た。

「なにがほしいんですか？」

「それが、この騒そう動どうで夕飯を食べそこねただけ。だから自分で行ってきます」

　柏の返事を聞いた中之条は、ならとあっさり引き下がる。

　帯刀はよくないだろうとため息をつき、自分がと前に出た。

「適当でいいなら買ってくる」

　こういうのは最年少の仕事だと気を使ったのだが、柏はそれでも断ってくる。

「坊ぼう主ず、気にしなくていいぞ。柏さん偏へん食しよくだから、自分で選ばせないと文もん句くを言われる」

「中之条！」

「あ、偏食のこと秘密にしていました？　俺はコーヒーのブラックをお願いします」

「俺は眠気覚まし系のドリンクをなにか。これから車の運転が待ってそうだし」

　中之条と逢束は遠えん慮りよなく、ついでに買ってきてほしいものを頼む。

「勢多は？」

「精しよう進じん潔けつ斎さいするんで、オレはいいです。しばらく野菜と水と塩と御お神み酒き生活だ～」

　了解と言って出て行く柏のあとを、帯刀は追うことにした。荷物持ちをすると言って、横に並ぶ。外に出ると、カラスの鳴き声は聞こえなくなっていた。







　すでに寺院の見学時間は終わった。川下りも、トロッコ電車の運行も終わっている。観光地といっても、見るところがなくなった嵐あらし山やまの夜は、ずいぶんと閑かん散さんとしていた。

「ついてきてもらってごめんね。はい、これお礼」

　コンビニで買い物をすませたあと、帯刀は柏から小さな牛乳パックをもらってしまった。牛乳が飲めない人ばかりなのになんで買うのかと思っていたら、自分用だったらしい。

「……どうも」

　断っても飲める人はほとんどいない。だったら素す直なおにもらうべきだろう。

　柏は遠慮なく受けとれるように、わざわざ牛乳を選んだのかもしれない。

「帯刀くん、五十メートル走が六秒ってすごく速いね。驚いたよ」

「実は四し捨しや五ご入にゆうした。でも陸上用のスパイクをはいたら、多分そのぐらい」

　多分、と帯刀はもう一度つけ足した。でも弓道部にいたときよりも、身体を鍛きたえている。条件が陸上トラックと陸上用のスパイクなら、ぎりぎり六秒になると信じたい。

「柏さん、速い遅いがわかるのか？」

　そもそも五十メートル走の記き録ろくを一度も測ったことがない人たちは、数字を言われてもイメージしにくいだろう。けれど柏は驚いたと言っていた。帯刀と同じように『この年齢ならこのぐらいのタイム』を知っているからこその反応だ。

「仕事で学校に行くこともあるからね。長期戦になるときは、職員にならないと不ふ審しんがられるから、スクールカウンセラーになることもあったよ」

　最近の若者知識というものに、柏が妙みように強いとは思っていた。

　知識だけではなく、実際に子どもの近くで体験したことがいろいろあったのだろう。

「でもまあ偽にせ者もののカウンセラーというのも問題なので、きちんと勉強して資格をとってます。中之条や勢多たちと、手分けしていろいろ資格をとってるんですよ」

　みんながとても真ま面じ目めに仕事と向き合っていることを知る。

　たしかに自分は中途半端だと、帯刀は痛感した。覚かく悟ごを決めてこちらの世界へ飛びこんだつもりだったけれど、ぬるい覚悟でしかなかったのだ。

「ああ見えてね、ご隠居は学校関係の仕事をしなかったから、かなり流行に疎うといんです」

「なんで？」

「見た目がどうしても目立つから。政府関係の仕事とか、神社仏ぶつ閣かくとか、昔はそういうのが多かったかな。一ノ宮になってからは勢多に見えにくくなる術をかけてもらって、ようやくあちこち飛ぶようになりました」

「たしかに、学校の職員というには年齢的に無理が……」

　あの顔はどうがんばっても生徒にしかなれない。

　勢多ならぎりぎり教育実習生でいけそうだが、あの人も教師という顔はしていない……と考えていたら、柏が驚いた顔をしていた。

「あ、僕、とんでもないジェネレーションギャップに遭そう遇ぐうした」

　柏と眼が合えば、ふわりと優しい微笑みを浮かべられる。それに戸と惑まどうのは仕方ない。

　千鳥は自分を若者扱いしてくるが、同時に一人前の大人という接し方もしてくれる。

　でも柏からは完全に子ども扱いをされていた。こうやって、明らかに十八歳に向けるものではない表情をときどき見せられる。

「帯刀くんがいてくれてよかった。これ前も思ったんだけど、今もやっぱり思った。そうだよね、時代って本当に変わるんだ」

　柏は一人で嬉しそうにして、納得している。

　ついていけない帯刀は、遠慮のない言葉をぶつけた。

「意味がわからない」
















「ごめん。昔だったら、あんな色の日本人は迫はく害がい対たい象しようだってことです。……昼間にあの人が気ままにふらふら出歩くこと、絶対になかったから。帯刀くんにその発想がなくて、年齢だけ気にしたから、本当にびっくりしました」

「……ああ、そういう」

　昔だったら、と言われても帯刀は珍しかったんだろうとしか思えなかった。だから迫害対象と言われて、どきっとした。そういう感覚がそもそもない。街中を歩けば、外国人を見ることが当たり前となっている現代に生まれたのだ。

「だからご隠居は、帯刀くんの傍そばが居い心地ごこちいいんだろうね」

　感覚が違いすぎて、同意も否ひ定ていもできない。黙って柏の言葉を聞く。

「ご隠居のことを、いつもどこかにふらっと行きそうな人だと僕もみんなも思っていた。でもあの人はどこかへ行きたいんじゃない。居場所を探していたのかなって」

「……居場所」

「もちろん、居場所はあったんですよ、ずっと。先代さまも、守護代のお兄さんたちも、みんな千鳥さまに優しかった。でも大丈夫だよって慰なぐさめられるたびに、あの人は申し訳なくなったのかもしれない。役に立つことで報むくいようと必死になって仕事ばかりしていたら、どこかがゆがんでも仕方ないなって」

　千鳥は歪いびつな人間だと、帯刀でも感じていた。

　柏はその歪さを、近くにいてくれるのに透とう明めいな壁があると表現した。

　──もしかして、と帯刀は考える。

　千鳥が最後の最後でひどくなるのは、生来の気質というよりも、環かん境きようが原因だったのではないだろうか。

（俺はご隠居のことをなにも知らない。無神経な言葉を投げかけたかもしれない）

　壁をつくることで心を守ってきた相手に、壁を壊こわせと強要したのかもしれない。

　もっと違う言葉が、やり方があったのかもしれない。

「だから帯刀くんは遠慮なくご隠居を叱っていいんですよ。昔と常識が違うことを体感することで、ご隠居が変わっていくはずですから」

　けれど柏はそれでいいと肯こう定ていしてくれる。

「……怒るのは、あまり得意じゃない」

「僕は得意分野かも。今の子って感情の波がゆるくて、クールだよね」

　苦手なことでも……──あの人のためなら、努力してもいいかもしれないと帯刀は思えた。時代が変わったことに気づきながらも実感できていない、未だにふらふらしているあの人を無神経に叱り飛ばせるのは、きっと現代に生まれた自分だけだ。










　気持ちが多少落ち着き、馬鹿なことをしたと千鳥が自分に呆れることができたのは、しばらくしてからだった。気づいたら見たことのない山の中だ。現在地を確認するため、木にのぼって遠くを眺める。

「……ここ、どこだろうな。いいところではないのは、なんとなくわかるが」

　空気が澱よどんでいる。あちこちに穢れがべったりとまとわりつき、呼吸がしづらい。

　ときどき、柏かしわ手でで祓はらってはいるが、空気と共に吸いこむ穢れはどうしようもない。このままだと自分の身体はゆるやかに衰すい弱じやくしていくだろう。

　──もしかすると、本当に『根の国』なのだろうか。ついに自分は、行き着くところまで行き着いてしまったのかもしれない。

「人里はあるみたいだけれど……」

　遠くに灯あかりが見える。でも、行ってどうするのか。保ほ護ごを求めるのか。

　もし根の国なら『黄泉よもつ竈へ食ぐひ』に気をつけなければならない。ここの食べものを口に入れたら、身体が腐くさり落ちて現世に戻れなくなる。

「けどなぁ……別にここで生きていきたいわけでもないんだ」

　どうしたいのかわからない。ただ、もう戻れないことだけはわかる。

「……みんなは、どうしているんだろうな」

　時間の感覚に自信はないのだが、もしかしてと千鳥は空を見る。

　月も星もない。ここは、ずっと夜が続いているのかもしれない。

（闇やみ夜よは嫌いではない。……見えにくくなるから）

　このあやかしのような姿が、見られなくてすむから。

　──だから真夜中の仕事は好きだった。夜の海うみ辺べでの散歩も好きだった。

　疲れのせいか、千鳥はまぶたが重くなる。

　木から落ちたら落ちたそのときだと覚悟して、まどろみ続けることにした。




　うとうとしているうちに、がさがさという音が聞こえてきた。

　ぐらりと身体が傾かたむいて、慌あわてて木の幹みきを摑つかんで体勢を立て直す。

（あ……貧ひん血けつか……？　気持ち悪くなってきた……）

　口を押さえて、身体を丸める。何度も深呼吸をして、吐き気をなんとか堪こらえた。

　屈かがんだせいで、下の様子が目に入ってくる。

　いくつもの黒い影がさまよっていた。人の形のようなものが多いが、獣けものの形もないわけではない。それらは眼の部分も、口の部分も、すべてが真っ黒だった。

　ある一点をじっと見つめていると、じわじわと動いているのがわかる。黒い靄もやに見えるほどの穢れが集まり、『形』になっているようだ。

　これが根の国の住人なのだろうか。自分を迎むかえにきたのだろうか。

「……おれもいずれこうなるのかな」

　ここにいると降りていけば、いつかは自分も穢れきって、新しい根の国の住人としてこの国の人たちが優しくしてくれるのかもしれない。居場所ができるのかもしれない。

　でも、望んだものではないことぐらい、わかっていた。まぶたを閉じれば、いくらでもほしいものが浮かんでくる。

　ご隠居と呼んで慕ってくれる子たち。

　自分のために叱ってくれるとても優しい子たち。

　いつも気にかけてくださる方々。

　明るい笑顔で気さくに話しかけてくれる人たち。

　幸せを知っているからこそ、胸が苦しくなる。どれだけ情けなくても、どれだけおろかでも、それでも……。

　──おれは、あの子たちの迎えがいい。




「──あ、おにいさんだ。みーつけた」




　穏おだやかで優しげな声が聞こえた。

　でも声通りの性格ではなくて、すぐに怒って手が出てしまう子だと、よく知っている。

　まぶたが熱くなった。なんでと言おうとしたけれど、くちびるが震ふるえて声にならない。

（うそだ、いるはずがない……だってここは……）

　おそるおそる、木々の枝葉の隙すき間まから下をのぞく。すると小さいころから面倒を見てきた弟分の顔が見えた。

　こみ上げてくるもので喉のどが痛い。視界がにじんでいく。

（どうしよう。……そんなこと、思う資格はないのに。でも……でも、おれは……）

　きてくれて、嬉しい。

　見捨てられなかったことが、ただ嬉しい。

　こんなにも自分は幸せなのだと教えられて、頭が真っ白になった。

「よかった、ほら、下りてきてください」

　当たり前のように柏から差し出された手に、呼吸が苦しくなる。

　そこにただいまと飛びこみたかった。いつものように受けとめてくれることを確信して笑いたかった。

　けれどもうできないと、泣きそうな顔で首を横に振る。

「きてくれて、嬉しかった。……本当にありがとう。でも……置いていってくれ」

　こんなところまできてくれた。危険だとわかっていても、捜しにきてくれた。

　心配の重みを、ようやくわかった気がした。わかったからこそ、この手をとれないと何度も首を振る。

「まさか、なにか食べたんですか？」

「……おれが戻っても、おまえさんたちに迷めい惑わくばかりかける。いない方がいい」

「ああ……そういう馬鹿なことを考えていたんですか」

　いじめてしまったとあの人が言っていましたねと、柏が呆れた声になる。

「僕は貴方あなたのことを必要としていますよ。それだけでは足りませんか？」

「……違う、……役に立たないと、仕事ができないと、おれは……！」

　生きているだけで迷惑をかけるのなら、せめて仕事ができるようになりたかった。でもできなかった。

「居場所ならあります。貴方だって、わかっているでしょう？」

「わかってる。でも、だって……」

　これはずいぶん情じよう緒ちよ不安定になっているようだと、柏はため息をつく。

　この兄あに弟で子しのような人はたしかに四百歳を越えた大人だ。けれど精神年齢は見た目にどうしても引きずられ、ときどきひどく幼おさなくなる。『だって』という子どもっぽいぐずり方に、困った人だと苦笑した。

　きっと千鳥だけがわかっていない。役に立たなくても、なにもできなくても、ただ見ていてくれるだけで幸せになれることを、みんなはもう知っている。

「──僕も結構な年齢なので、頭がかなり固くなりました。でも、帯刀くんが守護代として入ってきてくれてから、新しん鮮せんな発見ばかりで楽しいです」

　覚えていますか？　と柏は千鳥に問いかける。

「三人で初めて京都に行って、厄やつ介かいな仕事を押しつけられて、どうするかを新しん幹かん線せんの中で話しましたよね。でも千鳥さまは途中から寝ていて、知らないことがあるんです。教えておけばよかった」

「なにか……あったのか？」

「……あのね、帯刀くんは貴方の寝顔を見て『北ほく欧おう系けい？』って言ったんです。すごいことだと思いません？」

　柏はあのとき、帯刀がいるなら千鳥は大丈夫だと安心できた。

　帯刀なら、ふらふらするこの人をしっかり捕つかまえてくれると確信できたのだ。

「だって、それは生まれた場所の話でしょう？　貴方を見て、変わっていると、おかしいと言わなかった。帯刀くんにとって貴方の見た目は、常識の範囲内になっているんです」

　こんなことありえなかった。あちらの世界の狐きつねや天てん狗ぐに育てられた柏は、千鳥がどんな色でも気にしなかったけれど、人間はいつも千鳥の色がおかしいと言っていた。敵意も警けい戒かいも、必要以上に向けられていた。

　千鳥は気にしていない、もう慣れたと言う。それは本当だろう。

　──他人に向けられる感情から、意い図と的てきに鈍くなっておく。

　四百年続けているうちに、透明で分厚い壁になった。いつのころからか、本人さえもあえて壁をつくっていたことを忘れてしまった。

　おかげで、柏がどれだけ千鳥を特別に想っても、その気持ちは千鳥に届かない。透明な壁に阻はばまれてしまう。

　幼いころ、千鳥から人間として生きていくために必要なことをすべて教えてもらったのに、兄代わりをしてくれていたのに、自分はたしかに弟だったのに、その他大勢の一人にされてずっと寂しかった。

「昔はその色だけで差別されることもあって、辛つらい思いをしてきましたけれど……」

　もう昔ではない。今に変わった。

　最近ようやく気づけた。もっと早くに気づいて、千鳥の手を引っぱって外に連れ出せばよかった。だってすでにこの世界は……。

「時代が、変わったんです。貴方を負の感情をこめて見る人は、ほとんどいない。それも個性だと、受け入れる時代がやっときてくれた」

　千鳥も知ってはいただろう。あちこちに出向いても、石を投げられなくなった。汚きたない言葉を吐き捨てられることもなくなった。自分の顔をきれいだろうと笑い、見せつけるように舞まってみせるようになった。

　透明な壁にひびはたしかに入っている。でも、まだ、あと少し。

　あのとき感じた衝しよう撃げきを、千鳥にも感じてほしい。




「──どうか気づいて。帯刀くんが生きる今のこちらの世界は、貴方を歓かん迎げいしている」




　とっくに、世界は千鳥を当たり前のように受け入れている。

　ただ生きるだけで幸せになれる信じられない時代が、たしかに訪れた。

「仕事、できなくてもいいじゃないですか。有能という武器で居場所を確保しなければならなかったときもあったのかもしれないけれど……」

　なにかにとり憑つかれたかのように仕事ばかりして、役に立ったと安心しなくてもいい。あんなに必死にがんばらなくてもいい。

「もういいんですよ。貴方が笑っただけで、僕たちは幸せになれるから」

　空から雨あま粒つぶが降ってきた。ぱたりと一いつ滴てき、柏の足元に吸いこまれていく。

「……おれは」

「はい」

「守護として、なにもできないし……」

「別にいいです。今の守護はなにもしないのが仕事ですから。むしろされたら困ります」

「おまえさんにも、迷惑かけてる。……おれが抜けて、体制が変わって大変だって、東雲さんにも……」

「あの方はまたろくでもないことを……。そこは絶対に口を出さないでください。僕なりに考えて、新しい体制を整えています。三百歳にもなって、貴方に全部やってもらわないと一ノ宮が務つとまりませんなんて恥はずかしいことだし、矜きよう持じが傷つきます」

　追いつめたのはあの方かと柏は苛ついた。

　神さまは本当に人間の気持ちをわかってくれない。──もちろん、千鳥も。

　でも今度こそわかってもらう。仕方ないという時代は終わった。

「ほら、他には？　なにが不安なんですか？」

　まだあるのならすべて否定しておこうと促せば、木の上の千鳥が言葉を探していた。

「……おれは」

「はい」

　また木の上から雫しずくが落ちてくる。柏の頰ほおを滑っていった水滴は、とてもあたたかかった。

「みんなのところに、かえりたい……」

「はい。帰りましょう、ほら」

　どうぞと柏が腕を広げると、下げ駄たが二つ落ちてくる。そのあと、ざっという枝葉がこすれる音がした。

　いつものように、千鳥の身体を、しっかりと抱きとめる。

　冷たくない、死人になっていない、大丈夫、間に合った。この人は生きている。

　眼が合うと、千鳥が笑った。安心したように、ほっとしたように。──帰る場所はここなのだと、ついに定めてくれたのだ。

「やっと、……やっと届いた──……!!」

　千鳥の透明な壁がもどかしかった。三百年かかって、みんなの力を借りて、帯刀が最後の一押しをくれて、ようやく千鳥の心に想いが届いた。

　諦めないでよかった。まだ第一歩だけれど、ゆっくり進んでいけばいい。そのための時間を先代さまがくれたのだから。
















「……心配かけて、悪かった」

「いつものことです。それに、今回は被ひ害がい者しやなので、そんな顔をしないでください」

　柏は千鳥を下駄のところでゆっくり下ろす。

　下駄に足を入れた千鳥は、柏からそっと手を離した。するとなぜか視界がゆれる。

「大丈夫ですか!?」

「多分、貧血だ。木の上にいたときからくらくらして……。無理に転移したからか？」

「単純な体調不良です。実はもう、こちらの世界で三日経ってますから」

「三日!?」

　叫さけんだら息が切れた。千鳥は支えてくれる柏の腕に縋すがって、おいおいと呟く。連れ去られてから半日ぐらいのつもりでいた。

「一度目の捜そう索さくでかなり時間感覚が狂うことがわかったので、時計だけを頼りにしています。初めはわからなくて、丸一日歩いて、待たい機きしているみんなを心配させてしまいました。今回が三度目の捜索です。正直、かなりひやひやしましたよ」

　飲まず食わずで三日となれば、調子がおかしくなって当然だ。おまけに穢れた空気をずっと吸って、じわじわと身体を弱らせている。

「背負います。摑まってください」

　千鳥は申し訳ないと思いながら、柏の背中に身体を預あずける。

　柏は慎重に立ち上がり、山の中を歩き始めた。

「重いだろう？　悪い……」

「小さいころ、ご隠居にたくさん背負ってもらったから、そのお返しです。貴方、いつだってどこにいても絶対に迎えにきてくれたから。──……嬉しかった」

　千鳥はそうだったなと昔を思い出す。小さいころは、柏をよく背負っていた。

　今はこんなに大きくなった。千鳥を叱ったり励ましたりしながら、弟だけれど立りつ派ぱな一人前の守護代として、共にいてくれる。

「──ぬしとわたしは　羽は織おりの紐ひもよ　かたく結んで　胸むねにおく」

　千鳥はゆられながら都ど々ど逸いつを口ずさむ。

　少し元気が出たようだと、柏はほっとした。

「ご機き嫌げんですね」

「ああ。この『ぬし』の意味が、ようやくわかった」

　千鳥は『ぬし』を騒動のことだと思っていたが、もう一つあった。

　自分を見守ってくれた先代さまや、守護代のお兄さんたち、それから残ってくれた柏たちや、他の地方の守護の方々やその守護代たち。

　ヒトの気持ちが重たいと初めて知った。こんなに重たいと、ふらふらどこかへ行くことはできない。でもきっと、それを幸せというのだろう。ずっと求めていたものだ。

「──ご隠居!?」

　山のふもとで、中之条や帯刀とも合流する。驚いた顔が、嬉しそうな顔になって、ほっとして……千鳥もつられて笑った。

「足、怪我でもしたんですか？」

「ただの貧血だ。怪我はない」

　中之条に心配されて、千鳥は大丈夫だと明るく言っておく。

　眼の端はしがひりひりするから、なんとなく気づかれているとは思うが、強がっておこう。

「柏さんの言った通り、本当にご隠居がこの山にいましたね。その野生の勘かん、どこからきているんですか？」

「なんとなく？　でも神さまから言霊をもらえたのも大きいですよ」

　東雲のことか……と思っていると、カラスさまからもらったと説明され、千鳥の身体が跳はねる。あの神しん域いきで嫌いやな思いをしたことは、きっとしばらく引きずってしまう。

「ご隠居は相変わらず人外に好かれますね。あのカラスもどきも、一応反省していましたよ。貴方と少し遊びたかっただけだって」

「……少しって」

　本物の神さまは苦手だ……と千鳥は唸うなってしまう。

「柏さん、交代。俺がご隠居を担ぐ」

「頼みます。周囲の状況は？」

　柏は千鳥を帯刀に託たくすと、中之条に厳きびしい目を向け、一気に緊張を高めた。

「さっきから黄よ泉み軍ぐんがうろうろしています。だんだん警戒が厳しくなっているのは間違いありません。俺たちはおそらく東雲さまと間接的な契けい約やくをしています。きっと相そう互ご不ふ可か侵しんの約束に抵てい触しよくしているんでしょう」

「わかりました。僕が先に歩きます。できるだけ黄泉軍をさけて進みましょう。ご隠居が戻ってきたので、最後は強行突破をすることも覚悟しておいてください」

　物ぶつ騒そうな話を柏と中之条がしている。

　千鳥は黄泉軍という言い方から、やはりここは根の国だということを知った。

「黄泉軍というのは……さっきのところにもうろついていた穢れの集合体のことか？」

「はい、根の国の警けい察さつのようですね。一度見つかったとき、大変な目に遭あいました。言葉が通じるようには思えませんし、もし通じても説得や交こう渉しようはかなり難しそうです」

「……悪い。こんな危ないところにおまえさんたちを……」

「だから被害者だって言ったでしょう？　しつこいと手が出るんで、やめてくださいね」

　優しさと容よう赦しやのない言葉をまぜられて、千鳥は帯刀にしがみつく手へ力をこめる。

　こんなときだけれど、いつも通りのみんなに安心してしまった。













　柏が黄泉軍への警戒を続けながら、安全な山道を選び、慎しん重ちように進んでいく。

　その道中、千鳥は今どんな状況なのかをいろいろ教えてもらった。逆に、カラスさまから聞いた話を教えることもあった。

「神話の続きの主役は、きっと東雲さんなんだろうなぁ」

「高たか天まが原はらと根の国の両方にケンカを売るなんて、いやはや、昔は血けつ気き盛さかんというやつなんでしょうねぇ」

　千鳥の呟つぶやきに、中之条が同意してくれる。

　今、東雲はあちこちと相互不可侵の約束をかわしている。これを破ったらひどいことになるのだが、『ひどいこと』とはおそらく『殺す、殺される』で正解だ。

「東雲さんが三日三晩寝ずに入り口を維い持じしてくれているのか……。説教ですむか？」

「ご隠居の膝ひざ枕まくらで東雲さまを寝かせてあげたらどうです？　ご隠居は東雲さまの顔を見放題、向こうは楽しく昼寝できて、ちょうどいいと思いますよ」

「『重いからだを身にひきうけて　抜くに抜かれぬ　腕枕』……というのを知っているか？　膝枕も腕枕も一時間を超えるとただの拷ごう問もんだ……」

　柏の提案に無茶を言うなと、千鳥は力ないつっこみを入れる。

「ご隠居のそういう色っぽい話はなんというか……あまり聞かせないでほしいんですが」

「おい二ノ宮、いやな誤ご解かいをするな。相手は小さいころの一ノ宮だからな」

「あ、この話はここでやめましょう。僕の一番嫌いな言葉が出てきそうなので」

　柏によって始められた話は、柏によって終わりにさせられる。

『昔はかわいかったのに』という年上の決まり文句を聞きたくなかったのと、もう一つ。穢れが濃くなりつつあることに、いち早く気づいたのだ。

「休きゆう憩けいついでに、周りを確認してきます。少し待っていてください」

　敵が近づいているのか、それとも単に穢れが濃くなる場所なのか。

　見極めてから動きたくて、柏は腕時計を見た。

　──そろそろ、根の国に入ってから十二時間を超えようとしている。体感ではさほど経っていなくても、疲労の蓄ちく積せきはかなりのものだ。

「柏さん、二人ずつで別れた方がいい。一人は危険です。坊主とご隠居はここで……」

「俺はご隠居を守りきる自信がない。俺が柏さんと行く」

　帯刀は遠距離攻撃に長けている分、近接戦闘はからっきしだ。なにかあったら、千鳥に庇かばわれてもおかしくない。

　見回りにつきあうために千鳥を下ろせば、帯刀は柏からすみませんと謝られてしまった。

「帯刀くんのための休憩だったんだけど……まあいいか。荷物下ろすだけで違うだろうし」

「すまん。そろそろおれも動けると思うから……」

「ご隠居は無理しないでください。悪化はしても回復はしませんよ」

　飲まず食わずの三日間、おまけに体内に穢れをとりこんだまま。

　清せい浄じような空気の中で穢れを祓い、水分と栄養を補ほ給きゆうし、しっかり休きゆう息そくをとらないと千鳥の体調は戻らない。今は緊張のおかげで意識を保たもてているだけだ。

「二十分ぐらいで戻ります。時間に気をつけてください」

「了解です」

　柏は帯刀を連れて、人ひと気けのない山道を進み、途中から獣けもの道みちに入る。

　野生の本能が強い柏は、帯刀にはわからない小さな物音や気配に気づき、上に行こうと木を指さした。

　帯刀に木登りの経験はない。だが持ち前の運動神経で、柏の指示通りに手と足を動かすことで、信じられない高さまでのぼることに成功してしまう。

　風が吹くと、こんな大きな木でもわずかにゆれてしまうなんてこと、知りたくなかった。両手を離して遠くを見ている柏が信じられない。

「黄よ泉もつ比ひ良ら坂さかに繫がる道に黄泉軍が配置されている。強行突破するしかないでしょう」

「見える……のか？」

「この距離ならなんとか。灯りが少し。それに穢れが集まっている。待っていても状況は悪化する一方ですから、戻ったらすぐに撤てつ退たい戦せんです」

　帯刀も同じ方向に目をこらしてみたが、よくわからない。

　灯りもあるのかないのか、穢れに至いたってはどう感じとれというのだろうか。

「なにかあったら、帯刀くんはご隠居を置いて現世に戻ってください。今回はご隠居よりも帯刀くんを優先します。あの人も、僕も、中之条も、長く生きていますから」

　千鳥が関われば本物の神さまにも殴なぐりかかっていく男が、それでも帯刀を最優先するとあっさり言う。なぜそこまでと帯刀自身が一番不思議に思う。お客さま扱いだからとか、若いからだとか、そういう理由ではそろそろ説明できない。

「……柏さんは」

「うん？」

「なんで俺に甘いんだ？」

　帯刀は疑問をためらわず柏へぶつける。

　眼をじっと見て返事を待つと、相手が怯ひるんだ。けれどそこで引いてやるような神経は持っていない。

「わ、かる……？」

「割と露ろ骨こつ」

「ごめんね。……ひいきとか、そういうつもりはないんだけれど」

　まいったなと柏は視線をうろつかせる。こほんと咳せき払ばらいして、曖あい昧まいに笑った。

「なら、みんなで無事に帰ったら訳を話しますね。おもしろい理由ではないので……気分を悪くさせるかもしれないんですけれど」

　ご隠居にも気づかれたしと柏は呟き、誤ご魔ま化かすように腕時計で時間を確認した。







　木々の陰かげに四人で隠かくれて、さてこれからどうしようかと作戦会議を始めた。

　千鳥は間近で黄泉軍と呼ばれる穢れの集まった存在を見ていたため、そのからくりについて推測したことを報告する。

「黄泉軍の兵士には核かくとなる霊れい符ふがある。この霊符に穢れを集めることで形にしている」

　穢れに満ちた根の国だからこそ、霊符を使う方法で大量の兵士をつくったのだろう。

　だれがつくったのかという話は、一いつ旦たん置いておく。

「核となっている霊符を燃やすなり破くなりできたら、穢れを留めておけなくなる。だが散った穢れは近くの兵士の霊符に吸い寄せられるはずだ」

　攻こう撃げきを加えて、兵士の数を減らしたように見えても、傍の兵士の力が増して少数精せい鋭えいとなっていくだけ。厄介な相手の攻略法の種類は、あまりなさそうだ。

「よし、まずは撤退戦の基本だ。相手を倒すことよりも、足止めに集中する。……若いの、おまえさんの力が必要だ。霊符を矢で貫つらぬけ。ただし、ただ貫くんじゃない。なにかに貼はりつけろ」

　霊符が兵士の核ならば、その霊符を矢で木や地面に貼りつけてしまえば動けなくなる。

　完全に霊符を破は壊かいすると穢れが散って周囲に吸収されるため、あくまでも『貼りつける』ことが重要だ。

「動く相手だから難しいとは思うが、やれ。おまえさんならできる」

「わかった」

「一ノ宮、勢多から霊符を預かってきているだろう？　なにがある？」

「使えそうなのは管くだ狐ぎつねですね。僕は帯刀くんの手伝いをします」

「頼んだ。……中之条。できるだけおれも自力で走る。けれど動けなくなったら」

「担いで走ります。それまであちらさんの攻撃を薙なぎ払うぐらいはしますよ」

　あとは、と千鳥は首の鈴を外はずす。

　こんな穢れが満ちた国で、それでも自分がこの程度の貧血のような症しよう状じようですんでいるのは、鈴のおかげだろう。なにかが仕込んであるようだと、さすがに気づきつつある。

「一ノ宮、この鈴はだれの手が入っているんだ？」

「実は東雲さまがつくった『本物のお守り』です」

「……騙したのか？」

「さぁ？　できればそのまま持っていてほしいんですけれど、する気はなさそうですね」

　千鳥はよくわかっているなと嫌いや味みを言い、鈴をぎゅっと握にぎった。

「神しん道とう系けいならこの中ではおれが一番できる。最初の道はおれが開く。迷わず走れよ」

　よしやるかと千鳥は気合を入れる。

　木の陰から一人で山道に出た。このまま歩いていけば、すぐに見つかる。

　けれど気にせず歩き続け、手を打ち鳴らしてわずかに空気を清めた。

「瀛おき都つ鏡かがみ　辺へ都つ鏡かがみ　八や握つかの剣つるぎ　生いく玉たま　足たる玉たま　死まかる反かえしの玉たま　道反玉ちがえしのたま　蛇へびの比ひ礼れ　蜂はちの比ひ礼れ　品くさ物ものの比ひ礼れ　ふるべ　ゆらゆらと　ひとふたみよいつむななや……」

　唱となえているうちに、こちらの姿に気づいた黄泉軍の兵士たちがぞろぞろと集まり始める。

　千鳥は息を大きく吸いこみ、手に持った鈴を兵士たちへ投げつけた。

「ここのたり！」

　穢れに触ふれた鈴は、持ち主ぬしを守るための力を解放する。

　本物の神さまの力が、千鳥の祝詞に応こたえ、邪じや悪あくを浄じよう化かする力となって荒あれ狂くるう。

　千鳥は眩まぶしすぎる光に思わず手をかざす。その間にも周囲の穢れが清められていき、清浄な空気に変わっていった。一粒の影も許さない強制力によって、この場が支配される。

　数秒間の圧あつ倒とう的てきな光の洪こう水ずいが収まると、そこにはなにもなかった。

　──穢れと核の霊符をすべて消しよう滅めつさせたことに千鳥は気づき、駆かけ出す。

「走れ！」

　なんという力だと、走りながらぞっとした。

　東雲のお守りで黄泉軍に穴を開けて、そこから中之条が切りこんで……と思っていたのだが、その必要がなくなった。

　あとは走って、走って、援えん軍ぐんの足止めをしながら黄泉比良坂に向かえばいい。

「うしろから援軍です！」

　最初に気づいたのはやはり柏だ。

　異常なほどの神しん気きが爆ばく発はつしたせいで、ここに敵がいますと黄泉軍に宣言したことになってしまったらしい。

　近くにいた黄泉軍の兵士たちは、清められた地を再び穢れで覆おおうために集つどう。

「うしろから四つ、右から二つ……。帯刀くん、うしろから」

　帯刀は柏の指示に従い、勢多の霊符によって祓いの力を得ている矢を二本とり出す。

　足を止め、甲こう矢やを手に、乙おつ矢やを口にくわえ、弓と甲矢を持ち上げてから円を描えがくようにして下ろし、弦つるを引く。

　帯刀にとって、この距離なら兵士に当てるのは難しくない。だが射い抜ぬいてなにかに貼りつけるためには、角度が悪い。

　もう少し右によってくれと帯刀が舌した打うちをすると、柏が管狐を飛ばして敵に攻撃を加え、右によせてくれる。

　──今だ、と狙ねらって放つ。弦の戻る音が耳元で鳴る。
















　当てたかどうかを確認する前に、口にくわえていた乙矢を手にとり、また弓を引く。

　帯刀が狙いやすいように、柏の管狐が時間を稼かせぎ、再び敵の角度を変えてくれた。

（連れん携けい……ってこういうことか……！）

　言わなくても柏はわかってくれる。周りをよく見て、考えて、とっさに最適の判断を下してくれる。甘えっぱなしの連携なのはわかっている。でも今の帯刀の限界はここだ。

「帯刀くん！」

　矢を放つ間に、帯刀は向こうの攻撃範囲に入りそうになっていた。焦あせったように柏に名を呼ばれたので、乙矢を放つと同時に返事の代わりに駆け出す。あっという間に千鳥たちに追いつき、追い越し、少し先で立ち止まって再び弓を構えた。

　今度は右側からくる兵士を狙う。柏に協力してもらい、霊符を二本の矢で貫いて木の幹に貼りつけると、また全力で走る。

「足が速いからできる芸当だなぁ……。若いのはなんという器用さだ……」

　千鳥はくらくらする頭で、さて自分も格かつ好こうをつけなければと考える。

「新たな敵の数は？」

「うしろからさらに六つ。左から四つ。思ったより多いですね」

　柏が気配を感じとり、今のペースだと帯刀が間に合わなくなることを予想する。

「一ノ宮、火をおこせるか？」

「なんと勢多から火をおこせる霊符を一枚もらってます。ローソク程度の火ですけれどね」

　元々は暗かったらローソク代わりに使ってねというささやかな札だ。

　燃えつきたらおしまいという、それだけの効果しかない。

「若いの！　ちょっとこい！」

　二本の矢を放った帯刀を呼び、千鳥は作戦を伝える。

「おまえさんはこの霊符を矢につけて放て。ただし、あちらさんの少し手前を狙え。一ノ宮、若いのがおれたちに追いついたら発火させろ」

「了解」

　帯刀は走りながら霊符を細長く折りたたみ、矢にきつく結びつける。足を止めて構え、新たに現れた兵士たちの手前を狙った。

　矢が離れたらすぐに踵きびすを返し、全力で走って逃げる。

　千鳥は帯刀に追いつかれる直前、両手を合わせてぱんっと打ち鳴らした。

「この息はわが息にあらず！　入るも神の御み息いき、出るも神の御息！」

　言霊を放ち、息を吸う。気が身体の隅すみ々ずみまで行き渡る。

　その間に帯刀が横に並んだので、柏は千鳥に言われていた通り霊符を発動させた。

「急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう！」

　速すみやかに霊符の効力を発揮せよ、という柏の命令に従い、矢に結びつけた霊符に小さな火が灯ともる。千鳥は霊符を燃やし始めた炎を確認してから、息を吸いこんだ。

「神しん風ぷう晴せい明めい！」

　魔を祓う息を吐き出せば、千鳥を中心とした風が四方へ向かい吹き荒れる。

　札の炎は風に煽あおられて一気に広がり、炎の壁をつくる。

　うねり、重なり、威力を増していく火柱の眩しさに、だれもが手をかざして自身を庇った。離れていても強きよう烈れつな熱さでじりじりと腕を焼かれる。

「走れ！　おれは風の制せい御ぎよができるわけじゃない！」

　啞あ然ぜんとしている柏たちに千鳥は鋭い声で命めいじる。

　あの炎が千鳥の意思に従わないと知った三人は、ぞっとした。風向きが変わったら、こちらに襲おそいかかってくるかもしれない。

「なんという危ないことを……」

　ご隠居といたら寿じゆ命みようが縮まると、中之条は疲れた声を出す。

「今のは息い吹ぶき法ほうですか？　使ってましたっけ？」

「守護になって暇ひまだから練習した。これは初歩の初歩だけどな……。神道系とは割と相あい性しようが……あ、いかん。貧血だ……」

　急に気持ち悪さが増して、千鳥はよろける。すぐに中之条の腕にすくわれ、肩に担ぎ上げられた。この姿勢は胃いが圧あつ迫ぱくされてかなり苦しい。

「うっ……ゆ、ゆれが……！」

「我が慢まんしてくださいよ！　あと少しです！」

「帯刀くん、右から！」

　炎の壁が収まれば、再び兵士が集まってくる。ぎりぎりまで足止めをしようと、帯刀がさらに二本の矢を放つが、さすがにここが限界だと判断して切り上げた。

　黄泉比良坂というからには、最後は上のぼり坂だ。

　千鳥を担ぎながら泣き言一つ言わず坂道を走ってくれる中之条、ずっと神経をとがらせて警戒を続けてくれる柏、最後の最後まで危険な仕事をしてくれた帯刀、みんなに感謝してもしきれない。

（あと少し……！　このままのぼりきれ……！）

　間に合えと千鳥は声に出す。これでも神さまだ。言霊の力があるのなら、威力を発揮してほしい。

「──東雲さま！　閉じてください！」

　柏が叫んだ瞬しゆん間かん、ふわりと身体が軽くなった気がした。

　異ことなる世界を繫げるねじ曲がった道を移動しているのだと、感覚で知る。

　世界がぐるりとひっくり返ったせいで平へい衡こう感覚を失った千鳥は、中之条の肩から落ちそうになった。

　そこが限界で、意識が遠くなっていく。受け身をとれずに地面に叩きつけられることを覚悟したが、なぜか柔やわらかくていい匂いのする布に包まれた。たしかに落ちたはずなのに、痛くない。

（……あ、れ？　……このにおい）

　覚えがあると気づくと同時に、ずしんと一気に身体が重くなる。おそらく、黄泉比良坂と現世を繫ぐ空間を抜けて、重力が戻ってきたからだ。

　だからこのときになって、柔らかな布をまとった『腕』が自分を抱きしめてくれていることに、ようやく気づくことができた。

「ご隠居！」

「大丈夫ですか!?　うわ、祓って！　穢れすごい！」

　手足だけでなく、まぶたも重い。帰ってきたのだと、遅れて実感する。

　喜びたいのに、みんなに無事だと言いたいのに、もう身体が動かない。

　それでもわずかに残っている感覚が、だれの腕の中にいるかを教えてくれた。

「──先、代、さま……？」

　ああ、どうかもう少しだけ意識を保ちたい。

　お顔が見たい。お声が聞きたい。話したいことがたくさんある。

　ずっと探していた居場所が、見つかったんです。貴方に優しくされても、申し訳なく思わなくてもいい時代がきたんです。

　だからどうか、と先代さまの着物を摑む指へ力を必死にこめる。

　──おかえり、小さいの。
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　優しい声に、ただいま帰りましたと言ったつもりだけれど、声になっているだろうか。

　恩おん返がえしではなく、貴方のことがただ好きだから明るい時間に外を一緒に歩きたいのだと、それだけのことにやっと気づけたのだと、そういう話を起きたらしよう。
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　ふと眼が覚めたら、見たことのない和室だった。畳たたみのいぐさの匂においで、ここは自室でも軟なん禁きんされた部屋でもないとわかり──……そうだ、根の国から帰ってきたんだと思い出す。

「……みず」

　千ち鳥どりは動かしにくい身体からだで、なんとか机の上の急きゆう須すと湯飲みを使い、水分を補ほ給きゆうすることに成功した。ゆっくり背せ筋すじを伸ばしながら、お腹なかすいたな、とのんきなことを思う。

「ここ、どこだ？　とりあえず関東の持ち家ではなさそうだが……」

　だれかいないのかと立ち上がり、よろよろと壁伝いに歩いていけば、人の声が聞こえた。隣となりの部屋がずいぶんと賑にぎやかだ。

　耳を澄すませると、その中に知っている声がいくつも混じっていて──……。

　まさか、と千鳥は隣の部屋の襖ふすまを勢いよく開ける。

「……あー！」

　浴衣ゆかた一枚で現れて悲鳴を上げた千鳥へ、部屋の中のみんなが一いつ斉せいに注目した。

　ご馳ち走そうが載のった机を囲かこんで和なごやかにしているのは、千鳥の守しゆ護ご代だいたちと、中国地方の守しゆ護ごである初はつ瀬せと、その守護代たちだ。

「なんかおいしそうなものを食べてる！」

「目覚めて最初に言うことがそれですか？　おはようございます、これはただの打ち上げです。中国地方のみなさまに接せつ待たいしてもらっている最中ですよ」

「ただの、じゃないだろ!?　これ、なにが入ってたんだ!?　お品書きはこれか!?」

　千鳥は柏に言いながら、末席に座っていた帯たて刀わきの品書きの和紙を手にとる。

　空になった三つの小こ鉢ばちには、鯛たいの卵とタコの酢すの物、もずくが入っていたらしい。

「なあなあ、若いの！　鯛の卵ってどんな味だ!?」

「だしの味のついたししゃもの卵」

「おまえさんに訊きいたおれが馬ば鹿かだった！　おいしかったのはどれだ!?」

「ふぐのから揚あげ」

　見れば皿の上にからっと揚げられた白身が載っていて、林りん檎ごのみじん切りを加えた甘あま酸ずっぱいタルタルソースがそえられている。ほかにはイクラが載っている茶ちや碗わん蒸むしや、はまぐりの吸い物、新しん鮮せんな鯛や鰤ぶり、鮪まぐろに貝にウニといった贅ぜいをこらした活いけ造づくりの大皿、黒鯛の煮に付つけに、和わ牛ぎゆうのステーキ、ちりめんのごはん、ゆでたカニとポン酢という鉄てつ板ぱんの組み合わせまであった。

　絢けん爛らん豪ごう華かな食事に、千鳥は絶句するしかない。

　なんで自分のいないところで勝手に宴えん会かいが始まっているのか。起こしてくれたらよかったのにと柏かしわへ摑つかみかかる。

「おれの分は!?」

「千鳥くんは三日間も絶食していたから、まずは五ご分ぶ粥がゆぐらいにしようか」

　のほほんと初瀬に言われて、千鳥はそんなと悲鳴を上げ、うそだと座りこんだ。

「茶碗蒸しぐらいは食べます？」

「食べる！　あ、イクラ……！」

　茶碗蒸しにはオレンジ色のイクラがちょこんと載っていた。金きん箔ぱくも散らしてある。

　だが柏はその部分を容よう赦しやなくさけ、卵の部分だけをすくい、お供そなえしてきた。

「うう……おいしい……」

　ぱくりとくわえて、だしがしっかりと効きいているなめらかな茶碗蒸しを味わう。ゆずの風味がふわりと漂ただようのがいい。だがこれだけで満足できるはずがない。せめてもう少し、茶碗蒸し以外にもなにか食べたいと思っていると、舌が卵以外の味をとらえた。

「……!?　これホタテも入ってる!?」

「本当に食い意地がはっているんですから……。入っていますけれど、駄だ目めです」

「そんな!?　ちょっとだけ……！」

「勢せ多たさん、この赤いのなに？」

「クジラの刺さし身みだけど……現代っ子ってクジラがわからないのか!?」

　うしろで、まじかよ、若いって怖いな、信じられない、そんな声に帯刀が包まれている。

　振り返れば、クジラの刺身が載っている活造りの大皿に、あちこちから箸はしがのびていた。透すき通った新鮮な切り身が千鳥を誘ってくれているのに、食べることができない。

　じゅうじゅうと音を立てて、ステーキが色を変えていく。ゆでたカニの匂いとポン酢が、食しよく欲よくを煽あおっていく。

「おれも食べたい……！」

　ひどいと千鳥は悲鳴を上げる。けれど『いいですよ』はだれからももらえなかった。







　見ていても腹がすくだけなので、千鳥は寝かされていた部屋に一人で戻って、お供えされたもはや重おも湯ゆに近い粥をスプーンで食べる。……というか、飲む。

　あまりにもひどすぎる。悲しすぎる。

　あんな豪ごう勢せいな食事、一人だけ食べられないなんておかしい。柏は偏へん食しよくを拗こじらせて半分以上は手をつけないくせに、なんでそこにいるのか。いますぐおれと代わってほしい。

「うう～……おれの刺身とふぐ……。ん？　もしかして、ここは海が近いのか？」

　机に旅館のパンフレットが置いてある。

　見てみると、ここは岡おか山やま県けんの倉くら敷しきにある小さな料りよう亭てい旅りよ館かんで、貸し切っているようだ。

　普ふ段だんは関東に住み、用がなければ他の地方に行くことはない千鳥にとって、この岡山の海の幸さちをふんだんに使った食事を食べ逃のがしたことは、一生の不ふ覚かくになるだろう。

　悔くやしい……と机に突っぷしたあと、パンフレットをぼんやりと見つめた。

　有名な美び観かん地区がすぐそこにあり、ライトアップもしているらしい。窓から外を見ると夜が訪おとずれていた。あとで散歩に行こうと考えていると、襖がすらりと開く。

「……ご隠いん居きよ、胃いの調子は？」

　様子を見にきてくれたのは帯刀だった。一番年下だから、気を使ったのかもしれない。

「大丈夫だ。まだ宴会途中だろ。おれのことは気にせず楽しんでこい」

　一人で寂さびしいのは本当だが、若い帯刀を巻まきぞえにしたくはない。

　だが帯刀は急須に湯を入れながら、もういいとはっきり言う。

「食事がだいたい終わって、酒が入り始めたから、抜けていいって柏さんが」

「あ～……未成年にはつまらない時間だな」

　千鳥はパンフレットを広げ、神社までの道のりをたしかめる。徒と歩ほで行ける範はん囲いだ。

「よし、なら出かけようか。美観地区でライトアップもあるらしいぞ」

「……あんた、じっとしていられないのか？」

「こんな機会は滅めつ多たにないからな。さ、行こう。おいしいものを食べられないなら、観光ぐらいはしたいんだ」

　千鳥は畳たたんであった羽は織おりを手にとり、立ち上がる。

　帯刀はため息を一つついたあと、黙だまってついてきてくれた。







　観光地のはずだが、美観地区はずいぶんと暗くらかった。夜でも賑やかな場所というわけではないらしい。静かで人ひと気けのない道を、街がい灯とうだけを頼りにして歩く。

「……こちらに戻ってきたあと、どうなってたんだ？」

「東しの雲のめサマが穢けがれを祓はらってこいって、俺たちを宮みや崎ざき県けんの池に放りこんだ。そのあと、初瀬サマがここでゆっくりしろと連れてきてくれた。ご隠居はずっと寝てた」

「そうかぁ……」

　根の国から戻ってきたイザナギは、穢れを祓うため、筑つく紫し──……宮崎県にある今は池になっているところで禊みそぎを行った。どうやら知らないうちに、大移動をしていたらしい。

「お疲れさん、大変だったな」

「別に。俺はずっと車に乗ってただけだ」

　帯刀は自販機の前で立ちどまり、小銭を入れてホットのアップルティーのボタンを押す。

　屈かがんで取り出すと、千鳥にほらと渡した。

「低血糖で点滴を受けたことも知らないだろう？　甘いものを飲んだ方がいい」

　どうぞお召めし上がりくださいと言われて、千鳥は嬉うれしくて笑う。

　プルタブを引いて、ゆっくりひとくちを味わった。あたたかくて優しい味が、じわりと身体の中に広がっていく。

「なぁ……根の国から出てきたところに、先代さまがいらっしゃったよな？　先代さまはもう帰られたのか？」

「多分。ご隠居を助けに根の国に行くって言い出して、みんながとめてた。そういえば」

「うわぁ、あとで手紙を書いてお礼を述のべないと」

　静かな余生を楽しんでいる恩おん人じんを、こんな騒そう動どうに巻きこんだ。申し訳ないと思いつつも、その優しさが嬉しい。

「おれの誘ゆう拐かい犯はんはどうしている？」

「尻尾しつぽだけが白い変なカラスか？　柏さんは揖い屋や神じん社じやでも話していたみたいだけれど、詳くわしいことは知らない」

「なるほど。神社に行けば会えるかな？　少し話が……」

　正直、カラスさまには会いたくない。見られたくないものをすべて暴あばかれ、えぐられた。

　するとこちらのためらいを察したのか、帯刀に強く手を引かれる。

「……いや、大丈夫だ。でもついてきてくれるか？　『たつたひとこと　言わせておくれ　あとでぶつとも　ころすとも』にならないようにな」

　千鳥は茶化すように言ってから、美観地区の一角にある阿あ智ち神じん社じやの階段をのぼる。少し足元がふらついている気がしたので、途中から帯刀の手を借りることにした。

　階段をのぼりきると、大きな鳥とり居いがある。夜なのに鳥居には多くのカラスがとまっていて、こちらを見下ろしていた。

「『カラスさま』、いるんだろう？　話がある」

　千鳥が呼びかければ、尻尾が白いカラスが羽はばたき、千鳥の頭に下りてくる。

　こら、と手で払う前に、帯刀が容赦なくカラスさまの首を摑んで宙に放り投げた。

「ひどいよ！　君はあの怖い子と違って優しい子だと思っていたのに」

　カラスさまはギャアと鳴いて抗こう議ぎの声を上げてから、渋々近くの木の枝にとまった。

「千鳥、ごめんね、ちょっと意い地じ悪わるしすぎたみたい。本当にずっとさらう気はなかったんだよ。どこかでゆっくり一日遊んでもらえたらって……」

　あれでちょっとなのかと思ったが、つぶらな瞳ひとみでごめんねとうなだれているのを見てしまうと、まあいいかという気になってしまった。

（……本気で心配していたのか。……なら、もう……）

　ほだされそうになって、千鳥は慌あわてて駄目だと自分に言い聞かせる。カラスさまは甘い顔をしたらつけ上がるタイプだ。

「その話はもういい。無事に帰ってくることができたからな。……それより、カラスさまたちが捜さがしている『みどりこ』についてだ」

　一連の事件の始まりは、子どもの神かみ隠かくしからだった。

　千鳥はその犯はん人にんを捜し、囮おとりになって神隠しをされ、うっかり根の国に招まねかれてしまった。みんなの努力のおかげでなんとか無事に帰ってきて、事件が解決したように思えたが、まだ終わっていない。怪け我がをした『みどりこ』の行方ゆくえは、わからないままだ。

「『みどりこ』はおれかもしれない……って、カラスさまは気づいていたのか」

　千鳥が言いかければ、カラスさまがそうだよねと頷うなずいていた。

「他のみんなが勘かん違ちがいしてるっぽいのは、最初からなんとなく。残った気配だけで『神』と『制限をかけてある神』の区別は難しいよね。それに、この時代に新しい神が生まれる可能性は低すぎるし。でもみんなで同じ目的を持って動くって久しぶりだったから、つい言い出せなくてねぇ」

　つぶらな瞳から一転、やはり憎たらしいカラスである。

「千鳥、十月の後半に怪我をした状じよう態たいで野の宮みや神じん社じやに参さん拝ぱいしなかった？」

「した。それが勘違いの始まりだったんだな」

　少し前、平へい氏しの怨おん霊りようを鎌かま倉くらで迎むかえうったとき、千鳥は大怪我をした。

　かさぶたはできているが完治はしていない、という状態のとき、帯刀と柏を連れて野宮神社へお参まいりに行ったのだ。

「あのとき、あそこの狐きつねくんはちょうど出雲いずもに行ってたんだよね。ほら、神かん無な月づきでしょう。帰ってきたら血の匂いと小さな神さまの気配が残っていて、とても驚いたみたい」

　あの神社に出入りをしている狐は、その小さい神さまが『あの男』である東雲の関係者とは気づかないまま、全国の神々に助けを求めてしまったようだ。

「関東ならともかく、近きん畿きになると、関東の土地神の交代をまだ知らなかったりするからね。みんな勘違いに気づかず、せっせと『視みる力のある子ども』をさらっては、これは神ではないって帰していたってこと。でも、そろそろ私から説明しておくよ」

　これで全国で発生していた神隠しも収まる。

　ようやくすべてが終わったと、千鳥はほっとした。帰ったら、暇ひまを持てあます役に立たない守護という務つとめを、今度こそしっかり果たそう。

「千鳥はいろいろ大変だったから、せめてものお詫わびに私から言こと霊だまを授さずけよう。──『みんなと幸せになれる』。こんなのでどう？」

　思いがけない言葉をもらってしまった。それはいいと笑う。

「ありがとう。充分だ」

「神社内だとすごく効力あるんだけどね。不幸を感じたら神社においで。御ご利り益やくあるよ」

　東雲との約束で、こちらの世界と神社は繫つながっていない。

　神社でもらった言霊は、神社の外に出ると効果がなくなる。でもこういうのは、気持ちを喜ぶものだ。

「そっちの君はどうする？」

　カラスさまは千鳥だけでなく、帯刀にも言霊を授けるらしい。優しいところもあるんだなと感心した。

「若いのは大学受験合格だろう。せっかくだ、もらっておけ」

「いらない。神頼みなんかしなくても、自力で合格するからいい」

　帯刀はあっさりと断ってしまう。もったいないなぁと千鳥は苦笑した。でも、帯刀らしい。最近の若い子は、とてもクールなのだ。

「なら他のにしようか」

　カラスさまは断られたことにめげず、新たな提案を帯刀に持ちかける。

「私は千鳥が戻ってくるまでの間、揖屋神社の鏡かがみで君たちのことをあれこれ見ていたんだ。君が野宮神社でお参りしたときのお願い事、──ほら、たしか」

　ばん！　と千鳥の耳元で音が鳴った。突然、帯刀の手で両方の耳を塞ふさがれてしまったようだ。声は聞こえないが、なにやらカラスさまと帯刀が揉もめていることだけはわかる。

（おれに聞かれたくない願い事なのか……？）

　好こう奇き心しんがうずき、帯刀の手を外そうと試こころみるが、さらに強い力で押さえつけられてしまい、諦あきらめるしかなかった。

「ん？　話は終わったか？　言霊もらったか？」

「一応」

　手が離されたので帯刀の顔を見上げると、疲れた表情になっていた。

　じっと眼を見たら、そらされる。よほどやましい言霊をもらったのだろう。

「じゃあまたね、千鳥。たまには神社で私を呼んで。遊びに行くから」

「……そのうちな」

　むしろ神社にあまりよりつかないようにしようという決心をしてしまった。

　東雲の管かん理り下かにないところでふらふらして危ない目に遭あうのは、今回だけで充分だ。

　のろのろと階段を下りてから、旅館へ戻るための真まっ暗くらに近い道を歩く。倉くら敷しき川がわに出ると大正ロマンの香りがするといううたい文もん句くの街並みが続くはずなのだが、今はとてもささやかな灯りだけで、観光という光景ではなかった。

「昼間にくるところだったんだなぁ」

　千鳥は昼間の光景を想像してみる。明日、時間があるのならもう一度ここを歩いてみよう。おいしいと話題のパフェの店も、この通りにあるらしい。

「なぁ、若いのはさっきなにを願ったんだ？」

「あのカラスに言ったのは願い事じゃない。俺の願い事はもうご隠居がすべて叶かなえてる。これ以上を望むのなら、それはただの『わがまま』だ」

　帯刀の、神さまに叶えてもらわなければならないような、自分ではどうすることもできなかった願い事は叶っていた。あとは自分の力で、わがままを叶えていくだけだ。

「おれが、叶えた？　そんなことをしたか？」

「俺にとって、ご隠居に初めて会った夜は、すべての願い事が叶うきっかけになった。あんたにとっては、そんなことをしたかと言えるぐらいの、よくあるただの夜だったんだろうけどな」

　化ばけ物ものに襲おそわれている人を助けることは、千鳥にとってはたしかにいつものことだ。

　でも、帯刀の『同じ夜をすごしても同じことを感じるわけではない』という切ない叫びを、その通りだと流すことはできなかった。

（……そうじゃないんだ）

　言わなければ、と帯刀の手を握にぎった。引っぱって、駆かけ出して、倉敷川にかかる高たか砂さご橋ばしの上へと連れて行く。

　近くにだれもいなかった。この場には帯刀と自分と、ほのかな灯りだけだ。

「あのなぁ、おまえさんはなにか誤ご解かいしているようだから、はっきり言葉にするが……」

　摑んだ手は離さない。そのまま、帯刀の顔を見上げた。

「若いのは、おれと出会った日に自分の運命が変わったとか、おれが変えたとか、そういう風に思っているのかもしれない。変えられたのは自分で、変えたのはおれだと」

　それのどこが違うのかと帯刀の眼が言う。

　千鳥はわかってほしいという願いをこめて、一歩近づいた。瞳の奥をじっと見つめる。

「違う。逆なんだ。おまえさんがおれの運命を変えたんだ」

　だってそうだろうと、千鳥はあのときのことを思い返す。

「おまえさんが、先代さまと話をして、先代さまの考えを変えた。だからおれは神さまになった。神さまになって、おまえさんと一緒にいて、もっとみんなといたいという気持ちに気づけた。優しい時代がきたのだと知ることができた」

　戸と惑まどうように帯刀が瞬まばたきをする。

　信じてくれと、千鳥は眼と言葉で訴うつたえる。

「おまえさんがいなかったら、おれは神さまにならなかった。先代さまと共に守護代を辞やめて、三カ月の余生をのんびりすごしていた。でもそうならなかった。若いのが、あの日、おれの前にいてくれたから──……!!」

　あの日の出会いは、帯刀にとって運命の出会いだったのかもしれない。

　でもそれは千鳥にとっても同じだ。

　大事な意味を持つ、大きなきっかけとなった夜だった。

「あの夜、おれに会いにきてくれてありがとう。本当に感謝しているんだ」

　握っている手が、じわりとあたたかくなる。伝わっている証しよう拠こだと思いたい。

「この先、若いのと一緒にいられる時間は長くない。だからおれは今を大事にしたい」

　見てくれと川の畔ほとりの柳やなぎ並なみ木きを指さす。

「おれは、おまえさんと見ているこの光景を、絶対に忘れない」

　暗闇の中に浮かぶ川と、街灯の光。少し寂しい気もするけれど、どこか懐なつかしい。

　静かで風ふ情ぜいのあるこの光景を、この気持ちで見られるのは、今だけだ。

「ここで感じたこと、思ったこと、すべてを覚えておく。大事で大切な記憶にしておく」

　なぁ、と千鳥は満面の笑みを浮かべた。

「だから、これからも一緒にいろいろなものを見よう。そのどれか一つでも、若いのにとって忘れたくない大事な記憶になったら嬉しい」

　未来を約束する言葉を、千鳥は初めて口にする。
















　帯刀は、一カ月半後にはお別れだと言われたあの夜の悲しみを、ようやく過去にできた気がした。千鳥とのこの先があるのだと、やっと信じることができそうだった。

「……あんた、最後の最後でひどい」

「は!?」

　なんで、と千鳥は眼を見開く。大事にしたいと告げたのに、どうしてひどいと言われてしまうのか。なにか妙みようなことを言ったのかと必死に自分の言葉を思い返す。

「俺が忘れるわけないだろう。受験生の記憶力をなめるな」

「うっ……」

　たしかにそうなんだが……と千鳥はもごもごと口の中で反論を探す。

　しかしなにを言ったらいいのかわからず、諦めることになった。

「よし、帰ろう。あまり遅くなると、一いちノの宮みやが心配する。気配で旅館を抜けたことぐらい、気づいているだろうからな。あ、阿智神社に行ったことは秘密にしてくれ」

「わかった」

　二人でのんびりと旅館を目指す。

　帯刀は千鳥が転んでも助けることができるように、歩く速度をゆるめた。

「ああ、そうだ。おまえさんの根の国での戦い方、とてもよかったぞ。また成長したな」

　千鳥のゆったりとした足音の合間に、褒ほめ言葉が奏かなでられる。

　けれど帯刀は素す直なおに受けとれず、違うと拒きよ否ひした。

「あれは柏さんがいたから、今の力を限界まで出すことができた。一人では無理だ」

「助けがあっても『力を限界まで出す』のは難しい。充分褒められるべきところだ」

　嬉しさを隠しきれない満面の笑みを、千鳥は帯刀に向ける。

「本当によくやった」

　──神さまのたった一言が、こんなにも簡単に『ワガママ』を叶えてしまう。

　帯刀は、たしかにあのカラスの言霊には御利益があったのかもしれないと、胸が熱くなった。







　旅館に戻っても宴会は続いていたので、帯刀は千鳥を風ふ呂ろに叩たたきこんだあと、早々に布ふ団とんの中へ押しこんだ。

　途中から足どりが危なっかしくなっていたのに、本人が気にしてくれないからひやひやする。二階の守護代用の部屋で勉強をしようと思って階段を下りると、先客がいた。

「……柏さん？」

「酔よいすぎて、少し抜けてきました。夜風を吸いたくなって」

　うそをついていることに帯刀は気づいた。開いている窓からは倉敷川や高砂橋が見える。柏は自分と千鳥が出て行ったことに気づいて、ここから見守っていたのだろう。

「ご隠居はどうでしたか？」

「寝てる。朝まで起きないはずだ」

「なら安心しました。……そろそろ戻りますね。僕はご隠居の分まで、飲んでこないといけないから」

　やれやれという顔をして、柏は立ち上がる。

　帯刀は見送ろうとして……あることを思い出して呼びとめた。

「柏さん、そういえばあの話」

「うん？」

「俺に甘い理由を、帰ったら言うって」

　途と端たん、柏が気まずそうにする。しばらくそのまま固まって、うーんと唸うなって、ため息をつき、ようやく覚かく悟ごを決めてくれた。

「本当に、大した話じゃないですから。もしかしたら怒るかも」

「はぁ」

「……あのね、猫ねこって人間の赤ちゃんを攻こう撃げきしないってこと、知っていますか？」

「いや、屋や敷しきに住むまで猫を飼かったことがない」

　そうだよね……と柏の視線が泳いだ。

「なんでかっていうと、一説ではミルクの匂いに反応する……とか。この子は赤ちゃんだから、攻撃してはいけないって本能で思うらしいです」

「へぇ」

　おもしろい話だが、受験にはまったく必要のない知識だった。

　適てき当とうな相づちをうてば、柏が咳せき払ばらいをする。

「僕が野生の本能が強いことを前ぜん提ていにしてもらっていいかな。……その、うちで牛乳を飲むのって帯刀くんだけだから」

　みんな飲まないしね、飲めない人多いしね、と柏が早口でつけ加える。

　帯刀はゆっくりとその意味を考え、論ろん理り的てき思考は得意なのですぐになにを言いたいのかを理解し……固まった。柏がしていたのは、子ども扱あつかいよりもさらに……。

「朝、コーヒーに変えた方がいいのか？」

「今のままでいいよ」

　ごめんねと柏は謝り、本能にはなかなかあらがえないと言い訳を呟いた。

「じゃあ僕は行きますね。帯刀くんは先に休んでて」

　うるさかったらごめんと謝られて、帯刀は別にと素そっ気けなく応こたえる。

　そのあと、自分も覚悟を決め、もう一度呼びかけた。

「柏さん、『帯刀くん』だけれど、俺のことは呼び捨てでいい」

　馴なれ馴なれしいのは好きじゃないと前に柏へ言った。

　それでも呼び捨てでいいとわざわざ口にしたのは、自分の中で答えが出たからだ。

「──そっか」

　柏は帯刀の言いたいことをきちんと読みとり、うんと頷いてくれた。

「なら帯刀、おやすみ」

　初めての呼び捨ては、どうにも慣れない。でも悪くない響ひびきだった。










　千鳥は眠る前に一つだけやることがあると、枕まくら元もとに置いてあったスマホを手にとった。きちんと充じゆう電でんされている。ならば、と覚悟を決めて電話をかけた。

「……まだ、起きている時間だと思うんだが」

　なかなか向こうが出ないので、またにしようかと思い始めたころ、呼び出しの音が途と切ぎれた。ふいうちすぎて、心しん臓ぞうがばくばくと音を立てる。

『──千鳥の、か？』

　色気のあるかすれた低音に、千鳥は耳がぞわぞわしながらも、はいと勢いよく返事をした。これだから、東雲との電話はおそろしいのだ。

（もしかして、声からすると……お休み中だったか？）

　三日三晩、東雲は千鳥のために眠らず力を使っていた。疲れて寝ていて当然だ。

「起こしてしまって申し訳ありません……！　また今度にします！」

　おやすみなさい、と電話を切ろうとしたが、待てと引き留められた。

　ひえっと喉のどが鳴りそうになるのを堪こらえて、すみませんともう一度謝る。

『身体の調子はどないや？』

「問題ありません。それより……」

『それより大事なことなんかあらへんやろ。今はとにかく身体を休まし。明後日あさつてには守護集めて報告会やけど、こんでええ。関東でゆっくりしとき』

「……はい」

　神さま会議の欠席を、前とは違う気持ちで受けとめる。

　元気になってから、参加しよう。その方が、みんな喜んでくれるはずだ。

「今回は、本当にたくさんのご迷めい惑わくをおかけしました。事態を甘く見て、皆みなさまを巻きこんでしまって……」

『全員読みが甘かったんや。千鳥のだけに責任を負わす気はあらへん』

「……ですが、おれが根の国に行ってしまったのは……」

　カラスさまに追いつめられて、居場所がないと勝手に嘆なげき、逃にげ出したからだ。

　堪えていたら、すぐに戻れたとカラスさまは言っていたらしい。なら根の国で守護代たちが危険な目に遭い、集った守護がずっと対応策を考え、東雲が三日三晩寝ないで入り口を開け続けたのは、自分の責任だ。

「すみません、あのとき……」

　なんて情けない話だろうか。でも言わなければならない。

　思わずあのときのひやりとした心地ここちが蘇よみがえり、声が震えそうになる。それでも説明を続けようとしたが、焦あせった声にさえぎられた。

『もうこの話はええ。千鳥の、お前はただの被害者や。けったいなカラスが全部あかんのや。そういうことにしたしな。詳しい報告もいらん、今はさっさと寝え』

「ですが……」

『ええから。……もうこれ以上、俺に心配をかけんといてくれ』

　優しい言葉にほっとし、謝罪ではなくお礼の言葉を告げることにした。

「本当に、ありがとうございました」

　早く全ぜん快かいして、土産みやげを持って次の神さま会議に出席したい。そのときは、いつもは東雲に言われていやいやつきあう食事に、自分から誘ってみよう。
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　次の日、旅館から岡おか山やま駅まで逢おお束つかの運転する車で送ってもらうことになった。

「じゃあまたな。交流会できて楽しかったぜ」

「お世話になりました。また次の朔さく日じつの会でよろしくお願いします」

　逢束と柏かしわが挨あい拶さつをする横で、千ち鳥どりも初はつ瀬せに挨拶をした。

　初瀬は東しの雲のめに叱しかられたあと、いろいろと奔ほん走そうしてくれたらしい。それなのに無事に戻ってきてくれてよかったと、優しい言葉だけをかけてくれた。

「千鳥くんが元気になってなによりだよ。また中国地方に遊びにきてね」

「……えーっと、機会があれば。初瀬さんにも関東にくる機会があれば、おれに案内をさせてください」

「スクランブル交差点が見てみたいな。あとスカイツリーも」

　完全に観光する気満々の初瀬に、東雲さんの許可はもらってくださいと念押ししておく。

　でももしそのときがきたら、気合を入れてもてなそう。

「そろそろ行こうか。──では、お世話になりました」

　千鳥は初瀬たちに深々と頭を下げてから、新しん幹かん線せん口ぐちに向かって歩き出す。

　すると先に駅構内で切符を買っていた帯たて刀わきが、エスカレーターを上がったところで待っていた。

「帯刀、お土産みやげ屋やさんどっちが大きかった？」

「そこ」

　帯刀は柏に新幹線の切符を渡して、右を見る。

　千鳥はなぜか違い和わ感かんを覚え、おやと首を傾かしげた。どこかが、いつもと違う。

「ご隠いん居きよ、みんなへのお土産をどうするか決めてあります？」

「岡山ならきびだんごかなぁ？」

　柏に訊きかれ、今回はリクエストを受けつける余裕がなかったと、千鳥の意識は土産に向いた。けれど、うしろの勢せ多たと帯刀の会話が耳に入ってきたとき、やはりおかしいと動きを止める。

「な～帯刀、岡山って桃ももも名物だっけ？」

　千鳥は眼を見開いた。今のは聞き間違いではない。

「……なぁ、一いちノの宮みや、さっき若いのを呼び捨てにしていなかったか？」

　柏の袖そでを引いて訊けば、きびだんごの箱を持った柏が、なにを当たり前のことをという顔で見てくる。

「それが？」

「今、三さんノの宮みやも名前を呼び捨てにしていた！」

「なにか問題でも？」

「いつからだ!?　いつ仲よくなったんだ!?」

　この間まで帯刀は『帯刀くん』『坊ぼう主ず』『末すえっ子こ』で呼ばれていたはずだ。なのに突然『帯刀』という呼び捨てをされている。みんなの心しん境きように変化があったのはいつだろうか。今になるまでまったく気づけなかった。

「前からですよ」

「うん、前から前から～」

「最初から『帯刀』呼びだった気がするんですけれどねぇ」

　柏も、勢多も、中なか之の条じようも、みんなうそをついてくる。そんなはずはないと千鳥は帯刀を捕つかまえて顔をのぞきこんだ。

「いつからだ!?　いつから!?」

「忘れた」

「うそだ！　受験生の記憶力はどこに行ったんだ!?　っ……！　ず、ずるい！　おれだって名前を呼び捨てにしたいのに……！」

　勝手に自分抜きでみんなが帯刀と仲よくなっている。そのことに子どもっぽい疎そ外がい感かんを味わい、千鳥はずるいを繰くり返す。

「ご隠居も出会ったときに帯刀の名前を呼んだでしょう？」

「おれは名前に『くん』をつけていた！　呼び捨てにはしていない！」

　またおれだけ仲間外れなのか!?　と千鳥は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　帯刀がみんなと仲よくなって嬉うれしい。それは本当の気持ちだけれど、けれど……。

　子どもに親離れされた親の気持ちは、こういう感じなのだろうか。

　うそだろ……と千鳥は座りこみたくなった。

























　拝はい啓けい　朝夕が冷ひえこむ季節になりましたが、那な須すの皆みなさまはいかがおすごしでいらっしゃいますか。おかげをもちまして、私どもは無事にすごしております。

　先日は、島しま根ねまではるばる足を運んでいただき、ありがとうございました。ご挨拶ができなかったことを、とても残念に思っております。

　その節に、ようやくではありますが、時代の移り変わりを実感できました。私を『普ふ通つう』として受け入れてもらえるこの時代を、これからも大切にしていきたいと改めて思うようになりました。

　今度、先代さまにお目にかかりに参まいりたいのですが、よろしいでしょうか？　明るい日ひ射ざしの下、先代さまと外を歩いて、いろいろな話をしたくなりました。

　ここ最近、新しい守しゆ護ご代だいの茅ちヶが崎さき帯たて刀わきがすっかり皆と馴な染じみ、ほっとしつつも、寂しい心地ここちがしております。先代さまも、守護代たちの仲よくしている姿を見て、このような気持ちになったことはありますか？　どうか話をお聞かせください。

　これからますます寒さに向かいますが、お健すこやかにおすごしください。


敬具　













終
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　こんにちは、石いし田だリンネです。本作は『神さまになりまして、ヒトの名前を捨てました。』の続ぞつ刊かんとなります。続きを書いてもいいというお話を頂いただけたので、前作ではページ数の関係で断念してしまったところを書くことができました。これも応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげです、本当にありがとうございます！

　ここからは謝しや辞じです。イラストを担当してくださったmotai先生（格かつ好こうよくてスピード感あふれるイラストから、優しくてあたたかいイラストまで、本当に感かん激げきしました……！）、引き続き京都弁の翻ほん訳やく・監かん修しゆうを引き受けてくださった友人Ｈさん、執しつ筆ぴつを応援してくださった方々、ご指導くださった担当様、そして本作を読んでくださった読者の皆様に深くお礼を申し上げます。本当にありがとうございました！




　以下、お世話になりました参考文献・引用文献の一部です。

『古事記　神々と神社の物語』日本歴史探検の会・宝島社／『オールカラーでわかりやすい！古事記・日本書記』多田元・西東社／『二十六字詩　どどいつ入門　古典都々逸から現代どどいつまで』中道風迅洞・徳間書店／『呪術・霊符の秘儀秘伝（実践講座）』大宮司朗・ビイングネットプレス／『始める！居合道─夢想神伝流』山蔦重吉・愛隆堂／『祝詞作文事典　縮刷版』金子善光・戎光祥出版
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石田リンネ

Rinne Ishida







毎年、桜の花が咲くと春が来たことにようやく気づきます。しかし時既に遅し、春に気づいても今さら週末の予定を空けることができず、花見に思いをはせながら執筆作業をしています……。
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寒い時期もようやく終わりがけで安心しています。春が一番好きです。
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神かみさまになりまして、




ワガママを叶かなえました。








石いし田だリンネ
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